
８ 第４期障害福祉計画に係る基本指針について  

 

（１）これまでの議論の経緯等について  

 市町村・都道府県の障害福祉計画は、現行の第３期計画の計画期間が平成

26 年度末までであることから、平成 27 年度を初年度とする第４期計画の作成

に係る基本指針の見直しについて、昨年 11 月から社会保障審議会障害者部会

で議論を重ね、去る１月 24 日に開催された障害者部会において、見直しの方

向性について、了承されたところである。 

 なお、基本指針の告示については、パブリックコメント等の手続を経た上で、

４月を目処に行う予定であるのでご了知願いたい。 

 また、現在、「障害福祉計画策定に係る実態調査及びＰＤＣＡサイクルに関

するマニュアル」を作成中であり、現時点での案をＰ 74 に掲載している。当

該マニュアルは、これまで障害福祉計画の策定等にあたり、障害者等の心身の

状況等の調査を実施している市町村や、ＰＤＣＡサイクルを実施している自治

体の取組を参考に作成作業を行ってきたものであり、第４期計画の策定等にあ

たり参考にしていただきたい。 

 

◎第４期計画に係る基本指針の主な内容  

【計画の作成プロセスに関する事項：PDCA サイクルの導入】 

○「成果目標」「活動指標」の見直しと明確化、各年度の中間評価、評価結

果の公表等 

 

【個別施策分野①：成果目標に関する事項】 

○ 福祉施設から地域生活への移行促進（継続） 

○ 精神科病院から地域生活への移行促進（成果目標の変更） 

○ 地域生活支援拠点等の整備（新規） 

○ 福祉施設から一般就労への移行促進（整理・拡充） 

 

【個別施策分野②：その他】 

○ 障害児支援体制の整備（新規） 

○ 計画相談の連携強化、研修、虐待防止 等 

 

 

（２）計画の作成プロセスに関する事項：PDCA サイクルの導入 

 平成 25 年４月に施行された障害者総合支援法において、「市町村及び都道府

県は、障害福祉計画に掲げた事項について、定期的に調査、分析及び評価を行

い、必要があると認めるときは、計画の変更等を行う。」としたところであり、

第４期計画に係る基本指針では、計画に係るＰＤＣＡサイクルのプロセス等に

ついての記述を追加することとしている。 

 当該プロセスについては、数値目標や障害福祉サービス等の見込量等を新た
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に成果目標と活動指標に整理した上で、次のような点を追記することとしてい

る。 

・ 成果目標については、少なくとも１年に１回その実績を把握し、障害福祉

計画の中間評価として分析・評価を行い、必要があると認めるときは、障害

福祉計画の変更や事業の見直し等の措置を講じること  

・ 中間評価の際には、協議会や合議制の機関等の意見を聴くとともに、その

結果について公表することが望ましいこと  

・ 活動指標については、より高い頻度で実績を把握し、設定した見込量の達

成状況等の分析・評価を行うことが望ましいこと  

また、活動指標を整理するにあたり、障害福祉サービス等の見込量を算出す

る際に勘案することとされている事項についても合わせて整理を行うことと

している。 

 

 

（３）個別施策分野①：成果目標に関する事項  

 基本指針第二における成果目標については、直近の状況等を踏まえて見直し

を行うとともに、障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据えた視点に立

ち、地域において求められている相談、体験の機会・場の提供、緊急時の受け

入れ・対応、専門的な対応、地域の体制づくり等の機能を持った拠点等の整備

を新たに成果目標とすることとしている。 

 

◎成果目標の見直しの概要  

【福祉施設から地域生活への移行促進（継続）】 

○ 現在の基本指針では、 

・ 平成 17 年 10 月１日時点の施設入所者のうち３割以上が平成 26 年度末ま

でに地域生活に移行 

・ 平成 17 年 10 月１日時点の施設入所者数を平成 26 年度末に１割以上削減 

することを基本として設定することとされている。  

 

○ 新しい基本指針では、基準となる時点を平成 17 年 10 月１日時点から平

成 25 年度末時点へ変更するとともに、直近の状況等を踏まえて、平成 29

年度末における成果目標の設定を次のとおりとする。 

 

① 施設入所者の地域生活への移行 

平成 17 年 10 月１日時点の施設入所者の３割以上を地域生活へ移行 

→ 平成 25 年度末時点の施設入所者の 12％以上を地域生活へ移行 

② 施設入所者の削減 

平成 17 年 10 月１日時点の施設入所者の１割以上を削減 

→ 平成 25 年度末時点の施設入所者の 4％以上を削減 
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※ 各市町村及び都道府県において、現在の障害福祉計画でそれぞれ定め

ている平成 26 年度末までの数値目標が達成されないと見込まれる場合

は、未達成割合を平成 29 年度末における施設入所者の地域生活への移行

及び施設入所者の削減の目標値に加えた割合以上を目標値とする。 

※ 障害児入所施設への入所者のうち 18 歳以上になっている者については、

次期計画においては、従前のとおり施設入所者の算定の対象外とする。  

 

【精神科病院から地域生活への移行促進（成果目標の変更）】 

○ 現在の基本指針では、 

・ １年未満入院者の平均退院率を平成 20 年６月 30 日の調査時点から７％

相当分増加 

・ 65 歳以上かつ５年以上の入院患者の退院者数を直近の数から二割増加 

させることを指標として設定することとされている。 

 

○ 新しい基本指針では、現在検討している「良質かつ適切な精神障害者に

対する医療の提供を確保するための指針」の内容を踏まえ、平成 29 年度末

における入院後３ヶ月時点の退院率及び入院後１年時点の退院率の上昇並

びに在院期間１年以上の長期在院者数の減少について、当該数値に係る上

位５都道府県の数値をベースに新たな目標を設定する。 

 ※実績の把握は、精神保健福祉資料（各年６月 30 日調査）を利用。 

 

① 入院後３ヶ月時点の退院率の上昇 

平成 29 年度における入院後３ヶ月時点の退院率（注）を 64％以上とす

ることを目標とする。 

（注） 具体的には、平成 29 年６月に入院した患者の入院後３ヶ月時点の

退院率により実績を把握する。 

※ すでに入院後３ヶ月時点の退院率 64％以上を達成している都道府県

においては、その数値を維持又は上昇させることを目標とする。  

※ 「入院後３ヶ月時点の退院率」は、ある月に入院した者のうち当該

月を含む３月目の月末までに退院した者の割合。 

 

② 入院後１年時点の退院率の上昇 

平成 29 年度における入院後１年時点の退院率（注）を 91％以上とする

ことを目標とする。 

（注） 具体的には、平成 29 年６月に入院した患者の入院後１年時点の退

院率により実績を把握する。 

※ すでに入院後１年時点の退院率 91％以上を達成している都道府県に

おいては、その数値を維持又は上昇させることを目標とする。  

※ 「入院後１年時点の退院率」は、ある月に入院した者のうち当該月

を含む十二月目の月末までに退院した者の割合。 
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③ 在院期間１年以上の長期在院者数の減少 

平成 29 年６月末時点の長期在院者数を平成 24 年６月末時点の長期在院

者数から 18 パーセント以上減少することを目標とする。 

 

【地域生活支援拠点等の整備（新規）】 

○ 新しい指針では、「障害者の地域生活の推進に関する議論の整理」（平成

25 年 10 月 11 日：障害者の地域生活の推進に関する検討会）を踏まえて、

新たに今後の地域における障害者の生活支援のために求められる機能の拠

点整備について、平成 29 年度末における成果目標の設定を次のとおりとす

る。 

 

・ 障害者の地域生活の支援 

障害者の地域生活を支援する機能（相談、体験の機会・場、緊急時の

受入・対応、専門性、地域の体制づくり等）の集約等を行う拠点等につ

いて、平成 29 年度末までに各市町村又は各圏域に少なくとも１つの拠点

等を整備すること。 

 

【福祉施設から一般就労への移行促進（整理・拡充）】 

○ 現在の基本指針では、 

① 平成 26 年度中に平成 17 年度実績の４倍以上が福祉施設から一般就労

へ移行 

② 平成 26 年度末における福祉施設利用者のうち２割以上の者が就労移行

支援事業を利用 

③ 平成 26 年度末における就労継続支援事業の利用者のうち３割以上の者

が就労継続支援（Ａ型）事業を利用 

すること等を目指すこととされている。 

 

○ 新しい基本指針では、直近の状況等を踏まえて、平成 29 年度末における

成果目標の設定を次のとおりとする。 

 

① 福祉施設から一般就労へ移行 

平成 17 年度実績の４倍 → 平成 24 年度実績の２倍 

② 就労移行支援事業の利用者を平成 25 年度末の利用者から６割以上増加  

③ 就労移行支援事業の利用者のうち就労移行率が３割以上の事業所を全

体の５割以上 

 

※当該目標に係る「福祉施設」の範囲 

  就労移行支援、就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）、生活介護、自立訓練（機

能訓練・生活訓練） 

－49－



※ 「就労移行率」は、ある年度４月１日時点の就労移行支援事業の利用

者数のうち当該年度中に一般就労へ移行した者の割合。  

※ これまで目標と設定していた委託訓練事業の受講者数等については、

内容を整理した上で活動指標として設定。 

 

（４）個別施策分野②：その他 

 計画相談支援の内容等について、直近の状況等を踏まえて見直しを行うとと

もに、子ども・子育て支援法に基づく計画が作成され、その中で障害児支援に

ついても言及されること等も踏まえ、障害児支援の体制整備の内容について新

たに規定することとしている。 

 

◎その他の見直しの概要 

【支援の質の向上】 

○ 研修関係 

 次の事項について、基本指針に記載する。  

① 行動障害を有する者の特性に応じた支援を、一貫性を持って実施でき

るよう、施設職員や居宅介護職員等に対し、強度行動障害支援者養成研

修を実施することとしていること 

② 精神障害者や罪を犯した障害者の特性に応じた適切な支援が実施でき

るよう、保健所、精神保健センター又は地域生活定着支援センター等と

の連携による専門分野別の研修等地域の実情に応じた研修に取り組むこ

とが望ましいこと 

 

○ 障害者虐待防止 

 次の事項について、基本指針に記載する。  

① 指定障害福祉サービス事業者は、利用者の人権擁護、虐待防止等のた

め、責任者を置く等の必要な体制を整備し、従業員に対して研修を実施

する等の措置を講じなければならないこと  

② 都道府県や市町村においては、障害者虐待の防止と対応に関するマニ

ュアルに沿って、都道府県権利擁護センター、市町村虐待防止センター

を中心として関係機関からなるネットワークの活用、虐待事例の未然防

止、虐待が発生した場合の迅速かつ適切な対応、再発防止等に取り組む

ことが重要であること、また地域の実情に応じて高齢者や児童の虐待防

止に対する取組とも連携しながら、効果的な体制を構築することが望ま

しいこと（＊高齢者等の虐待防止との連携については新規記載）  

③ 権利擁護の取組として、障害者への成年後見制度の利用支援や後見等

の業務を適正に行うことができる人材育成・活用の研修を行い、成年後

見制度の利用を促進する必要があること（＊新規記載）  

 

【計画相談支援】 

－50－



 次の事項について、基本指針に記載する。  

① サービス等利用計画の作成については、まずは支給決定に先立ち必ず

作成されるような体制の維持が重要であり、平成 27 年度以降の利用者数

の増加等に応じてさらなる体制を確保する必要があること  

② その上で各サービス等利用計画においては、利用者の状態像や希望を

勘案し、連続的かつ一貫性を持った障害福祉サービス等が提供されるよ

う総合的な支援を行うとともに、利用者の生活状況を定期的に確認の上、

必要に応じた見直しが行われなければならないこと  

③ 都道府県・市町村では、その役割に応じて、人材の育成支援、専門的

な指導助言等の他、社会的基盤の整備の実情を的確に把握し、相談支援

事業所の充実のため、必要な施策を確保していかなければならないこと、

また、これらの取組を効果的に進めるにあたっては、基幹相談支援セン

ターや協議会を有効に活用すること 

④ 障害者支援施設の入所者へのサービス等利用計画の作成やその後のサ

ービス等利用計画の実施状況の把握（利用者についての継続的な評価を

含む。）を行うことを通じて、地域移行のための支援に係るニーズが顕在

化すること等を勘案し、計画的な地域移行支援の提供体制の確保を図る

必要があること 

⑤ 障害者支援施設等や精神科病院から地域生活へ移行した後の地域生活

の定着はもとより、現に地域生活を送っている障害者がそのまま住み慣

れた地域で生活できるようにするため、地域定着支援の提供体制の充実

を図っていくことが重要であること 

⑥ 協議会では、関係者の有機的な連携の下で地域の課題の改善に取り組

むとともに、都道府県及び市町村が障害福祉計画を定めた際の積極的な

提言を行うこと 

 協議会の運営においては、部会の開催（例：医療を必要とする者に関

する医療機関や保健所との連携）等を通じた活性化や専門機関との連携

の確保（例：都道府県・指定都市では発達障害者支援センターとの連携）

を進めることが望ましいこと 

 

【障害児支援】 

○ 障害児支援に関する基本的考え方として、次の事項の記載をする。 

① 子ども・子育て支援法に定められている「子ども・子育て支援の内容

及び水準は、全ての子どもが健やかに成長するように支援するものであ

って、良質かつ適切なものでなければならない」という基本理念  

② 障害児について、子ども・子育て支援法に基づく教育・保育等の利用

状況も考慮しつつ、居宅介護や短期入所等の障害福祉サービス、児童福

祉法に基づく障害児支援等の専門的な支援を確保すること  

③ 共生社会の形成促進の観点から、教育・保育等とも連携を図った上で、

乳幼児期から学校卒業まで一貫した効果的な支援を障害児及びその家族
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に対して身近な場所で提供する体制の構築が重要であること  

 

○ 児童福祉法に定める６つの支援類型及び障害児相談支援の利用児童数等

を「活動指標」とし、各市町村において、地域における児童数の推移等を

踏まえて見込みをたてるよう努めるものとすること、各市町村及び各市町

村の状況を集約した都道府県においては、必要に応じて各支援の確保策を

定めるよう努めるものとすること記載をする。 

 

○ その他、障害児支援のための基盤整備を進める上で重視すべき次の内容

について、定めるよう努める事項として記載する。 

① 児童発達支援センター・障害児入所施設を中核とした地域支援体制の

整備 

・ 児童発達支援センターの専門的機能の強化、地域における中核的支援

施設として位置づけ、児童発達支援事業所等との連携等  

・ 障害児入所施設の専門的機能の強化、虐待を受けた障害児等への対応

を含め様々なニーズに対応する療育機関としての役割、ショートステ

イや親子入所の実施等 

② 子育て支援に係る施策との連携 

・ 障害児支援の体制整備にあたっては子ども・子育て支援法に基づく施

策や母子保健等との十分な連携を図ること、このために各都道府県・

市町村内で障害児支援担当部局と子育て支援担当部局との連携体制を

確保すること 

③ 教育との連携 

・ 就学時及び卒業時における支援体制の円滑な移行、学校と障害児通所

支援事業所等の緊密な連携等を図ること、このため各都道府県・市町

村内で障害児支援担当部局と教育委員会との連携体制を確保すること 

④特別な支援が必要な障害児に対する支援体制の整備  

・ 重症心身障害児など医療的ケアが必要な障害児に対する支援の基盤整

備強化、福祉、医療、教育などの協働による総合的な支援体制の構築

等 

・ 虐待を受けた障害児等に対しては、障害児入所施設において小規模な

グループによる療育や心理的ケアを提供することにより、障害児の状

況等に応じたきめ細やかな支援を推進すること  

⑤障害児通所支援・入所支援の一体的な方針策定  

・ 都道府県が、通所支援の広域的な調整と入所支援の体制整備の双方の

視点から、障害児入所支援の必要な量の見込及びその量の確保策を含

めた一体的な方針策定を行う必要があること等  
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第
４

期
（
H

2
7
～

H
2
9
）計

画
に

係
る

基
本

指
針

（
案

）：
主

な
ポ

イ
ン

ト
 

障
害

児
支

援
体

制
の

整
備

 

（
新

規
）
 

計
画

相
談

の
連

携
強

化
、

研
修

、
虐

待
防

止
 

等
 

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

の
導

入
 

「
成

果
目

標
」
「
活

動
指

標
」
の

見
直

し
と

明
確

化
、

各
年

度
の

 

中
間

評
価

、
評

価
結

果
の

公
表

 
等

 

＜
計

画
の

作
成

プ
ロ

セ
ス

に
関

す
る

事
項

＞
 

＜
個

別
施

策
分

野
①

：
成

果
目

標
に

関
す

る
事

項
＞

 

精
神

科
病

院
か

ら
地

域
生

活
へ

の
移

行
促

進
 

（
成

果
目

標
の

変
更

）
 

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

整
備

 

（
新

規
）
 

福
祉

か
ら

一
般

就
労

へ
の

移
行

促
進

 

（
整

理
・
拡

充
） 

＜
個

別
施

策
分

野
②

：
そ

の
他

＞
 

福
祉

施
設

か
ら

地
域

生
活

へ
の

移
行

促
進

 

（
継

続
）
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第
一

 
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
提

供
体

制
の

確
保

に
関

す
る

基
本

的
事

項
 

第
二

 
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
提

供
体

制
の

確
保

に
係

る
目

標
（

成
果

目
標

）
 

第
三

 
障

害
福

祉
計

画
の

作
成

に
関

す
る

事
項

  

第
一

の
一

 
基

本
理

念
 

  ①
障

害
者

等
の

自
己

決
定

・
自

己
選

択
の

尊
重

 
  ②

市
町

村
を

基
本

と
す

る
身

近
な

実
施

主
体

、
障

害
種

別
に

よ
ら

な
い

一
元

的
な

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
 

  ③
課

題
に

対
応

し
た

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
整

備
、

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

整
備

 
  

第
一

の
二

 
障

害
福

祉
ｻｰ

ﾋﾞ
ｽ

の
提

供
体

制
の

確
保

に
関

す
る

基
本

的
考

え
方

 
 ①

訪
問

系
サ

ー
ビ

ス
の

保
障

 
 ②

日
中

活
動

系
サ

ー
ビ

ス
の

保
障

 
 ③

地
域

生
活

へ
の

移
行

の
推

進
、

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

整
備

 
 ④

一
般

就
労

へ
の

移
行

等
の

推
進

 
  第

一
の

三
 

相
談

支
援

の
提

供
体

制
確

保
に

関
す

る
基

本
的

考
え

方
 

第
一

の
四

 
障

害
児

支
援

の
提

供
体

制
の

確
保

に
関

す
る

基
本

的
考

え
方

  

第
二

の
一

 
施

設
入

所
者

の
地

域
生

活
へ

の
移

行
 

・
地

域
生

活
へ

の
移

行
者

増
 

・
施

設
入

所
者

減
 

第
二

の
二

 
入

院
中

の
精

神
障

害
者

の
地

域
生

活
へ

の
移

行
 

・
退

院
率

上
昇

（
入

院
後

３
ヶ

月
時

点
、

１
年

時
点

）
 

・
在

院
期

間
１

年
以

上
の

長
期

在
院

者
数

の
減

少
 

第
二

の
三

 
障

害
者

の
地

域
生

活
の

支
援

等
の

整
備

 
・

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
を

市
町

村
又

は
圏

域
ご

と
に

少
な

く
と

も
１

拠
点

整
備

 

第
二

の
四

 
福

祉
施

設
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
 

・
福

祉
施

設
利

用
者

の
一

般
就

労
移

行
者

数
増

 
・

就
労

移
行

支
援

事
業

利
用

者
数

増
 

・
就

労
移

行
支

援
事

業
所

ご
と

の
就

労
移

行
率

上
昇

 
 

 

<活
動

指
標

：
障

害
福

祉
ｻ
ｰ
 

ﾋﾞ
ｽ>

 

第
三

の
一

 
作

成
上

の
留

意
事

項
 

・
障

害
者

等
の

参
加

 
・

地
域

社
会

の
理

解
促

進
 

・
総

合
的

な
取

組
 

・
障

害
福

祉
計

画
作

成
委

員
会

等
の

開
催

 
・

関
係

部
局

相
互

間
の

連
携

 
・

市
町

村
・

都
道

府
県

の
連

携
 

・
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
等

の
把

握
 

・
区

域
設

定
（

都
道

府
県

）
 

・
住

民
意

見
の

反
映

 
・

他
計

画
と

の
関

係
 

・
定

期
的

な
調

査
、

分
析

、
評

価
並

び
に

必
要

な
措

置
 

（
頻

回
の

活
動

指
標

確
認

、
各

年
度

の
中

間
評

価
、

評
価

結
果

の
公

表
）

 

第
三

の
二

 
市

町
村

障
害

福
祉

計
画

 
・

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
の

提
供

体
制

の
確

保
に

係
る

目
標

 
・

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
の

種
類

ご
と

の
必

要
な

量
の

見
込

み
、

確
保

方
策

、
圏

域
単

位
で

の
見

通
し

等
 

・
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
整

備
 

・
地

域
生

活
支

援
事

業
 

・
関

係
機

関
の

連
携

 

<活
動

指
標

：
労

働
部

局
と

の
連

携
> 

<活
動

指
標

：
相

談
支

援
> 

 

第
三

の
四

 
 

障
害

児
支

援
の

た
め

の
計

画
的

な
基

盤
整

備
 

<
活

動
指

標
：

障
害

児
支

援
・

障
害

児
相

談
支

援
> 

第
三

の
三

 
都

道
府

県
障

害
福

祉
計

画
 

・
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
提

供
体

制
の

確
保

に
係

る
目

標
 

・
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
種

類
ご

と
の

必
要

な
量

の
見

込
み

、
確

保
方

策
、

圏
域

単
位

で
の

見
通

し
等

 
・

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

整
備

、
市

町
村

の
支

援
等

 
・

障
害

者
支

援
施

設
の

必
要

入
所

定
員

総
数

 
・

質
の

向
上

方
策

（
研

修
、

第
三

者
評

価
、

虐
待

防
止

）
 

・
地

域
生

活
支

援
事

業
 

・
関

係
機

関
の

連
携

 

第
三

の
四

 
障

害
児

支
援

の
た

め
の

計
画

的
な

基
盤

整
備

（
再

掲
）

 
＜

重
視

す
べ

き
事

項
＞

 

第
三

の
五

 
そ

の
他

 
・

計
画

作
成

時
期

 
・

計
画

期
間

等
 

・
計

画
の

公
表

 
 

基
本

指
針

の
全

体
像

と
主

な
ポ

イ
ン

ト
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福
祉

施
設

か
ら

一
般

就
労

へ
の

移
行

 

○
 福

祉
施

設
利

用
者

の
一

般
就

労
へ

の
移

行
者

の
増

加
 

○
 就

労
移

行
支

援
事

業
の

利
用

者
の

増
加

 

○
 就

労
移

行
支

援
事

業
所

の
就

労
移

行
率

の
増

加
 

施
設

入
所

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

 

○
 地

域
生

活
移

行
者

の
増

加
 

○
 施

設
入

所
者

の
削

減
 

入
院

中
の

精
神

障
害

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

 

○
 入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
の

上
昇

 

○
 入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

の
上

昇
 

○
 在

院
期

間
１

年
以

上
の

長
期

在
院

者
数

の
減

少
 

（都
道

府
県

・市
町

村
）
 

○
 生

活
介

護
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 自

立
訓

練
（
機

能
訓

練
・
生

活
訓

練
）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 就

労
移

行
支

援
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 就

労
継

続
支

援
（
Ａ

型
・
Ｂ

型
）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 短

期
入

所
（
福

祉
型

、
医

療
型

）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 共

同
生

活
援

助
の

利
用

者
数

 
○

 地
域

相
談

支
援

（地
域

移
行

支
援

、
地

域
定

着
支

援
）
の

利
用

者
数

 
○

 施
設

入
所

支
援

の
利

用
者

数
 

※
施

設
入

所
者

の
削

減
 

成
果

目
標

と
活

動
指

標
の

関
係

 

（ 基 本 指 針 の 理 念 ） 自 立 と 共 生 の 社 会 を 実 現  

障 害 者 が 地 域 で 暮 ら せ る 社 会 に 

（都
道

府
県

・
市

町
村

）
 

○
 就

労
移

行
支

援
の

利
用

者
、

利
用

日
数

 
○

 就
労

移
行

支
援

事
業

等
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
者

数
（
就

労
移

行
支

援
、

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

、
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
）
 

（都
道

府
県

）
 

○
 公

共
職

業
安

定
所

に
お

け
る

チ
ー

ム
支

援
に

よ
る

福
祉

施
設

の
利

用
者

の
支

援
件

数
 

○
 委

託
訓

練
事

業
の

受
講

者
数

 
○

 障
害

者
試

行
雇

用
事

業
の

開
始

者
数

 
○

 職
場

適
応

援
助

者
に

よ
る

支
援

の
対

象
者

数
 

○
 障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
の

支
援

対
象

者
数

 

（
成

果
目

標
）
 

（
活

動
指

標
）
 

 障
害

者
の

地
域

生
活

の
支

援
 

○
 地

域
生

活
支

援
拠

点
の

整
備

 

（都
道

府
県

・
市

町
村

）
 

○
 自

立
訓

練
（
生

活
訓

練
）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 就

労
移

行
支

援
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 就

労
継

続
支

援
（
Ａ

型
・
Ｂ

型
）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 短

期
入

所
（
福

祉
型

、
医

療
型

）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 共

同
生

活
援

助
の

利
用

者
数

 
○

 地
域

相
談

支
援

（地
域

移
行

支
援

、
地

域
定

着
支

援
）
の

利
用

者
数
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障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
量

を
見

込
む

際
の

勘
案

事
項

 

区
分

 
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

 
現

に
利

用
し

て
い

る
者

の
数

 
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
 

平
均

的
な

一
人

当
た

り
利

用
量

 

施
設

入
所

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

者
数

（
成

果
目

標
）
 

入
院

中
の

精
神

障
害

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

う
ち

地
域

生
活

へ
の

移
行

後
に

当
該

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
が

見
込

ま
れ

る
者

の
数

 

福
祉

施
設

利
用

者
の

一
般

就
労

へ
の

移
行

者
数

（
成

果
目

標
）
 

訪
問

系
 

居
宅

介
護

、
重

度
訪

問
介

護
、

同
行

援
護

、
行

動
援

護
、

重
度

障
害

者
等

包
括

支
援

の
利

用
者

数
、

利
用

時
間

 
○

 
○

 
○

 

日
中

活
動

系
 

生
活

介
護

の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

 
○

 
○

 

自
立

訓
練

（機
能

訓
練

）の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

 
○

 
○

 

自
立

訓
練

（生
活

訓
練

）の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 

就
労

移
行

支
援

の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

※
１

 
○

 
○

 
○

 
○

 

就
労

継
続

支
援

（A
型

）の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

※
２

 
○

 
○

 
○

 

就
労

継
続

支
援

（B
型

）の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 

療
養

介
護

の
利

用
者

数
 

○
 

○
 

短
期

入
所

（福
祉

型
、

医
療

型
）の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

施
設

系
 

共
同

生
活

援
助

の
利

用
者

数
 

○
 

○
 

○
 

○
 

施
設

入
所

支
援

の
利

用
者

数
 

○
 

○
※

３
 

△
※

６
 

相
談

支
援

 

計
画

相
談

支
援

の
利

用
者

数
 

○
※

４
 

地
域

相
談

支
援

の
利

用
者

数
（
地

域
移

行
支

援
に

限
る

。
） 

○
 

○
 

地
域

相
談

支
援

の
利

用
者

数
（
地

域
定

着
支

援
に

限
る

。
） 

○
※

５
 

○
 

○
 

（
注

）
※

１
：
特

別
支

援
学

校
卒

業
者

等
新

た
に

就
労

移
行

支
援

事
業

の
対

象
者

と
見

込
ま

れ
る

者
の

数
を

含
む

、
※

２
：地

域
の

雇
用

情
勢

を
含

む
、

※
３

：グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

で
の

対
応

が
困

難
な

者
と

い
っ

た
真

に
必

要
と

判
断

さ
れ

る
数

を
含

む
、

※
４

：障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

及
び

地
域

相
談

支
援

の
利

用
者

数
を

含
む

、
※

５
：
単

身
で

あ
る

障
害

者
の

数
・居

住
し

て
い

る
家

族
に

よ
る

支
援

を
受

け
ら

れ
な

い
障

害
者

の
数

を
含

む
、

※
６

：「
△

」
は

減
と

し
て

見
込

む
 

（
注

）
※

障
害

児
通

所
支

援
の

利
用

児
童

数
を

見
込

む
 

区
分

 
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

 

現
に

利
用

し
て

い
る

障
害

児
の

数
 

障
害

児
等

の
ニ

ー
ズ

 
平

均
的

な
一

人
当

た
り

利
用

量
 

地
域

に
お

け
る

児
童

数
の

推
移

 
保

育
所

等
で

の
障

害
児

の
受

入
状

況
 

入
所

施
設

か
ら

退
所

後
に

利
用

が
見

込
ま

れ
る

障
害

児
の

数
 

障
害

児
支

援
 

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

保
育

所
等

訪
問

支
援

、
医

療
型

児
童

発
達

支
援

の
利

用
児

童
数

、
利

用
日

数
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

障
害

児
相

談
支

援
の

利
用

児
童

数
 

○
※

 

障
害

児
入

所
施

設
（福

祉
型

、
医

療
型

）の
利

用
児

童
数

 
○

 
○

 
○

 

■
サ

ー
ビ

ス
の

量
は

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

訪
問

系
は

ま
と

め
て

、
そ

れ
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

は
そ

れ
ぞ

れ
種

類
ご

と
に

見
込

む
。
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P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

の
プ

ロ
セ

ス
 

○
 成

果
目

標
及

び
活

動
指

標
に

つ
い

て
は

、
少

な
く
と

も
１

年
に

１
回

そ
の

実
績

を
把

握
し

、
障

害
者

施
策

や
関

連
施

策
の

動
向

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

障
害

福
祉

計
画

の
中

間
評

価
と

し
て

分
析

・評
価

を
行

い
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
障

害
福

祉
計

画
の

変
更

や
事

業
の

見
直

し
等

の
措

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る

。
 

○
 ま

た
、

中
間

評
価

の
際

に
は

、
協

議
会

や
合

議
制

の
機

関
等

の
意

見
を

聴
く
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

、
公

表
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
 活

動
指

標
に

つ
い

て
は

、
よ

り
高

い
頻

度
で

実
績

を
把

握
し

、
達

成
状

況
等

の
分

析
・評

価
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

（
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
の

 
プ

ロ
セ

ス
の

イ
メ

ー
ジ

）
 

計
画

（
P

la
n
）

 

■
「
基

本
指

針
」
に

即
し

て
成

果
目

標
及

び
活

動
指

標
を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

見
込

量
の

設
定

や
そ

の
他

確
保

方
策

等
を

定
め

る
。

 

実
行

（
D

o
）

 

■
計

画
の

内
容

を
踏

ま
え

、
事

業
を

実
施

す
る

。
 

評
価

（
C

h
e

ck
）

 

■
成

果
目

標
及

び
活

動
指

標
に

つ
い

て
は

、
少

な
く
と

も
１

年
に

１
回

そ
の

実
績

を
把

握
し

、
障

害
者

施
策

や
関

連
施

策
の

動
向

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

障
害

福
祉

計
画

の
中

間
評

価
と

し
て

分
析

・
評

価
を

行
う

。
 

■
中

間
評

価
の

際
に

は
、

協
議

会
等

の
意

見
を

聴
く
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

公
表

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 
■

活
動

指
標

に
つ

い
て

は
、

よ
り

高
い

頻
度

で
実

績
を

把
握

し
、

達
成

状
況

等
の

分
析

・
評

価
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

改
善

（
A

ct
）

 

■
中

間
評

価
等

の
結

果
を

踏
ま

え
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
障

害
福

祉
計

画
の

変
更

や
事

業
の

見
直

し
等

を
実

施
す

る
。

 

■
障

害
福

祉
計

画
策

定
に

当
た

っ
て

の
基

本
的

考
え

方
及

び
達

成
す

べ
き

目
標

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
に

関
す

る
見

込
量

の
見

込
み

方
の

提
示

 

基
本

指
針
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施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

 

・ 
平

成
1
7
年

1
0
月

施
設

入
所

者
と

比
較

し
た

地
域

生
活

に
移

行
す

る
者

の
割

合
は

、
平

成
2
4
年

度
時

点
で

2
3
.7

％
と

な
っ

て
お

り
、
平

成
2
6
年

度
 

 
末

に
は

、
３
割

の
地

域
生

活
移

行
を

達
成

見
込

み
。
 

・ 
数

値
目

標
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

平
成

1
7
年

1
0
月

１
日

か
ら

平
成

2
4
年

度
末

の
平

均
伸

び
率

（2
.8

8
％

）を
ベ

ー
ス

に
、
平

成
2
5
年

度
末

の
施

設
 

 
入

所
者

と
比

較
し

た
平

成
2
9
年

度
末

時
点

で
の

地
域

生
活

に
移

行
す

る
者

の
割

合
を

1
2
％

以
上

と
す

る
形

で
設

定
。
 
 

・ 
平

成
2
1
～

2
3
年

度
は

1
0
月

１
日

数
値

、
2
4
年

度
は

2
5
年

３
月

末
数

値
。
2
5
年

度
以

降
（括

弧
書

き
）
は

推
計

。
（出

典
：施

設
入

所
者

の
地

域
生

活
の

移
行

に
関

す
る

状
況

調
査

）
 

1
9

,4
3

0
  

2
4

,2
7

7
  

3
1

,8
1

3
  

3
4

,5
2

6
  

（
3

9
,7

7
4
）

  （
4

5
,1

1
5
）

  
（

5
0

,6
1

0
）

  

（
5

6
,2

6
3

 ）
 

（
6

2
,0

7
9
）

  

Ｈ
1

7
 

Ｈ
2

1
 

Ｈ
2

2
 

Ｈ
2

3
 

Ｈ
2

4
 

Ｈ
2

5
 

Ｈ
2

6
 

Ｈ
2

7
 

Ｈ
2

8
 

Ｈ
2

9
 

平
成

1
7
年

1
0
月

１
日

～
平

成
2
4

年
度

末
の

平
均

伸
び

率
 

2
.8

8
％

（
推

計
）
 

平
成

2
4
年

度
末

 
実

績
値

 
（
2
3
.7

％
）
 

平
成

2
5
年

度
末

の
施

設
入

所
者

と
比

較
し

て
毎

年
2
.8

8
％

増
加

す
る

仮
定

で
推

計
 

 
平

成
2

5
年

度

末
の

施
設

入
所

者
と

比
較

し
た

平
成

2
9

年
度

末
時

点
で

の
地

域
生

活
に

移
行

す
る

の
割

合
1

2
％

 
 

基
本

指
針

及
び

都
道

府
県

障
害

福
祉

計
画

に
お

け
る

目
標

値
（第

１
～

４
期

障
害

福
祉

計
画

）
 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

都
道

府
県

計
画

目
標

値
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

基
本

指
針

（
現

行
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 地
域

生
活

に
移

行
す

る
者

の
数

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
目

標
値

 
第

１
～

２
期

 
（
平

成
18

～
2
3年

度
）
 

第
３

期
 

（平
成

24
～

26
年

度
）
 

第
４

期
 

（平
成

27
～

29
年

度
）
 

基
本

方
針

 
1
0
%
 

（平
成

17
年

10
月

１
日

～
 

23
年

度
末

（6
.5

年
間

）
）
 

3
0
%
 

（平
成

17
年

10
月

１
日

～
 

26
年

度
末

（
9.

5
年

間
））

 

1
2
%
 

（平
成

25
年

度
末

～
 

29
年

度
末

（４
年

間
））

 

都
道

府
県

 
障

害
福

祉
計

画
 

1
4
.5

%
 

（平
成

17
年

10
月

１
日

～
 

23
年

度
末

（6
.5

年
間

）
）
 

2
5
.2

%
 

（平
成

17
年

10
月

１
日

～
 

26
年

度
末

（
9.

5
年

間
））

 
－
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施
設
入
所
者
数
の
削
減

 

・
 
施

設
入

所
者

は
平

成
1
7
年

1
0
月

１
日

時
点

と
比

較
し

、
平

成
2
4
年

度
末

時
点

で
約

8
.0

％
減

少
。
 

・
 
平

成
2
6
年

度
末

に
は

、
施

設
入

所
者

の
１
割

削
減

を
達

成
見

込
み

。
 

・
 
数

値
目

標
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

平
成

1
7
年

1
0
月

１
日

か
ら

平
成

2
4
年

度
末

の
平

均
削

減
率

（▲
1
.1

％
）を

ベ
ー

ス
に

、
平

成
 

 
2
9
年

度
末

ま
で

に
、
平

成
2
5
年

度
末

時
点

の
施

設
入

所
者

数
か

ら
約

４
％

以
上

削
減

す
る

形
で

設
定

。
 

・ 
平

成
1
7
年

度
、
平

成
2
0
～

2
3
年

度
は

1
0
月

１
日

数
値

。
平

成
2
4
年

度
は

2
5
年

３
月

数
値

。
平

成
2
5
年

度
以

降
（括

弧
書

き
）は

推
計

。
 

 
 

（出
典

： 
国

保
連

デ
ー

タ
、
社

会
福

祉
施

設
等

調
査

、
施

設
入

所
者

の
地

域
生

活
の

移
行

に
関

す
る

状
況

調
査

）
 

1
4

5
,9

1
9

  

1
4

4
,4

2
5

  

1
3

9
,8

5
1

  

1
3

9
,8

5
9

  

1
3

6
,6

5
3

  

1
3

4
,2

4
7

  （
1

3
2

,7
6

3
）

  （
1

3
1

,2
9

5
）

  

（
1

2
9

,8
4

3
）

  
（

1
2

8
,4

0
8
）

  
（

1
2

6
,9

8
8
）

  

Ｈ
1

7
 

Ｈ
2

0
 

Ｈ
2

1
 

Ｈ
2

2
 

Ｈ
2

3
 

Ｈ
2

4
 

Ｈ
2

5
 

Ｈ
2

6
 

Ｈ
2

7
 

Ｈ
2

8
 

Ｈ
2

9
 

施
設

入
所

者
数

 

平
成

1
7
年

1
0
月

１
日

～
平

成
2
4

年
度

末
の

平
均

削
減

率
 

▲
1
.1

％
（
推

計
）
 

平
成

2
4
年

度
末

 
実

績
値

 
（
▲

8
.0

％
）
 

毎
年

1
.1

％
 

削
減

す
る

 
仮

定
で

 
2
9
年

度
末

ま
で

推
計

 

平
成

2
5
年

度
末

の
施

設

入
所

者
数

と
比

較
し

た
平

成
2

9
年

度
末

時
点

で
の

施
設

入
所

者
削

減
の

割
合

 
 

 
▲

４
％

 
 

（
【
計

算
式

】
0.

98
9 

（
1
－

0
.0

11
（

1.
1％

））
の

４
乗

－
１

＝
▲

4
.3

％
 

≒
▲

４
％

）
 

基
本

指
針

及
び

都
道

府
県

障
害

福
祉

計
画

に
お

け
る

目
標

値
（第

１
～

４
期

障
害

福
祉

計
画

）
 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

都
道

府
県

計
画

目
標

値
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

基
本

指
針

（
現

行
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
目

標
値

 
第

１
～

２
期

 
（
平

成
18

～
2
3年

度
）
 

第
３

期
 

（
平

成
24

～
2
6年

度
）
 

第
４

期
 

（平
成

27
～

29
年

度
） 

基
本

方
針

 
▲

７
％

 
（平

成
1
7年

10
月

１
日

～
 

2
3年

度
末

（6
.5

年
間

））
 

▲
1
0
％

 
（
平

成
17

年
1
0月

1日
～

 

26
年

度
末

（
9.

5年
間

）
）
 

▲
４

％
 

（平
成

25
年

度
末

～
 

29
年

度
末

（４
年

間
））

 

都
道

府
県

 
障

害
福

祉
計

画
 

▲
8
.4

%
 

（平
成

1
7年

10
月

１
日

～
 

2
3年

度
末

（6
.5

年
間

））
 

▲
1
5
.4

%
 

（
平

成
17

年
1
0月

１
日

～
 

26
年

度
末

（
9.

5年
間

））
 

－
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○
 第

３
期

障
害

福
祉

計
画

に
お

い
て

は
、

入
院

中
の

精
神

障
害

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

に
関

し
て

、
平

成
1
6
年

の
「
改

革
ビ

ジ
ョ

ン
」
に

お
け

る
目

標
値

で
あ

る
①

１
年

未
満

群
の

平
均

残
存

率
に

関
す

る
目

標
（
2
4
％

以
下

）、
②

１
年

以
上

群
の

退
院

率
目

標
（
2
9
％

以
上

）
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
よ

り
具

体
化

す
る

着
眼

点
と

し
て

、
「
１

年
未

満
入

院
者

の
平

均
退

院
率

」
、

「５
年

以
上

か
つ

6
5
歳

以
上

の
退

院
者

数
」
に

つ
い

て
の

目
標

を
設

定
し

た
。

 
  

【
１

年
未

満
入

院
者

の
平

均
退

院
率

】
 

○
 第

３
期

障
害

福
祉

計
画

策
定

時
に

お
け

る
直

近
の

実
績

（
平

成
1
9
年

６
月

に
入

院
し

た
者

の
そ

の
後

１
年

間
の

各
月

ご
と

の
退

院
率

を
平

均
し

た
も

の
）に

お
け

る
平

均
退

院
率

の
全

国
平

均
は

7
1
.2

％
で

あ
り

、
そ

れ
を

改
革

ビ
ジ

ョ
ン

の
目

標
値

で
あ

る
7
6
％

に
す

る
た

め
に

は
、

当
該

平
均

退
院

率
を

７
％

相
当

分
増

加
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
 

○
 そ

の
た

め
、

第
３

期
障

害
福

祉
計

画
に

お
け

る
目

標
と

し
て

は
、

「平
成

2
6
年

度
に

お
け

る
１

年
未

満
入

院
者

の
平

均
退

院
率

を
平

成
2
0
年

6
月

3
0
日

の
調

査
時

点
か

ら
7
パ

ー
セ

ン
ト

相
当

分
増

加
さ

せ
る

」
こ

と
と

し
た

。
 

※
「
１

年
未

満
入

院
者

の
平

均
退

院
率

」
は

、
あ

る
月

に
入

院
し

た
者

の
そ

の
後

１
年

間
の

各
月

ご
と

の
退

院
率

を
平

均
し

た
も

の
を

い
う

。
 

※
実

績
は

精
神

保
健

福
祉

資
料

（い
わ

ゆ
る

「6
30

調
査

」）
で

把
握

。
 

  
【
５

年
以

上
か

つ
6
5
歳

以
上

の
退

院
者

数
】
 

○
 ５

年
以

上
か

つ
6
5
歳

以
上

の
入

院
患

者
数

は
、

毎
年

、
平

均
1
,3

0
0
人

程
度

増
加

（
平

成
1
2
年

～
2
0
年

の
各

年
６

月
3
0
日

時
点

の
実

績
の

平
均

）
し

て
お

り
、

毎
年

度
の

退
院

者
数

が
８

～
９

千
人

（
患

者
調

査
か

ら
推

計
）
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
と

、
当

該
入

院
患

者
を

増
加

さ
せ

な
い

よ
う

に
す

る
（
又

は
減

少
に

転
じ

さ
せ

る
）
た

め
に

は
、

退
院

者
数

を
現

行
よ

り
約

2
0
％

増
や

す
こ

と
が

必
要

に
な

る
。

 
○

 そ
の

た
め

、
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

に
お

け
る

目
標

と
し

て
は

、
「平

成
2
6
年

度
に

お
け

る
高

齢
長

期
退

院
者

数
を

直
近

の
数

か
ら

２
割

増
加

さ
せ

る
」
こ

と
と

し
た

。
 

※
「
高

齢
長

期
退

院
者

数
」
は

、
退

院
し

た
者

の
う

ち
、

6
5歳

以
上

で
あ

っ
て

５
年

以
上

入
院

し
て

い
た

者
の

数
を

い
う

。
 

※
 平

成
2
4
年

度
以

降
の

実
績

は
、

精
神

保
健

福
祉

資
料

（い
わ

ゆ
る

「
6
30

調
査

」）
に

基
づ

く
推

計
に

よ
り

把
握

。
 

１
．

現
在

の
目

標
 

入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
つ
い
て
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○
 上

記
の

目
標

に
つ

い
て

は
、

現
在

検
討

し
て

い
る

「
良

質
か

つ
適

切
な

精
神

障
害

者
に

対
す

る
医

療
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
の

指
針

」
に

示
さ

れ
た

方
向

性
を

踏
ま

え
、

従
来

の
目

標
に

換
え

て
、

 
・
「
入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
の

上
昇

」
 

・
「
入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

の
上

昇
」
 

・
「
在

院
期

間
１

年
以

上
の

長
期

在
院

者
数

の
減

少
」
 

を
新

た
な

目
標

と
し

て
設

定
す

る
。

 

２
．

第
４

期
障

害
福

祉
計

画
に

お
け

る
基

本
的

な
考

え
方

 

 「
良

質
か

つ
適

切
な

精
神

障
害

者
に

対
す

る
医

療
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
の

指
針

（
案

）
」中

間
ま

と
め

（抜
粋

）
 

  第
一

 
精

神
病

床
の

機
能

分
化

に
関

す
る

事
項

 
  三

 
急

性
期

の
患

者
に

対
し

て
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
機

能
 

・
新

た
に

入
院

す
る

患
者

の
早

期
退

院
を

促
進

す
る

た
め

、
急

性
期

の
患

者
に

対
し

手
厚

く
密

度
の

高
い

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

機
能

を
確

保
す

る
。

 
・
当

該
機

能
の

確
保

の
た

め
、

精
神

科
入

院
医

療
に

お
け

る
医

師
及

び
看

護
職

員
は

一
般

病
床

と
同

等
の

配
置

を
目

指
し

、
多

職
種

に
よ

る
患

者
の

状
況

に
応

じ
た

質
の

高
い

チ
ー

ム
医

療
を

提
供

し
、

退
院

支
援

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

 
・
ま

た
、

救
急

患
者

に
対

し
て

適
切

な
医

療
を

提
供

で
き

る
体

制
の

確
保

を
推

進
す

る
。

 
四

 
入

院
期

間
が

１
年

未
満

の
患

者
に

対
し

て
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
機

能
 

 
・
在

院
期

間
の

長
期

化
に

伴
い

、
社

会
復

帰
が

難
し

く
な

る
傾

向
が

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
在

院
期

間
が

１
年

を
超

え
な

い
う

ち
に

退
院

で
き

る
よ

う
、

退
院

に
向

け
た

取
組

を
行

い
つ

つ
、

必
要

な
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
機

能
を

確
保

す
る

。
 

・
当

該
機

能
の

確
保

の
た

め
、

多
職

種
に

よ
る

患
者

の
状

況
に

応
じ

た
質

の
高

い
チ

ー
ム

医
療

を
提

供
し

、
退

院
支

援
等

の
取

組
を

推
進

す
る

。
 

六
 

重
度

か
つ

慢
性

の
患

者
以

外
の

入
院

期
間

が
１

年
を

超
え

る
長

期
在

院
者

に
対

し
て

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

機
能

 
・
既

に
１

年
を

超
え

る
入

院
を

し
て

い
る

重
度

か
つ

慢
性

以
外

の
長

期
在

院
者

に
つ

い
て

は
、

退
院

支
援

や
生

活
支

援
等

を
通

じ
て

地
域

移
行

を
推

進
し

、
併

せ
て

、
当

該
長

期
在

院
者

の
状

態
像

に
合

わ
せ

た
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
機

能
を

確
保

す
る

。
 

・
当

該
機

能
の

確
保

の
た

め
、

多
職

種
に

よ
る

退
院

支
援

等
の

退
院

促
進

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

 
・
ま

た
、

こ
れ

ら
の

長
期

在
院

者
に

対
し

て
は

、
原

則
と

し
て

行
動

の
制

限
は

行
わ

な
い

こ
と

と
し

、
外

部
の

支
援

者
と

の
関

係
を

作
り

や
す

い
環

境
と

す
る

こ
と

、
社

会
と

の
つ

な
が

り
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
な

開
放

的
な

環
境

を
確

保
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

地
域

生
活

に
近

い
療

養
環

境
の

確
保

を
推

進
す

る
。
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（１
）入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
の

上
昇

 
○

 
指

針
に

お
い

て
、

新
た

に
入

院
す

る
患

者
の

早
期

退
院

を
促

進
す

る
た

め
、

急
性

期
（
入

院
か

ら
３

ヶ
月

未
満

）
の

患
者

に
対

し
手

厚
く
密

度
の

高
い

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

機
能

を
確

保
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。

 
○

 
こ

れ
を

踏
ま

え
、

全
都

道
府

県
に

お
い

て
平

成
２

９
年

度
に

お
け

る
入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
（注

）を
現

在
の

上
位

５
都

道
府

県
（
以

下
「
目

標
都

道
府

県
」と

い
う

。
）の

平
均

値
で

あ
る

６
４

％
以

上
と

す
る

こ
と

を
成

果
目

標
と

す
る

。
（現

状
の

全
都

道
府

県
の

平
均

値
は

５
８

.
４

％
）
 

（
注

）
  

具
体

的
に

は
、

平
成

2
9年

６
月

に
入

院
し

た
患

者
の

入
院

後
３

ヶ
月

時
点

の
退

院
率

に
よ

り
実

績
を

把
握

す
る

。
 

※
 

既
に

入
院

後
３

ヶ
月

時
点

の
退

院
率

６
４

％
以

上
を

達
成

し
て

い
る

都
道

府
県

に
お

い
て

は
、

そ
の

数
値

を
維

持
又

は
上

昇
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

※
 

「
入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
」は

、
あ

る
月

に
入

院
し

た
者

の
う

ち
当

該
月

を
含

む
３

月
目

の
月

末
ま

で
に

退
院

し
た

者
の

割
合

 

 

（２
）入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

の
上

昇
 

○
 

指
針

に
お

い
て

、
在

院
期

間
の

長
期

化
に

と
も

な
い

、
社

会
復

帰
が

難
し

く
な

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

在
院

期
間

が
１

年
未

満
で

退
院

で
き

る
よ

う
、

退
院

に
向

け
た

取
組

を
行

い
つ

つ
、

必
要

な
医

療
を

提
供

す
る

機
能

を
確

保
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

○
 

こ
れ

を
踏

ま
え

、
全

都
道

府
県

に
お

い
て

平
成

２
９

年
度

に
お

け
る

入
院

後
１

年
時

点
の

退
院

率
（
注

）
を

目
標

都
道

府
県

の
平

均
値

で
あ

る
９

１
％

以
上

と
す

る
こ

と
を

成
果

目
標

と
す

る
。

（現
状

の
全

都
道

府
県

の
平

均
値

は
８

７
.７

％
） 

（
注

）
  

具
体

的
に

は
、

平
成

2
9年

６
月

に
入

院
し

た
患

者
の

入
院

後
１

年
時

点
の

退
院

率
に

よ
り

実
績

を
把

握
す

る
。

 
※

 
既

に
入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

９
１

％
以

上
を

達
成

し
て

い
る

都
道

府
県

に
お

い
て

は
、

そ
の

数
値

を
維

持
又

は
上

昇
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

※
 

「
入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

」は
、

あ
る

月
に

入
院

し
た

者
の

う
ち

当
該

月
か

ら
12

月
目

の
月

末
ま

で
に

退
院

し
た

者
の

割
合

 
 

（３
）在

院
期

間
１

年
以

上
の

長
期

在
院

者
数

の
減

少
 

○
 

指
針

に
お

い
て

、
在

院
期

間
が

１
年

未
満

で
退

院
で

き
る

よ
う

、
退

院
に

向
け

た
取

組
を

行
い

つ
つ

、
必

要
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

機
能

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

既
に

１
年

以
上

の
入

院
を

し
て

い
る

重
度

か
つ

慢
性

の
患

者
以

外
の

長
期

在
院

者
に

対
し

て
は

、
退

院
支

援
や

生
活

支
援

等
を

通
じ

て
地

域
移

行
を

推
進

し
、

併
せ

て
、

状
態

像
に

併
せ

た
医

療
を

提
供

す
る

機
能

を
確

保
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

○
 

指
針

の
実

現
に

向
け

、
第

４
期

障
害

福
祉

計
画

に
お

い
て

は
、

長
期

在
院

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

29
年

６
月

末
時

点
の

長
期

在
院

者
数

を
平

成
2
4
年

６
月

末
時

点
の

長
期

在
院

者
数

か
ら

1
8パ

ー
セ

ン
ト

以
上

減
少

す
る

こ
と

を
成

果
目

標
と

す
る

。
 

３
．

第
４

期
障

害
福

祉
計

画
に

お
け

る
目

標
の

設
定
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障
害
児
・
者
の
地
域
生
活
支
援
の
推
進
の
た
め
の
多
機
能
拠
点
構
想

 
（
地
域
生
活
支
援
拠
点
）

 

親
と

の
同

居
 

一
人

暮
ら

し
 

2
4
時
間
の
相
談
受
付

 
緊
急
時
等
の
受
入

 
(医

療
対
応
・
シ
ェ
ル
タ
ー
等

) 

地
域
生
活
の
支
援

 
(緊

急
時
の
人
的
支
援
、
様
々
な

 
資
源
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
等

) 

高
齢

化
に

対
応

し
た

 
日

中
活

動
の

場
 

(生
活

介
護

・就
労

系
等

) 

在
宅

医
療

等
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

 

＋
 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
 

地
域
支
援
機
能

 
居
住
支
援
機
能

 

1
0
人

 

生
活

介
護

・
 

就
労

系
等

 

1
0
人

 

1
0
人

×
2
 (

建
物

の
特

例
) 

※
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

の
定

員
を

含
む

 

夜
間
・

 
医
療
体
制

 
等
の
加
算

 
（
拡
充
）

 

3
0
人

程
度

 

障
害

者
支

援
施

設
 

居
住
支
援
機
能

 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

 

地
域
支
援
機
能

 

在
宅

医
療

等
 

地
域
連
携

 

生
活

介
護

・ 
就

労
系

等
 

※
 
拠

点
を

設
け

ず
、

地
域

に
お

い
て

機
能

を
分

担
す

る
「
面

的
整

備
型

」も
考

え
ら

れ
る

 

地
域
連
携

 

地
域

相
談

支
援

・地
域

生
活

支
援

事
業

の
活

用
等

 

地
域

相
談

支
援

・地
域

生
活

支
援

事
業

の
活

用
等

 

地
域

相
談

支
援

・
地

域
生

活
支

援
事

業
の

活
用

等
 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
 

夜
間
・

 
医
療
体
制

 
等
の
加
算

 
（
拡
充
）

 

地
域
生
活
支
援
拠
点
と
し
て
、
居
住
支
援
機
能
と
地
域
支
援
機
能
の
一
体
的
な
整
備
を
推
進

 

※
地

域
生

活
支

援
拠

点
と

し
て

地
域

に
開

か
れ

た
小

規
模

な
障

害
者

支
援

施
設

 

※
安

心
生

活
支

援
事

業
（
地

域
生

活
支

援
事

業
）
に

よ
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
や

、
個

別
給

付
に

よ
る

地
域

定
着

支
援

の
実

施
を

必
須

と
し

て
、

施
設

整
備

に
対

す
る

補
助

に
つ

い
て

優
先

的
に

採
択

す
る

こ
と

を
検

討
 

シ
ョ
ー

トス
テ

イ
 

シ
ョ
ー

トス
テ

イ
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一
般
就
労
へ
の
移
行
者
数

 

○
 

一
般

就
労

へ
の

移
行

者
数

に
つ

い
て

は
、
平

成
2
3
年

度
実

績
で

2
.7

倍
（
5
,6

0
1
人

）
と

な
っ

て
い

る
。
（目

標
は

４
倍

。
割

合
は

、
平

成
1
7
年

度
実

績
（
2
,3

7
9
人

）
で

除
し

た
値

）
 

○
 

平
成

2
2
年

度
か

ら
平

成
2
3
年

度
の

利
用

者
数

の
増

加
数

（
約

2
,0

0
0
人

）
か

ら
推

計
す

る
と

、
平

成
2
6
年

度
で

は
目

標
で

あ
る

４
倍

を
達

成
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。
 

○
 

数
値

目
標

の
設

定
に

当
た

っ
て

は
、

平
成

2
2
年

度
か

ら
平

成
2
3
年

度
の

実
績

（
約

2
,0

0
0
人

）
を

基
に

、
平

成
2
4
年

度
を

基
準

と
し

て
、
平

成
2
9
年

度
末

ま
で

に
平

成
2
4
年

度
実

績
の

２
倍

以
上

と
設

定
。
 

3
,3

7
6

  
3

,9
6

0
  

4
,6

1
0

  

6
,5

0
1

  

8
,5

0
1

  

1
0

,5
0

1
  

1
2

,5
0

1
  

1
4

,5
0

1
  

1
6

,5
0

1
  

1
8

,5
0

1
  

0

5
,0

0
0

1
0

,0
0

0

1
5

,0
0

0

2
0

,0
0

0

H
2

0
H

2
1

H
2

2
H

2
3

H
2

4
H

2
5

H
2

6
H

2
7

H
2

8
H

2
9

一
般

就
労

へ
の

移
行

者
数

の
推

移
 

H
2
2
～

H
2
3
年

度
の

利
用

者
数

の
増

加
数

→
約

2
,0

00
人

 

H
2
4
年

度
以

降
、

毎
年

2,
00

0人
増

加
す

る
も

の
と

し
て

推
計

 

H
2
4
か

ら
H

2
9
に

お
け

る
一

般
就

労
移

行
者

の
伸

び
 

8
,5

0
1
人

/1
8,

5
0
1人

＝
2
.1

8≒
２

倍
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就
労
移
行
支
援
事
業
の
利
用
者
数

 

○
 

新
し

い
基

本
指

針
に

お
い

て
は

、
福

祉
施

設
を

利
用

し
て

い
る

障
害

者
等

の
一

般
就

労
へ

の
移

行
を

推
進

す
る

た
め

、
就

労
移

行
支

援
事

業
の

利
用

者
数

に
関

す
る

目
標

を
設

定
す

る
。
 

○
 

目
標

の
設

定
に

当
た

っ
て

は
、

就
労

移
行

支
援

事
業

の
利

用
者

の
平

均
の

伸
び

率
約

1
4
％

（平
成

2
0
年

度
か

ら
平

成
2
4
年

度
）を

基
に

、
平

成
2
9
年

度
末

ま
で

に
平

成
2
5
年

度
と

比
較

し
て

６
割

以
上

増
加

さ
せ

る
こ

と
を

目
指

す
も

の
と

し
て

設
定

。
 

1
5

,9
6

9
  

1
9

,2
9

2
  

2
0

,4
1

3
  

2
3

,5
5

5
  

2
6

,4
2

6
  

3
0

,0
0

7
  

3
4

,0
7

3
  

3
8

,6
9

0
  

4
3

,9
3

2
  

4
9

,8
8

5
  

0

1
0

,0
0

0

2
0

,0
0

0

3
0

,0
0

0

4
0

,0
0

0

5
0

,0
0

0

6
0

,0
0

0

H
2

0
H

2
1

H
2

2
H

2
3

H
2

4
H

2
5

H
2

6
H

2
7

H
2

8
H

2
9

就
労

移
行

支
援

事
業

の
利

用
者

数
の

推
移

 

H
2
0
～

H
2
4
年

度
の

伸
び

率
の

平
均

→
約

1
4
％

 

H
2
5
年

度
以

降
、

1
4％

増
加

す
る

も
の

と
し

て
推

計
 

H
2
5
か

ら
H

2
9
に

お
け

る
就

労
移

行
支

援
事

業
の

利
用

者
数

の
伸

び
 

3
0
,0

0
7
人

/
49

,8
85

人
＝

0.
6
0
2≒

６
割

 

－65－



就
労
移
行
支
援
の
事
業
所
ご
と
の
就
労
移
行
率

 

○
 

新
し

い
基

本
指

針
に

お
い

て
は

、
福

祉
施

設
を

利
用

し
て

い
る

障
害

者
等

の
一

般
就

労
へ

の
移

行
を

推
進

す
る

た
め

、
就

労
移

行
支

援
事

業
所

に
お

け
る

就
労

移
行

率
に

関
す

る
目

標
を

設
定

す
る

。
 

○
 

目
標

の
設

定
に

当
た

っ
て

は
、

就
労

移
行

率
3
0
％

以
上

で
あ

る
就

労
移

行
支

援
事

業
所

の
平

均
の

伸
び

率
約

2
.6

％
（平

成
1
9
年

度
か

ら
平

成
2
3
年

度
）を

基
に

、
就

労
移

行
率

が
3
0
％

以
上

で
あ

る
就

労
移

行
支

援
事

業
所

を
、

平
成

2
9
年

度
末

ま
で

に
全

体
の

５
割

以
上

と
す

る
こ

と
を

目
指

す
も

の
と

し
て

設
定

。
 

 
※

 
「就

労
移

行
率

」は
、

あ
る

年
度

４
月

１
日

時
点

の
就

労
移

行
支

援
事

業
の

利
用

者
数

の
う

ち
当

該
年

度
中

に
一

般
就

労
へ

移
行

し
た

者
の

割
合

。
 

1
6

.7
  

1
7

.8
  

1
8

.8
  

2
6

.0
  

2
7

.1
  

2
9

.7
  

3
2

.3
  

3
4

.9
  

3
7

.5
  

4
0

.1
  

4
2

.7
  

8
3

.4
  

8
2

.2
  

8
1

.1
  

7
4

.0
  

7
2

.9
  

7
0

.3
  

6
7

.7
  

6
5

.0
  

6
2

.4
  

5
9

.8
  

5
7

.2
  

0
.0

2
5

.0

5
0

.0

7
5

.0

1
0

0
.0

H
1

9
H

2
0

H
2

1
H

2
2

H
2

3
H

2
4

H
2

5
H

2
6

H
2

7
H

2
8

H
2

9

就
労

移
行

支
援

事
業

の
就

労
移

行
率

の
割

合
の

推
移

 
3

0
%

以
上

 
3

0
%

未
満

 

H
1
9
～

H
2
3
年

度
の

移
行

率
3
0
％

以
上

で
あ

る
事

業
所

の
伸

び
率

の
平

均
→

約
2
.6

％
 

H
2
4
年

度
以

降
、

2
.6

％
増

加
す

る
も

の
と

し
て

推
計

 

≒
５

割
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第
３
期
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
数
値
目
標
の
実
績
に
つ
い
て

 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

地
域

生
活

移
行

者
 

1
3
.3

％
 

(1
9
,4

3
0
人

) 
1
6
.6

％
 

(2
4
,2

7
7
人

) 
2
1
.8

％
 

(3
1
,8

1
3
人

) 
1
4
.5

％
 

(2
1
,1

2
9
人

) 
2
3
.6

％
 

(3
4
,5

2
6
人

) 
2
5
.2

％
 

(3
6
,7

6
4
人

) 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

福
祉

施
設

入
所

者
の

削
減

 
3
.5

％
 

(5
,1

4
6
人

) 
4
.5

％
 

(6
,5

6
2
人

) 
8
.9

％
 

(1
3
,0

3
3
人

) 
8
.4

％
 

(1
2
,1

8
6
人

) 
1
0
.5

％
 

(1
5
,3

1
2
人

) 
1
5
.4

％
 

(2
2
,4

9
1
人

) 

（
１
）
福

祉
施

設
の

入
所

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

 
①

 地
域

生
活

移
行

者
 

②
福

祉
施

設
入

所
者

の
削

減
 

（参
考

）
 

第
３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

１
年

未
満

入
院

者
の

平
均

退
院

率
 

7
1
.2

％
 

7
1
.4

％
 

（精
査

中
） 

7
5
.1

％
 

（
２
）
入

院
中

の
精

神
障

害
者

の
地

域
生

活
へ

の
移

行
 

①
１
年

未
満

入
院

者
の

平
均

退
院

率
 

（参
考

） 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
4
 

H
2
4
目

標
 

５
年

以
上

入
院

か
つ

6
5
歳

以
上

の
者

の
退

院
者

数
 

９
千

人
～

１
万

人
 

1
0
,1

4
0
人

 
1
万

8
0
0
人

～
1
万

2
,0

0
0
人

 

②
５
年

以
上

入
院

か
つ

6
5
歳

以
上

の
者

の
退

院
者

数
 

※
 割

合
は

、
H
1
7
.1

0
.１

入
所

者
（1

4
5
,9

1
9
人

）で
除

し
た

数
 

※
 H

2
2
ま

で
は

H
1
7
.1

0
.１

か
ら

各
年

1
0
.1

ま
で

の
累

計
。
H
2
3
及

び
H
2
4
は

各
年

度
３
月

末
ま

で
の

累
計

 

※
 割

合
は

、
H
1
7
.1

0
.１

入
所

者
（1

4
5
,9

1
9
人

）で
除

し
た

数
 

※
 H

2
2
ま

で
は

各
年

1
0
.1

時
点

の
数

値
、
H
2
3
及

び
H
2
4
は

各
年

度
３
月

末
時

点
の

数
値

 

※
 H

2
4
の

数
値

に
は

、
速

報
値

か
つ

平
成

2
4
年

6
月

中
の

退
院

者
数

を
1
2
倍

し
て

算
定

し
た

推
計

値
 

※
 「

H
2
6
目

標
」は

、
都

道
府

県
障

害
福

祉
計

画
に

計
上

さ
れ

て
い

る
数

値
の

平
仄

が
と

れ
て

い
な

い
た

め
、
患

者
調

査
か

ら
推

計
し

た
値

を
記

載
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第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

福
祉

施
設

利
用

者
の

一
般

就
労

へ
の

移
行

者
 

1
.7

倍
 

(3
,9

6
0
人

) 
1
.9

倍
 

(4
,6

1
0
人

) 
2
.7

倍
 

(6
,5

0
1
人

) 
4
.0

倍
 

(9
,5

0
2
人

) 
（集

計
中

） 
4
.2

倍
 

(1
0
,0

8
0
人

) 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

①
就

労
移

行
支

援
事

業
の

利
用

者
 

1
9
,4

7
0
人

 
2
0
,6

0
3
人

 
2
3
,7

1
6
人

 
2
9
,9

6
0
人

 
2
6
,6

0
7
人

 
3
6
,8

8
3
人

 

②
福

祉
施

設
利

用
者

 
2
8
2
,6

6
6
人

 
3
4
3
,7

7
4
人

 
4
2
2
,4

2
2
人

 
3
9
9
,6

5
5
人

 
4
8
5
,8

7
3
人

 
4
5
2
,6

4
8
人

 

①
/
②

の
割

合
 

6
.9

％
 

6
.0

％
 

5
.6

％
 

7
.5

％
 

5
.5

％
 

8
.1

％
 

（
３
）
福

祉
施

設
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
等

 

①
福

祉
施

設
利

用
者

の
一

般
就

労
へ

の
移

行
者

 

②
就

労
移

行
支

援
事

業
の

利
用

者
数

 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

①
就

労
継

続
支

援
A
型

 
8
,9

5
5
人

 
1
3
,1

0
4
人

 
1
9
,3

3
3
人

 
1
5
,1

4
6
人

 
2
7
,4

0
4
人

 
2
6
,7

9
4
人

 

②
就

労
継

続
支

援
B
型

 
7
7
,4

3
2
人

 
1
0
2
,5

2
1
人

 
1
3
8
,6

4
4
人

 
1
1
8
,2

8
7
人

 
1
6
6
,3

6
1
人

 
1
5
8
,1

0
3
人

 

③
 
①

＋
②

 
8
6
,3

8
7
人

 
1
1
5
,6

2
5
人

 
1
5
7
,9

7
7
人

 
1
3
3
,4

3
3
人

 
1
9
3
,7

6
5
人

 
1
8
4
,8

9
7
人

 

①
/
③

の
割

合
 

1
0
.4

％
 

1
1
.3

％
 

1
2
.2

％
 

1
1
.4

％
 

1
4
.1

％
 

1
4
.5

％
 

③
就

労
継

続
支

援
A
型

の
利

用
者

数
 

※
 割

合
は

、
H
1
7
年

度
実

績
（
2
,3

7
9
人

）で
除

し
た

数
 

※
 福

祉
施

設
：生

活
介

護
、
自

立
訓

練
、
就

労
移

行
支

援
、
就

労
継

続
支

援
（
H
2
3
ま

で
は

身
体

障
害

者
更

生
施

設
等

の
旧

体
系

サ
ー

ビ
ス

を
含

む
）
 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

福
祉

施
設

利
用

者
の

就
職

件
数

 
4
,3

7
6
人

 
5
,7

6
2
人

 
6
,6

8
9
人

 
7
,5

6
5
人

 
7
,4

0
6
人

 
7
,7

7
2
人

 

④
公

共
職

業
安

定
所

経
由

に
よ

る
福

祉
施

設
利

用
者

の
就

職
件

数
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第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

委
託

訓
練

事
業

受
講

者
 

1
5
.5

％
 

(6
1
5
人

) 
1
5
.9

％
 

(7
3
5
人

) 
1
0
.5

％
 

(6
8
0
人

) 
2
9
.4

％
 

(2
,7

9
4
人

) 
-
％

 
(8

3
9
人

) 
2
8
.0

％
 

(2
,8

2
4
人

) 

⑤
障

害
者

の
態

様
に

応
じ

た
多

様
な

委
託

訓
練

事
業

の
受

講
者

数
 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

障
害

者
試

行
雇

用
事

業
の

開
始

者
 

5
7
.1

％
 

(2
,2

6
4
人

) 
5
7
.1

％
 

(2
,6

3
4
人

) 
4
5
.4

％
 

(2
,9

5
4
人

) 
4
9
.4

％
 

(4
,6

9
0
人

) 
（集

計
中

）
 

4
8
.2

％
 

(4
,8

6
0
人

) 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

職
場

適
応

援
助

者
に

よ
る

支
援

対
象

者
 

2
1
.1

％
 

(8
3
5
人

) 
2
1
.7

％
 

(1
,0

0
0
人

) 
1
7
.8

％
 

(1
,1

5
6
人

) 
4
9
.3

％
 

(4
,6

8
0
人

) 
（集

計
中

）
 

4
5
.8

％
 

(4
,6

1
4
人

) 

⑥
障

害
者

試
行

雇
用

事
業

の
開

始
者

数
 

⑦
職

場
適

応
援

助
者

に
よ

る
支

援
対

象
者

数
 

※
 割

合
は

、
各

年
度

の
一

般
就

労
移

行
者

数
で

除
し

た
数

 

※
 割

合
は

、
各

年
度

の
一

般
就

労
移

行
者

数
で

除
し

た
数

 

※
 割

合
は

、
各

年
度

の
一

般
就

労
移

行
者

数
で

除
し

た
数

 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

障
害

者
就

業
・生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
の

支
援

対
象

者
 

6
0
.9

％
(2

,4
1
1
人

) 
6
0
.1

％
(2

,7
6
9
人

) 
5
0
.9

％
(3

,3
0
7
人

) 
8
8
.0

％
(8

,3
5
9
人

) 
-
％

 
(4

,7
5
6
人

) 
8
9
.0

％
(8

,9
7
3
人

) 

⑧
障

害
者

就
業

・生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

の
支

援
対

象
者

数
 第

２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
3
目

標
 

H
2
4
 

H
2
6
目

標
 

障
害

者
就

業
・生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

数
 

2
4
7
ヶ

所
 

2
7
2
ヶ

所
 

3
1
3
ヶ

所
 

3
0
8
ヶ

所
 

3
1
8
ヶ

所
 

3
2
3
ヶ

所
 

⑨
障

害
者

就
業

・生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

の
拡

充
 

※
 割

合
は

、
各

年
度

の
一

般
就

労
移

行
者

数
で

除
し

た
数
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第
３
期
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
の
実
績
に
つ
い
て

 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

量
（万

時
間

）
 

見
込

 
3
8
4
.4

 
4
2
5
.7

 
4
8
2
.1

 
5
5
0
.2

 
6
0
3
.8

 
6
5
7
.2

 

実
績

 
3
6
6
.0

 
3
9
4
.5

 
4
6
2
.3

 
4
9
4
.4

 
-
 

-
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
1
2
.6

 
1
3
.8

 
1
5
.1

 
1
8
.8

 
2
0
.5

 
2
2
.4

 

実
績

 
1
1
.9

 
1
3
.2

 
1
5
.9

 
1
7
.4

 
-
 

-
 

（
１
）
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

（
居

宅
介

護
、
重

度
訪

問
介

護
、

同
行

援
護

、
行

動
援

護
、
重

度
障

害
者

等
包

括
支

援
）
 

①
生

活
介

護
 

（
２
）
日

中
活

動
系

サ
ー

ビ
ス

 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

量
（万

人
日

）
 

見
込

 
2
0
4
.9

 
2
6
2
.8

 
3
8
0
.0

 
4
6
8
.8

 
4
9
0
.6

 
5
1
2
.9

 

実
績

 
2
1
3
.7

 
2
7
5
.4

 
4
0
0
.5

 
4
7
6
.2

 
-
 

-
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
1
0
.8

 
1
3
.7

 
1
8
.9

 
2
4
.1

 
2
5
.2

 
2
6
.4

 

実
績

 
1
1
.2

 
1
4
.3

 
2
0
.3

 
2
4
.5

 
-
 

-
 

②
自

立
訓

練
（機

能
訓

練
）
 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

量
（万

人
日

）
 

見
込

 
5
.0

 
6
.3

 
9
.2

 
5
.6

 
6
.2

 
6
.8

 

実
績

 
3
.1

 
3
.3

 
3
.5

 
3
.6

 
-
 

-
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
0
.4

 
0
.4

 
0
.6

 
0
.4

 
0
.4

 
0
.5

 

実
績

 
0
.2

 
0
.2

 
0
.3

 
0
.3

 
-
 

-
 

※
同

行
援

護
は

、
H
2
3
か

ら
計

上
 

■
以

下
の

表
内

に
お

け
る

「
見

込
」
は

、
都

道
府

県
障

害
福

祉
計

画
に

計
上

さ
れ

て
い

る
数

値
の

合
計

 
■

「
見

込
」
は

１
月

分
の

数
値

、
「
実

績
」
は

各
年

度
３
月

の
１
月

分
の

数
値
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④
就

労
移

行
支

援
 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

量
（万

人
日

）
 

見
込

 
3
9
.8

 
4
7
.4

 
6
0
.5

 
5
4
.8

 
6
2
.4

 
7
0
.2

 

実
績

 
3
6
.5

 
3
6
.7

 
4
2
.0

 
4
5
.6

 
-
 

-
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
2
.0

 
2
.4

 
3
.0

 
3
.0

 
3
.4

 
3
.9

 

実
績

 
1
.9

 
2
.1

 
2
.4

 
2
.7

 
-
 

-
 

⑤
就

労
継

続
支

援
A
型

 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

量
（万

人
日

）
 

見
込

 
1
8
.3

 
2
3
.5

 
3
2
.3

 
4
1
.9

 
4
8
.8

 
5
6
.9

 

実
績

 
1
8
.2

 
2
5
.9

 
3
8
.1

 
5
3
.2

 
-
 

-
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
0
.9

 
1
.1

 
1
.5

 
2
.1

 
2
.5

 
2
.9

 

実
績

 
0
.9

 
1
.3

 
1
.9

 
2
.7

 
-
 

-
 

③
自

立
訓

練
（生

活
訓

練
）
 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

量
（万

人
日

）
 

見
込

 
2
1
.7

 
2
7
.3

 
3
9
.1

 
2
5
.4

 
2
7
.6

 
2
9
.8

 

実
績

 
1
6
.3

 
1
7
.4

 
2
2
.2

 
3
2
.3

 
-
 

-
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
1
.2

 
1
.5

 
3
.8

 
1
.4

 
1
.6

 
1
.7

 

実
績

 
0
.9

 
1
.0

 
1
.2

 
1
.8

 
-
 

-
 

⑥
就

労
継

続
支

援
B
型

 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

量
（万

人
日

）
 

見
込

 
1
3
4
.5

 
1
7
0
.5

 
2
3
4
.8

 
2
8
1
.1

 
2
9
9
.3

 
3
1
8
.1

 

実
績

 
1
4
0
.8

 
1
7
8
.1

 
2
4
3
.8

 
2
8
2
.5

 
-
 

-
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
7
.1

 
9
.0

 
1
1
.8

 
1
5
.6

 
1
6
.6

 
1
7
.7

 

実
績

 
7
.7

 
1
0
.3

 
1
3
.9

 
1
6
.6

 
-
 

-
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⑦
療

養
介

護
 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

量
（万

人
日

）
 

見
込

 
0
.3

 
0
.3

 
0
.7

 
1
.5

 
1
.6

 
1
.6

 

実
績

 
0
.2

 
0
.2

 
0
.2

 
1
.9

 
-
 

-
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
0
.3

 
0
.3

 
0
.7

 
1
.5

 
1
.6

 
1
.6

 

実
績

 
0
.2

 
0
.2

 
0
.2

 
1
.9

 
-
 

-
 

⑧
短

期
入

所
 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

量
（万

人
日

）
 

見
込

 
2
2
.0

 
2
4
.2

 
2
8
.0

 
2
8
.0

 
3
0
.6

 
3
3
.3

 

実
績

 
1
9
.9

 
2
1
.0

 
2
3
.5

 
2
5
.7

 
-
 

-
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
3
.2

 
3
.6

 
4
.0

 
4
.0

 
4
.4

 
4
.8

 

実
績

 
2
.7

 
2
.8

 
3
.2

 
3
.5

 
-
 

-
 

①
共

同
生

活
援

助
・共

同
生

活
介

護
 

（
３
）
居

住
系

サ
ー

ビ
ス

 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
5
.9

 
6
.8

 
8
.3

 
8
.2

 
9
.1

 
1
0
.0

 

実
績

 
5
.6

 
6
.3

 
7
.2

 
8
.2

 
-
 

-
 

②
施

設
入

所
支

援
 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
6
.0

 
8
.1

 
1
2
.9

 
1
3
.6

 
1
3
.4

 
1
3
.2

 

実
績

 
5
.2

 
7
.1

 
1
1
.1

 
1
3
.4

 
-
 

-
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①
相

談
支

援
 

（
４
）
相

談
支

援
 

第
２
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
1
 

H
2
2
 

H
2
3
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
1
.6

 
2
.1

 
2
.9

 

実
績

 
0
.3

 
0
.4

 
0
.4

 

②
計

画
相

談
支

援
 

第
３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
7
.0

 
1
2
.7

 
1
9
.5

 

実
績

 
2
.6

 
-
 

-
 

③
地

域
移

行
支

援
 

第
３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
6
,4

3
1
 

7
,6

3
4
 

8
,9

6
0
 

実
績

 
5
4
7
 

-
 

-
 

④
地

域
定

着
支

援
 

第
３
期

障
害

福
祉

計
画

 

H
2
4
 

H
2
5
 

H
2
6
 

利
用

者
（万

人
）
 

見
込

 
8
,1

8
9
 

1
1
,1

2
9
 

1
3
,6

4
8
 

実
績

 
1
,2

8
2
 

-
 

-
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障
害
福
祉
計
画
策
定
に
係
る
実
態
調
査
及
び

 

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

 

（
案
）

 
 

                

平
成

2
6
年
○
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P
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

1
6

 

（
２
）
計
画
に
お
け
る

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

1
7

 

２
．
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル

 

（
１
）
計
画
（

P
la

n
）

 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

1
9

 

（
２
）
実
行
（

D
o
）

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
2

 

（
３
）
評
価
（

C
h

e
c
k
）

 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
3

 

（
４
）
改
善

(A
c
t）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
4

 

（
５
）
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
結
果
の
公
表
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
6

 

  Ⅲ
．
資
料
編

 

 

参
考
１

 
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
障
害
者
等
の
実
態
把
握
と

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の

 

実
施
状
況
に
関
す
る
調
査

 
結
果
概
要
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

3
2

 

参
考
２

 
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
障
害
者
等
の
実
態
把
握
と

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の

 

実
施
状
況
に
関
す
る
調
査
票
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

4
7

 

参
考
３

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ひ
な
型
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

5
1

 

参
考
４

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
協
力
依
頼
の
ひ
な
型
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

6
6

 

参
考
５

 
障
害
福
祉
計
画
の
目
標
等
の
管
理
シ
ー
ト
の
ひ
な
型
・
・
・
・
・
・
・
・
・

6
7
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1
 

 Ⅰ
．
障
害
者
等
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

 

 １
．

 
障
害
者
等
の
実
態
把
握
の
必
要
性
と
調
査
の
方
法

 
 （
１
）
障
害
者
等
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
の
必
要
性

 

○
 
障
害
者
又
は
障
害
児
（
以
下
「
障
害
者
等
」
と
い
う
。
）
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
充
実
さ
せ
、
障
害
者
の
生
活
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
・
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成

1
7
年
法
律
第

1
2

3
号
。
以
下
「
障

害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保
そ
の

他
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
計
画
（
障
害
福
祉
計
画
。
以

下
「
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

 

○
 
平
成

2
5
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
は
、
市
町
村
が
計
画
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
障
害
者
等
の
心
身
の
状
況
や
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
事
情

（
以
下
「
障
害
者
等
の
実
態
」
と
い
う
。
）
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
勘

案
し
、
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 

          （
２
）
障
害
者
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

 

○
 
障
害
者
等
の
実
態
を
把
握
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
利
用
実
績
な
ど
、
既
存
の
情
報
で
把
握
が
可
能
な
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
生
活
の
状

況
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
等
の
よ
う
に
、
当
該
内
容
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
行
わ
な
け

れ
ば
把
握
で
き
な
い
内
容
も
あ
り
ま
す
。

 

○
 
計
画
の
策
定
の
際
、
障
害
者
等
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、
障
害
当
事
者
や
障

害
者
団
体
等
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
主
に
ア
ン
ケ
ー

○
障
害
者
総
合
支
援
法
（
抜
粋
）

 

(市
町
村
障
害
福
祉
計
画

) 

第
8

8
条

 
市
町
村
は
、
基
本
指
針
に
即
し
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保
そ
の
他
こ

の
法
律
に
基
づ
く
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
計
画

(以
下
「
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
」
と
い
う
。
)

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

２
～
４

 
略

 

５
 
市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
障
害
者
等
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
そ
の
他
の
事
情
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
市
町
村
障
害

福
祉
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 

2
 

 

ト
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
等
の
実
態
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

 

○
 
そ
の
た
め
、
本
項
目
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
内
容
や
調
査
票
の
作

成
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

 

■
実
態
調
査
の
実
施
状
況
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
１

_
問
１
（

3
4
頁
）
を
参
照
）

 

  

2
．

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
作
成
等
の
ポ
イ
ン
ト

 
 （
１
）
調
査
の
流
れ

 
○

 
障
害
者
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
場
合
の
流
れ
と
し
て
は
、

①
計
画
の
作
成
に
あ
た
り
調
査
で
ど
の
よ
う
な
内
容
を
把
握
す
る
の
か
を
整
理
し
、
②
そ
の
上

で
調
査
の
対
象
者
を
選
定
し
た
後
、
③
調
査
票
の
設
計
を
行
い
、
④
作
成
し
た
調
査
票
に
基
づ

き
調
査
を
実
施
し
、
⑤
調
査
結
果
の
集
計
・
分
析
・
評
価
と
計
画
へ
の
反
映
の
検
討
を
行
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

 

（
調
査
の
流
れ
の
イ
メ
ー
ジ
）

 
                 （
２
）
調
査
内
容
の
整
理

 
○

 
障
害
者
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
場
合
に
は
、
地
域
に
お
け

る
課
題
等
を
踏
ま
え
、
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な
内
容
を
把
握
す
る
か
等
の
目
的
を

整
理
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

○
 
調
査
の
目
的
と
し
て
、
例
え
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
が
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
を
超
過
し

て
お
り
そ
の
要
因
を
把
握
し
た
い
場
合
で
あ
れ
ば
、
現
在
、
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
が

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
等
を
確
認
す
る
調
査
項

調 査 内 容 の 整 理
 

対 象 者 の 選 定
 

調 査 票 の 設 計
 

調 査 の 実 施
 

調 査 結 果 の 集 計 ・ 分

析 ・ 評 価 、 計 画 へ の

反 映 の 検 討  

事
前
に
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
ど
の

よ
う
な
内
容
を
把

握
し
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
計
画
に

反
映
し
て
い
く
か

等
の
整
理
を
行
う

 

調
査
の
目
的
に
照

ら
し
、
調
査
の
対

象
者
を
ど
う
す
る

か
の
検
討
を
行
う

 

調
査
票
の
種
類

（
同
一
と
す
る

か
、
複
数
と
す
る

か
）
や
、
調
査
項

目
の
内
容
の
検
討

を
行
う

 

作
成
し
た
調
査
票

に
基
づ
く
調
査
の

実
施

 

ク
ロ
ス
集
計
を
用

い
た
調
査
結
果
の

分
析
、
計
画
へ
ど

う
反
映
し
て
い
く

か
の
検
討
を
行
う
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3
 

 

目
を
設
け
る
こ
と
や
、
福
祉
施
設
等
の
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
意
向
を
確
認
し
た
い
場
合
に

は
、
調
査
の
項
目
と
し
て
今
後
地
域
で
生
活
す
る
意
向
が
ど
の
程
度
あ
る
か
を
確
認
す
る
項
目

を
設
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
調
査
の
目
的
に
よ
っ
て
は
、
調
査
の
対
象
者
や
調
査
票
の
設
計
に
大
き
な
影
響
が
出
る
た
め
、

計
画
の
策
定
に
必
要
な
情
報
が
全
て
網
羅
で
き
る
よ
う
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

 

 （
３
）
対
象
者
の
選
定
等

 
○

 
調
査
の
対
象
者
を
検
討
す
る
際
に
は
、
自
治
体
で
所
持
し
て
い
る
情
報
等
も
踏
ま
え
て
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

○
 
調
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、
主
に
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
を
対
象
と
し
て
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
帳
の
所
持
者

以
外
に
も
、
難
病
患
者
や
発
達
障
害
者
、
高
次
脳
機
能
障
害
者
の
方
に
対
し
て
調
査
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
障
害
者
団
体
、
特
別
支
援
学
校
等
の
協
力
を
得
て

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

○
 
調
査
の
方
法
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
全
数
調
査
（
悉
皆
調
査
）
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
が
、
費
用
や
時
間
等
の
面
か
ら
抽
出
調
査
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

抽
出
調
査
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
帳
所
持
者
か
ら
で
き
る
だ
け
同
じ
割
合
で

抽
出
す
る
こ
と
や
、
抽
出
す
る
対
象
者
の
選
定
が
恣
意
的
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

 

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
１

_
問
３
（

3
5
頁
）
を
参
照
）

 

 

※
抽
出
調
査
に
お
け
る
対
象
者
の
選
定
方
法
の
例
（
等
間
隔
法
に
よ
る
抽
出
）

 

○
 
抽
出
調
査
で
は
、
対
象
者
を
無
作
為
に
選
ぶ
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
方
法
と

し
て
は
、
等
間
隔
法
が
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
等
間
隔
法
と
は
、
母
集
団
の
中
か
ら
一
定
の

法
則
に
よ
り
対
象
者
を
抽
出
す
る
方
法
で
す
。

 

○
 
例
え
ば
、
「
Ａ
市
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
」
（

5
,0

0
0
人
）
の
う
ち
、

2
0

0
人
に
対

し
て
調
査
を
行
う
場
合
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
の
台
帳
か
ら
、
調
査
の
対
象
者
数
で
あ

る
2

0
0
人
が
抽
出
さ
れ
る
よ
う
、
適
当
に
選
ん
だ
起
点
か
ら
等
間
隔
に
抽
出
を
行
い
ま
す
。
 

○
 
こ
の
場
合
、
起
点
が

1
0
番
目
と
す
る
と
、

1
0
、

3
5
、

6
0
・
・
・

4
,9

6
0
、

4
,9

8
5
と
、

2
5
（

5
0

0
0
人
÷

2
0

0
人
）
の
間
隔
で
番
号
を
選
び
、
対
象
者
を
抽
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

 

 ※
個
人
情
報
保
護
条
例
と
の
関
係

 
 
○

 
調
査
の
対
象
者
が
、
例
え
ば
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
等
の
場
合
で
、
保
有

し
て
い
る
個
人
情
報
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
条
例
上

の
手
続
等
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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 （
４
）
調
査
票
の
設
計

 

 ①
 調

査
票
の
設
計
の
ポ
イ
ン
ト

 

○
 
調
査
票
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害
者
等
の
実
態
が
可
能
な
限
り
正
確
に
把
握
で
き
る
こ

と
に
加
え
、
回
収
率
等
の
向
上
の
た
め
に
も
調
査
の
内
容
が
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
等
の

工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

 

（
調
査
票
の
構
成
等
の
ポ
イ
ン
ト
）

 
 

 ＜
全
体
＞

 

・
 
調
査
目
的
に
照
ら
し
て
、
質
問
項
目
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
（
目
的
達
成
の
た

め
に
必
要
な
項
目
が
過
不
足
な
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
）

 

・
 
質
問
項
目
の
流
れ
が
全
体
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
（
年
齢
や
性
別
等
の
簡
単
に
回

答
で
き
る
質
問
項
目
か
ら
始
め
る
、
難
し
い
質
問
が
続
く
よ
う
な
箇
所
が
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
）

 

・
 
文
字
の
大
き
さ
や
質
問
項
目
の
配
置
の
仕
方
な
ど
、
調
査
票
が
読
み
や
す
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
こ
と
（
わ
か
り
に
く
い
箇
所
は
質
問
の
順
番
を
矢
印
で
示
す
な
ど
、
視
覚
的
に
見
や

す
く
す
る
な
ど
）

 

・
 
回
答
者
の
立
場
や
調
査
時
点
な
ど
、
条
件
を
き
ち
ん
と
示
し
て
い
る
こ
と
（
対
象
者
の
代

理
者
が
回
答
す
る
こ
と
は
可
能
か
、
そ
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
立
場
で
回
答
す
る
の
か
、
年

齢
や
経
験
な
ど
を
問
う
場
合
は
い
つ
の
時
点
か
な
ど
の
条
件
を
は
っ
き
り
と
記
載
）

 

・
 
対
象
者
の
選
定
方
法
、
個
人
情
報
の
保
護
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
明
記
し
、
回
答
者
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

 

＜
項
目
の
設
計
＞

 

・
 
質
問
の
回
答
方
法
（
回
答
す
べ
き
選
択
肢
の
数
な
ど
）
、
記
入
方
法
が
正
し
く
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と

 

・
 
質
問
文
に
、
わ
か
り
に
く
い
専
門
用
語
、
あ
い
ま
い
な
表
現
、
配
慮
を
欠
く
表
現
な
ど
が

な
い
こ
と

 

・
 

1
つ
の
質
問
で
で
き
る
だ
け

1
つ
の
事
柄
を
聞
く
こ
と
（

1
つ
の
質
問
で
複
数
の
事
柄
を
聞

か
な
い
）

 

・
 
回
答
選
択
肢
は
、
回
答
と
な
り
得
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
重
複
な
く
網
羅
し
て
い
る
こ
と
（
完

全
に
網
羅
で
き
な
い
場
合
は
選
択
肢
に
「
そ
の
他
」
を
必
ず
加
え
る
、
ま
た
、
「
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
の
選
択
肢
も
適
宜
追
加
し
、
回
答
し
や
す
い
配
慮
を
す
る
）

 

・
 
回
答
者
を
特
定
の
回
答
に
誘
導
す
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
な
い
こ
と

 

＜
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
内
容
＞

 

・
 
調
査
票
の
す
べ
て
の
漢
字
に
ル
ビ
を
つ
け
る
こ
と
（
漢
字
の
読
み
が
困
難
な
障
害
者
へ
の
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配
慮
）

 

・
 
点
字
や
音
声
コ
ー
ド
に
よ
る
調
査
票
を
作
成
す
る
こ
と
（
視
覚
障
害
者
へ
の
配
慮
）

 

・
 
必
要
に
応
じ
て
、
相
手
方
に
出
向
き
個
別
に
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
（
調
査
票
へ
の
記
入

が
困
難
な
障
害
者
へ
の
配
慮
）

 

・
 
障
害
者
団
体
等
を
通
じ
て
、
調
査
に
関
す
る
説
明
会
等
を
開
催
す
る
な
ど
、
事
前
に
周
知

を
し
て
お
く
（
配
慮
事
項
等
に
つ
い
て
意
見
等
を
聞
く
こ
と
で
、
回
収
率
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
）

 
 

 ②
調
査
票
の
種
類

 

○
 
調
査
票
を
設
計
す
る
際
に
は
、
調
査
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
計
画
に
反
映
し
て
い
く
か
を
基

本
と
し
て
、
調
査
の
項
目
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
調
査
の
項
目
の
検
討
に
あ
た
り
、

調
査
票
を
障
害
種
別
ご
と
に
作
成
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
調
査
票
の
項
目
の
設
計
が
異
な
り
ま

す
。

 

○
 
調
査
票
を
同
一
と
す
る
場
合
で
は
、
障
害
種
別
に
関
わ
ら
ず
共
通
の
項
目
で
構
成
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
特
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
の
項
目
（
「
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

に
お
聞
き
し
ま
す
」
等
）
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
調
査
票
が
単
一
で
あ
る
た
め
、

調
査
結
果
の
集
計
・
分
析
が
行
い
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
障
害
種
別
等
に
応
じ
た
特
性
も
細
か

く
把
握
す
る
場
合
、
項
目
数
が
多
く
な
り
、
回
答
者
に
と
っ
て
煩
雑
化
し
や
す
く
な
る
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

○
 
複
数
の
種
類
の
調
査
票
と
す
る
場
合
で
は
、
主
に
障
害
種
別
ご
と
の
特
性
を
把
握
す
る
た
め

の
項
目
で
構
成
さ
れ
る
た
め
、
調
査
項
目
の
構
成
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
調

査
票
が
障
害
種
別
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
調
査
結
果
の
集
計
・
分
析
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

 

○
 
い
ず
れ
の
方
法
に
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
一
般
的
な
内
容
に
加
え
て
障

害
種
別
ご
と
の
特
性
も
細
か
く
把
握
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
調
査
結
果
を
分
析
す
る
の
か
等

に
留
意
し
な
が
ら
、
適
切
な
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

○
 
な
お
、
複
数
の
障
害
を
持
つ
方
に
つ
い
て
は
、
「
主
た
る
障
害
」
に
つ
い
て
回
答
し
て
い
た

だ
く
の
か
等
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 ※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
調
査
票
の
種
類

 

・
 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
事
例
で
は
、
障
害
種
別
に
関
わ
ら
ず
同
一
の

調
査
票
と
し
て
い
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

・
 
ま
た
、
複
数
の
調
査
票
と
し
て
い
る
場
合
で
も
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
、
療
育
手
帳
所

持
者
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
の
調
査
票
は
共
通
と
し
、
難
病
患
者
や
発
達
障

害
を
持
つ
方
に
は
個
別
の
調
査
票
を
作
成
し
て
い
る
事
例
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
け
る
調
査
票
の
構
成
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
１

_
問
４
－
①
（

3
7
頁
）

を
参
照
）

 

 

 

6
 

  ③
調
査
票
の
項
目

 

○
 
調
査
票
の
項
目
を
検
討
す
る
際
に
は
、
基
本
的
な
情
報
と
し
て
、
年
齢
・
性
別
・
家
族
構
成

に
加
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
に
反
映
す
る
た
め
の
項
目
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

や
今
後
の
利
用
意
向
等
の
項
目
を
調
査
票
に
盛
り
込
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
調
査
票
の
項
目
を
検
討
す
る
際
に
は
、
例
え
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や
今
後
の
利
用
意

向
等
の
項
目
と
年
齢
や
そ
の
他
の
項
目
と
組
み
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
（
ク
ロ
ス
集
計
）

も
念
頭
に
入
れ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

○
 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
で
主
に
共
通
し
て
い
る
調
査
項
目
と
し
て
は
、

下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
下
表
の
項
目
の
他
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
独
自
の
調
査
項
目

を
設
定
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
該
項
目
を
基
に
作
成
し
た
調
査
票
の
ひ
な

型
に
つ
い
て
は
、
参
考
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

○
 
な
お
、
障
害
福
祉
計
画
及
び
障
害
者
計
画
を
一
体
と
し
て
作
成
し
て
い
る
自
治
体
が
多
い
た

め
、
下
表
の
調
査
項
目
及
び
調
査
票
の
ひ
な
型
に
は
、
障
害
福
祉
計
画
以
外
の
内
容
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

 

 

（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
主
な
調
査
項
目
）

 
 

分
類

 
項
目

 
内
容
・
利
用
目
的

 

回
答
者

 
調
査
に
回
答
す

る
方
の
属
性

 

・
 
代
理
回
答
を
可
能
と
す
る
場
合
に
回
答
者
の
属
性
（
本

人
、
本
人
の
家
族
、
そ
れ
以
外
）
を
確
認
す
る
項
目

 

性
別
・
年
齢
・

家
族
な
ど

 

年
齢
、
性
別

 
・

 
基
本
属
性
と
し
て
、
回
答
者
の
年
齢
や
性
別
、
居
住

地
（
地
域
別
の
分
析
を
行
う
場
合
）
等
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
各
項
目
の
ク
ロ
ス
集
計
に
利
用

 

居
住
地

 

世
帯
構
成

 

生
活
動
作
・
介

助
 

日
常
生
活
動
作

の
状
況

 

・
 
生
活
動
作
の
状
況
や
支
援
の
必
要
性
、
介
助
者
の
有

無
・
状
況
等
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
日
常
生
活
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
の
状
況
や
、
今
後
の

サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
等
の
分
析
に
利
用

 

介
助
者
の
状
況

 

障
害
の
状
況

 
手
帳
の
種
類
、

等
級
等

 

・
 
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
所
持
者
の
状
況
と
そ
の
等
級
等
を
確
認
す

る
項
目

 

・
 
障
害
種
別
に
関
わ
ら
ず
同
一
の
調
査
票
と
す
る
場
合
、

障
害
種
別
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
等
を
分
析
す
る
た

め
必
須
の
項
目

 

住
ま
い
や
暮
ら

し
の
状
況

 

現
在
の
住
ま
い

 
・

 
基
本
属
性
と
し
て
、
家
族
と
同
居
し
て
い
る
の
か
、

福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
項
目

 

地
域
生
活
へ
の

・
 
福
祉
施
設
や
病
院
に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
場
合
に

－77－
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意
向

 
地
域
で
生
活
す
る
こ
と
へ
の
意
向
が
あ
る
か
を
確
認
す

る
項
目

 

・
 
地
域
生
活
へ
の
移
行
等
の
目
標
や
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ

等
の
分
析
に
利
用

 

地
域
生
活
を
行

う
た
め
の
支
援

 

・
 
福
祉
施
設
や
病
院
に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
場
合
に

地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
と
考
え
て
い
る
支
援
に

つ
い
て
確
認
す
る
項
目

 

・
 
地
域
生
活
へ
の
意
向
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
と
な

る
施
策
等
の
検
討
に
利
用

 

日
中
の
活
動
状

況
や
就
労
の
意

向
 

外
出
の
状
況

 
・

 
基
本
属
性
と
し
て
、
外
出
頻
度
（
ど
の
程
度
外
出
す

る
か
）
を
確
認
す
る
項
目

 

外
出
時
の
同
伴

者
 

・
 
外
出
時
の
同
伴
者
（
家
族
、
施
設
職
員
等
）
を
確
認

す
る
項
目

 

・
 
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
等
の
分
析
に
利
用

 

外
出
の
目
的

 
・

 
基
本
属
性
と
し
て
、
外
出
時
の
主
な
目
的
（
通
勤
・

通
学
、
訓
練
や
リ
ハ
ビ
リ
等
）
を
確
認
す
る
項
目

 

外
出
時
に
困
る

こ
と

 

・
 
外
出
に
ど
の
よ
う
な
困
難
（
乗
り
降
り
が
困
難
、
段

差
が
多
い
等
）
を
感
じ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
外
出
支
援
の
た
め
に
必
要
と
な
る
施
策
等
の
検
討
に

利
用

 

日
中
の
過
ご
し

方
 

・
 
基
本
属
性
と
し
て
、
働
い
て
い
る
の
か
、
学
校
に
通

っ
て
い
る
か
等
の
状
況
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
障
害
者
の
日
中
の
過
ご
し
方
を
把
握
す
る
た
め
に
利

用
 

勤
務
形
態

 
・

 
働
い
て
い
る
場
合
の
就
労
形
態
（
正
職
員
か
非
常
勤

か
等
）
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
就
労
し
て
い
る
障
害
者
の
勤
務
形
態
を
把
握
す
る
た

め
に
利
用

 

就
労
の
意
向

 
・

 
就
労
し
て
い
な
い
場
合
の
就
労
意
向
を
確
認
す
る
項

目
 

・
 
一
般
就
労
へ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
利
用

 

就
労
支
援

 
・

 
就
労
支
援
に
必
要
な
内
容
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
一
般
就
労
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
と
な

る
施
策
等
の
検
討
に
利
用

 

サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
や
今
後

障
害
程
度
区
分

の
認
定
の
状
況

 

・
 
障
害
程
度
区
分
の
認
定
状
況
（
認
定
を
受
け
て
い
る

か
も
含
め
て
）
を
確
認
す
る
項
目
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の
利
用
意
向

 
・

 
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
等
の
分
析
に
利
用

 

サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
や
今
後

の
利
用
意
向

 

・
 
現
在
、
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
や
利
用
し
て
い
な

い
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
利
用
意
向
（
こ
れ
か
ら
も
利
用
し

た
い
、
利
用
を
や
め
た
い
等
）
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
基
本
情
報
と
し
て
利
用

 

相
談
相
手

 
相
談
す
る
相
手

 
・

 
基
本
属
性
と
し
て
、
相
談
先
の
有
無
と
主
な
相
談
先

（
家
族
、
施
設
職
員
等
）
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
相
談
対
応
・
相
談
支
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

利
用

 

情
報
の
入
手
先

 
・

 
主
な
情
報
の
入
手
方
法
（
新
聞
、
広
報
誌
等
）
を
確

認
す
る
項
目

 

・
 
情
報
の
入
手
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
利
用

 

権
利
擁
護

 
差
別
や
嫌
な
思

い
を
し
た
こ
と

が
あ
る
か

 

・
 
差
別
や
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
の
経
験
の
有
無
に
つ

い
て
確
認
す
る
項
目

 

差
別
や
嫌
な
思

い
を
し
た
場
所

 

・
 
差
別
や
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
の
内
容
（
職
場
、
外

出
先
等
）
な
ど
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
障
害
や
障
害
者
等
に
関
す
る
普
及
啓
発
先
の
把
握
等

に
利
用

 

成
年
後
見
制
度

 
・

 
成
年
後
見
制
度
の
認
知
状
況
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
成
年
後
見
制
度
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
か
の
分
析
に

利
用

 

災
害
時
の
避
難

等
 

災
害
時
に
避
難

で
き
る
か

 

・
 
災
害
時
の
介
助
の
必
要
性
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
一
人
で
避
難
で
き
る
か
ど
う
か
の
状
況
の
分
析
に
利

用
 

近
所
に
助
け
て

く
れ
る
人
は
い

る
か

 

・
 
災
害
時
の
共
助
の
可
能
性
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
周
り
に
避
難
を
支
援
す
る
者
が
い
る
か
ど
う
か
の
状

況
の
分
析
に
利
用

 

災
害
時
に
困
る

こ
と

 

・
 
災
害
時
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
（
治
療
が
受
け

ら
れ
な
い
、
避
難
で
き
な
い
等
）
を
確
認
す
る
項
目

 

・
 
災
害
時
に
お
け
る
不
安
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
利
用

 

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
項
目
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
１

_問
４
－
③
（

3
9
頁
）
を
参
照
）

 

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ひ
な
型
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
３
）
を
参
照
）

 

  （
５
）
配
布
・
回
収
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○
 
調
査
票
の
配
布
・
回
収
は
、
主
に
郵
送
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
特
別
な
事
情
等
が
あ
る
場
合
に

は
、
訪
問
し
て
行
う
こ
と
や
障
害
者
団
体
等
を
通
じ
て
間
接
的
に
配
布
・
回
収
を
行
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
ま
た
、
郵
送
で
調
査
を
行
う
場
合
、
調
査
対
象
者
が
同
居
の
家
族
や
周
囲
に
障
害
が
あ
る
こ

と
を
隠
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
封
筒
に
「
障
害
者
」
等
の
表
記
は
使
わ
な
い
こ
と
や
、

視
覚
に
障
害
を
持
つ
方
に
郵
送
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
封
筒
の
内
容
物
や
宛
名
等
を
点
字
で
表

記
す
る
な
ど
の
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

  

（
６
）
調
査
結
果
の
集
計
・
分
析
、
計
画
へ
の
反
映

 
 ①
調
査
結
果
の
集
計
・
分
析

 

○
 
調
査
結
果
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
項
目
ご
と
の
分
析
に
加
え
、
ク
ロ
ス
集
計
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
詳
細
な
分
析
も
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

○
 
ク
ロ
ス
集
計
を
行
う
際
に
は
、
年
齢
や
障
害
種
別
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

把
握
し
た
い
情
報
に
応
じ
て
、
各
項
目
と
の
組
み
合
わ
せ
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

  （
ク
ロ
ス
集
計
の
例
①
：
基
本
的
な
ク
ロ
ス
集
計
）

 

○
 
以
下
は
ク
ロ
ス
集
計
の
一
例
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
調
査
結
果
は
目
的
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
析
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

○
 
な
お
、
ク
ロ
ス
集
計
を
行
う
た
め
に
は
、
ク
ロ
ス
項
目
と
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
含
む
設
問

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
調
査
票
設
計
の
段
階
で
項
目
を
組
み
込
ん
で
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

○
 
例
え
ば
、
居
住
地
別
の
ク
ロ
ス
集
計
を
考
え
る
場
合
に
、
調
査
で
中
学
校
区
し
か
聞
い
て

い
な
い
場
合
、
小
学
校
区
単
位
で
の
ク
ロ
ス
集
計
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
小
学
校
区
単
位

で
の
分
析
が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
設
問
で
小
学
校
区
別
の
居
住
地
を
聞
く
形
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
 

■
 
障
害
種
別
（
障
害
等
級
）
を
利
用
し
た
ク
ロ
ス
集
計

 

○
 
障
害
種
別
に
よ
ら
ず
同
一
の
調
査
票
と
し
た
場
合
は
、
障
害
種
別
の
項
目
と
そ
の
他
の

項
目
に
よ
る
ク
ロ
ス
集
計
を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
詳
し
く

分
析
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
複
数
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
重
複
障
害
の

方
に
つ
い
て
は
、
各
障
害
に
そ
れ
ぞ
れ
カ
ウ
ン
ト
し
て
集
計
す
る
方
法
、
「
重
複
障
害
」

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
し
て
集
計
す
る
方
法
な
ど
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
集
計
を

行
い
ま
す
。

 

○
 
障
害
等
級
に
よ
る
ク
ロ
ス
集
計
で
は
、
障
害
の
重
さ
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
な
ど
の
分

析
、
身
体
障
害
の
種
類
に
よ
る
ク
ロ
ス
集
計
で
は
、
視
覚
、
聴
覚
、
肢
体
不
自
由
、
内
部

障
害
等
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

 

1
0
 

 

 

■
 
年
齢
を
利
用
し
た
ク
ロ
ス
集
計

 

○
 
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
ニ
ー
ズ
等
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
年

齢
の
項
目
と
そ
の
他
の
項
目
に
よ
る
ク
ロ
ス
集
計
を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層

ご
と
の
生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
分
析
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
年
齢
に
よ
る
ク
ロ
ス
集
計
を
行
う
場
合
に
は
、
障
害
児
（

1
8
歳
未
満
）
、
高
齢
者
（

6
5

歳
以
上
）
、
そ
の
間
の
年
代
（

1
8
～

6
4
歳
）
の
３
区
分
以
上
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
を
行

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
 ■

 
居
住
形
態
・
世
帯
構
成
を
利
用
し
た
ク
ロ
ス
集
計

 

○
 
居
住
形
態
は
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
等
に
大
き
く
影
響
す
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
在
宅
・

施
設
の
別
や
、
在
宅
の
場
合
に
は
、
一
般
の
住
宅
に
家
族
と
同
居
、
ひ
と
り
暮
ら
し
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
分
し
、
生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
分
析
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
 ■

 
居
住
地
を
利
用
し
た
ク
ロ
ス
集
計

 

○
 
自
治
体
内
に
お
け
る
各
地
域
で
の
生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ
等
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
自
治
体
内
で
各
地
域
の
人
口
規
模
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
単
純
集
計
で
は
人
口
の
大
き
な
地
域
の
状
況
が
よ
り
強
く
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

 

○
 
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
居
住
地
別
の
ク
ロ
ス
集
計
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
別
の
状
況

を
詳
し
く
見
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

 

（
ク
ロ
ス
集
計
の
例
②
：
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
推
計
等
に
用
い
る
場
合
）

 

○
 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
計
画
の
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
に
反
映
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
場

合
に
は
、
単
純
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
等
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
の
で
は
な
く
、
年
齢

や
障
害
種
別
（
障
害
等
級
）
等
の
項
目
と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や
利
用
意
向
等
の
項
目

を
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
せ
、
細
か
い
ク
ロ
ス
集
計
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
で
、
よ
り
実
態
に

近
い
ニ
ー
ズ
量
の
分
析
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
以
下
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
計
画
の
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
に
反
映
す
る
場
合
の

ク
ロ
ス
集
計
の
一
例
を
照
会
し
ま
す
。

 
 

ク
ロ
ス
集
計
の
例

 
内
容

 

「
障
害
程
度
区
分
の
認
定
の
状
況
」

 

×
 

「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
」

 

×
 

「
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
利
用
意
向
」

 

・
 
「
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
利
用
意
向
」
の
回
答
だ
け
で
は
、

今
後
、
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
ど
の
程
度
増
え
る
の

か
を
見
込
む
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

・
 
そ
の
た
め
、
「
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
利
用
し
た
い
」
と
し

て
い
る
者
の
中
で
、
「
障
害
程
度
区
分
の
認
定
を
受
け
て

い
る
」
（
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
意
志
が
あ
る
と
み
な
せ
る
）
、
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か
つ
、
「
現
在
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
」
（
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
な
る
と
み
な
せ
る
）
者
を
ク
ロ
ス

集
計
に
よ
り
算
定
し
、
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
が
増

加
す
る
か
ど
う
か
を
分
析
す
る
。

 

「
障
害
程
度
区
分
の
認
定
の
状
況
」

 

×
 

「
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
利
用
意
向
」

 

×
 

「
介
護
者
の
健
康
状
態
」

 

・
 
「
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
利
用
し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
中

に
は
、
近
い
将
来
に
顕
在
化
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
か

ら
、
当
面
の
必
要
性
は
高
く
な
い
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
段
階
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

・
 
そ
の
中
か
ら
、
近
く
顕
在
化
が
想
定
さ
れ
る
量
を
見
込

む
た
め
、
「
障
害
程
度
区
分
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
」

（
現
時
点
で
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
意
志
は
あ
ま
り
な

い
）
、
か
つ
、
「
在
宅
で
家
族
介
護
者
が
お
り
、
健
康
状

態
が
よ
く
な
い
」
（
家
族
介
護
が
困
難
に
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
に
な
る
可
能
性
が
高
い
）
者
を
ク
ロ
ス
集
計
に

よ
り
算
定
し
、
潜
在
的
な
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
が
ど
の
程
度

顕
在
化
す
る
か
を
分
析
す
る
。

 

「
一
般
就
労
希
望
」

 

×
 

「
就
労
訓
練
希
望
」

 

×
 

「
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
」

 

×
 

「
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
今

後
の
利
用
意
向
」

 

・
 
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
「
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
利
用

し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
中
に
は
、
一
般
就
労
を
希
望
す

る
程
度
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
あ
る
。

 

・
 
そ
の
中
か
ら
、
近
く
顕
在
化
が
想
定
さ
れ
る
量
を
見
込

む
た
め
、
「
一
般
就
労
を
希
望
す
る
」
、
か
つ
、
「
就
労

訓
練
を
受
け
た
い
」
、
か
つ
、
「
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
」
、
か
つ
、
「
今
後
就
労
移
行
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
」
者
を
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
り

算
定
し
、
潜
在
的
な
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
が
ど
の
程
度
顕
在

化
す
る
か
を
分
析
す
る
。

 
 

  ②
調
査
結
果
の
障
害
福
祉
計
画
へ
の
反
映

 

○
 
調
査
の
分
析
の
結
果
、
今
後
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
等
の

課
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
を
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
等
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

○
 
調
査
の
結
果
を
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
等
に
反
映
す
る
場
合
に
留
意
す
る
こ
と
と
し
て
は
、
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
等
を
直
接
反
映
す
る
と
、
見
込
量
と
実
際
の
利
用
量
に
大
幅
な
ず
れ
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
る
分
析
を
通
じ
た
見
込
量
の
算
定
な
ど
を
は
じ

め
、
介
護
者
の
状
況
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
等
を
勘
案
し
た
上
で
、
適
切
な
数
値
を
計
画
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
の
活
用
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
１

_問
５
（

4
3
頁
）
を
参
照
）

 

 

1
2
 

   

（
調
査
結
果
を
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
に
反
映
し
て
い
る
自
治
体
の
事
例
）

 
 

 ○
見
込
量
へ
反
映
す
る
際
の
考
え
方

 

・
 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
項
目
を
ク
ロ
ス
集
計
す
る
こ
と
に
よ
り
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を

抽
出
し
、
計
画
の
見
込
量
に
反
映
す
る
。

 

・
 
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
の
高
い
者
」
、
「
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
の
必
要
性
が
高
い
者
」
を
次
の
考
え
方
に
よ
り
、
抽
出
し
て
い
る
。

 
 

○
 
居
宅
介
護
の
利
用
意
向
の
高
い
者

 

障
害
程
度
区
分
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
で
、
居
宅
介
護
の
利
用
状
況
を
「
利
用

し
た
い
が
利
用
で
き
て
い
な
い
」
と
回
答
し
、
居
宅
介
護
の
利
用
意
向
で
「
今
後
利

用
し
た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
者
の
割
合
を
、
支
給
決
定
者
数
に
掛
け
る
こ
と
で
利

用
者
数
を
推
計

 
 

○
 
居
宅
介
護
の
利
用
の
必
要
性
が
高
い
者

 

障
害
程
度
区
分
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
で
、
居
宅
介
護
の
利
用
意
向
を
「
今

後
利
用
し
た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
者
の
う
ち
、
居
住
の
状
況
で
「
在
宅
・
独
居
」
・

年
齢
で
「

5
0
歳
～

6
4
歳
」
と
回
答
し
て
い
る
者
、
居
住
の
状
況
で
「
在
宅
・
介
護

者
と
同
居
」
・
介
護
者
の
健
康
状
態
で
「
介
護
者
の
健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い
」
と

回
答
し
て
い
る
者
を
、
居
宅
介
護
の
利
用
の
必
要
性
が
高
い
者
と
し
、
そ
の
割
合
を

支
給
未
決
定
者
数
に
掛
け
、
潜
在
的
な
利
用
者
の
数
を
推
計

 

 ○
推
計
等
に
使
用
す
る
数
値
（
例
）

 

①
 
直
近
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
は

1
,2

0
0
人
（
直
近
の
伸
び
率
は

1
.1
倍
）

 

②
 
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
、
療
育
手
帳
所
持
者
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者

の
う
ち
、
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
者
は

1
,0

0
0
人

 

③
 
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
、
療
育
手
帳
所
持
者
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者

の
う
ち
、
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
未
決
定
者
は

9
,0

0
0
人
（

1
0

,0
0

0
人
－

1
,0

0
0
人
）

 

④
 
障
害
程
度
区
分
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
「
利
用
し
た
い

が
利
用
で
き
て
い
な
い
」
と
回
答
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
で
「
今
後
利
用
し
た
い
」

と
回
答
し
て
い
る
者
の
割
合
は
５
％
（

5
0
人

/1
0

0
0
人
）

 

⑤
 
障
害
程
度
区
分
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
を
「
今
後
利
用

し
た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
者
の
う
ち
、
居
住
の
状
況
で
「
在
宅
・
独
居
」
・
年
齢
で
「

5
0

歳
～

6
4
歳
」
と
回
答
し
て
い
る
者
、
居
住
の
状
況
で
「
在
宅
・
介
護
者
と
同
居
」
・
介
護

者
の
健
康
状
態
で
「
介
護
者
の
健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
者
の
割
合

は
２
％
（

2
0
人

/
1

0
0

0
人
）
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   ○
算
出
方
法

 

ａ
）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
の
高
い
者

 
 

1
,0

0
0
人
（
②
）

 
×

 
５
％
（
④
）

 
＝

 
５
０
人
（
⑥
）

 

ｂ
）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
必
要
性
が
高
い
者

 
 

9
,0

0
0
人
（
③
）

 
×

 
２
％
（
⑤
）

 
＝

 
1

8
0
人
（
⑦
）

 

【
潜
在
ニ
ー
ズ
計
】

 

5
0
人
（
⑥
）

 
＋

 
1

8
0
人
（
⑦
）

 
＝

 
2

3
0
人

 

 ○
見
込
量
へ
の
反
映

 

 
・

 
潜
在
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
時
点
で
顕
在
化
す
る
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
今
後
３

年
間
の
う
ち
に
顕
在
化
す
る
と
仮
定
し
、
直
近
の
利
用
実
績
か
ら
算
出
し
た
各
年
度
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
算
出
。

 

 
平
成
Ａ
年
度

 
平
成
Ｂ
年
度

 
平
成
Ｃ
年
度

 

a
)直

近
の
実
績
か
ら
算
出
し
た
利
用
者
数

 
1

,3
2

0
人

 
1

,4
5

2
人

 
1

,5
9

7
人

 

b
)潜

在
ニ
ー
ズ
の
利
用
者
数
の
平
均

 
7

7
人

 
7

7
人

 
7

6
人

 

合
計
（

a
＋

b
）

 
1

,3
9

7
人

 
1

,5
2

9
人

 
1

,6
7

3
人

 

 
※

a
は
、
例
え
ば
平
成
Ａ
年
度
の
場
合
、

1
,2

0
0
人
×
1
.1
倍
（
①
よ
り
）
で
算
出

 

 
※

b
は
、

2
3

0
人
÷
３
年
で
算
出
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 （
参
考
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

 

 
○

 
以
下
で
は
、
主
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
補
完
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
参
考
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

 ①
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
概
要

 

○
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
は
、
予
め
把
握
し
た
い
内
容
を
整
理
し
た
上
で
、
対
面
等
の
方
法
に
よ
り
、

直
接
対
象
者
に
質
問
事
項
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
内
容
か
ら
対
象
者
の
状
況
や
意
識
な
ど

を
把
握
す
る
方
法
で
す
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
は
、
限
ら
れ
た
対
象
者
に
対
し
、
個
別
に
調
査
を

行
う
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
個
々
の
対
象
者
の
意
向
な
ど
を
詳

細
に
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
質
問
の
意
図
等
の
補
足
的
な
説
明
を
そ
の
場
で

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

 ②
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
対
象

 

○
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
内
容
を
把
握
す
る
場

合
や
、
母
集
団
の
総
数
が
不
明
又
は
対
象
者
の
抽
出
が
難
し
い
場
合
に
、
主
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

○
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、
発
達
障
害
者
や
高
次
脳
機
能
障

害
者
の
方
等
に
対
し
、
障
害
者
団
体
等
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。

 

■
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
対
象
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
１

_問
8
（

4
4
頁
）
を
参
照
）

 

 ③
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
方
法

 

○
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
方
法
と
し
て
は
、
対
象
者
１
人
ず
つ
面
接
を
行
い
個
別
に
意
見
を
聞
く

「
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
と
し
て
行
う
こ
と
や
、
複
数
の
対
象
者
に
同
時
に
意
見
を
聞
く
「
グ
ル

ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
集
団
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
」
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

 

○
 
「
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
で
は
、
対
象
者
１
人
ひ
と
り
に
話
を
聞
く
た
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
場
所

の
調
達
な
ど
が
比
較
的
容
易
に
行
え
ま
す
が
、
１
対
１
で
の
対
面
が
対
象
者
に
と
っ
て
ス
ト
レ

ス
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
複
数
の
対
象
者

に
同
時
に
話
を
聞
く
た
め
、
１
対
１
の
対
面
よ
り
は
ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
人
数

が
多
い
と
会
場
の
確
保
や
１
人
ひ
と
り
の
話
を
聞
く
時
間
が
短
く
な
り
、
詳
細
な
内
容
を
聞
き

取
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

 

 ④
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
項
目

 

○
 
調
査
の
対
象
者
を
選
定
し
た
後
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
項
目
を
ど
の
よ
う
な
内
容
と
す
る
の
か
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
は
異
な
り
対
面
で
聞
き
取
り
を
行
う
た
め
、
限

ら
れ
た
時
間
内
に
回
答
を
聞
き
取
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
対
象
者
に
は
事
前
に
調
査
の
項
目
を

提
示
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
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○
 
ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
同
様
に
調
査
の
項
目

が
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
よ
う
な
工
夫
や
、
漢
字
に
ル
ビ
を
つ
け
る
こ
と
等
の
配
慮
を
行

う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

○
 
な
お
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
に
お
け
る
主
な
質
問
項
目
に
つ
い
て
は
、

次
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 

（
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
主
な
質
問
項
目
）

 
 

分
類

 
内
容
・
利
用
目
的

 

生
活
の
状
況

 
・

 
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
か
（
家
族
と
同
居
、

ひ
と
り
暮
ら
し
等
）

 

・
 
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

 

・
 
困
っ
た
時
は
誰
に
相
談
し
て
い
ま
す
か

 

・
 
急
な
体
調
不
良
や
災
害
の
と
き
な
ど
の
心
配
ご
と

 

・
 
仕
事
面
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
ケ
ア

 
・

 
現
在
、
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
何
で
す
か

 

・
 
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
よ
か
っ
た
点
、
改
善
し
て
欲

し
い
点
は
あ
り
ま
す
か

 

・
 
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か

 

・
 
医
療
ケ
ア
の
面
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

 

地
域
の
暮
ら
し

 
・

 
日
々
の
暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
環
境
整
備

が
必
要
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

 

そ
の
他
ご
意
見

 
・

 
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
、
何
か
ご
意
見
は
あ
り

ま
す
か

 

■
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
ひ
な
型
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
４
）
を
参
照
）

 

 ⑤
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
実
施

 

○
 
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
対
象
者
と
調
査
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
調
整
の
上
、

事
前
に
調
査
項
目
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
調
査
内
容
の
簡
単
な
説
明
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

 

○
 
ま
た
、
対
象
者
に
介
助
者
等
が
い
る
場
合
は
同
席
を
依
頼
す
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
配
慮
等
が
必
要
な
場
合
は
、
事
前
に
本
人
・
介
助
者
等
と
も
十
分
な
調
整
を
行
い
、

手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
者
の
手
配
な
ど
、
必
要
な
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

■
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
の
活
用
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
１

_問
９
（

4
4
頁
）
を
参
照
）
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 Ⅱ
．
障
害
福
祉
計
画
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

 

 １
．

 
P

D
C

A
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
等

 

 （
１
）

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性

 

 ①
P

D
C

A
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
と
法
上
の
規
定

 

○
 
計
画
は
、
障
害
者
の
生
活
に
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
の
確
保
に
向
け
て
推
進

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
関
係
者
が
目
標
等
を
共
有
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
連
携
す
る
と
と
も

に
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
工
夫
・
改
善
を
積
み
重
ね
、
着
実
に
取
組
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

○
 
そ
の
た
め
、
作
成
し
た
計
画
に
つ
い
て
は
、
３
年
ご
と
に
そ
の
進
捗
を
把
握
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
定
期
的
に
そ
の
進
捗
を
把
握
し
、
分
析
・
評
価
の
上
、
課
題
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
随

時
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
平
成

2
5
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
は
、
計
画
に
定
め
る
事
項

に
つ
い
て
、
定
期
的
に
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

計
画
を
変
更
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

         

   ②
P

D
C

A
サ
イ
ク
ル
と
は

 

○
 
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
領
域
に
お
け
る
品
質
改
善
や
業
務
改

善
な
ど
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
で
、「
計
画
（

P
la

n
）
」「
実
行
（

D
o
）
」

「
評
価
（

C
h

e
c
k
）
」
「
改
善
（

A
c
t）

」
の
プ
ロ
セ
ス
を
順
に
実
施
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

で
す
。

 

○
障
害
者
総
合
支
援
法
（
抜
粋
）

 

第
8

8
条
の

2
 
 
市
町
村
は
、
定
期
的
に
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
市
町
村
障
害
福
祉
計

画
に
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

 
 第

8
9
条
の

2
 
 
都
道
府
県
は
、
定
期
的
に
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
都
道
府
県
障
害
福

祉
計
画
に
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。
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○
 
業
務
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
実
行
し
、
結
果
を
評
価
し
た
後
、
改

善
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
繋
げ
て
い
く
過
程
は
、
業
務
の
質
を
高
め
て
い
く
う
え
で
重
要

と
な
り
ま
す
。

 

■
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る

P
D

C
A
の
実
施
状
況
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
１

_
問

1
3
（

4
5
頁
）

を
参
照
）

 

 

（
P

D
C

A
サ
イ
ク
ル
の
イ
メ
ー
ジ
）

 
 

        

計
画
（

P
la

n
）

 
目
標
を
設
定
し
、
目
標
達
成
に
向
け
た
活
動
を
立
案
す
る

 

実
行
（

D
o
）

 
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
実
行
す
る

 

評
価
（

C
h

e
c
k
）

 
活
動
を
実
施
し
た
結
果
を
把
握
・
分
析
し
、
考
察
す
る
（
学
ぶ
）

 

改
善
（

A
c
t）

 
考
察
に
基
づ
き
、
計
画
の
目
標
、
活
動
な
ど
を
見
直
し
す
る

 

  （
２
）
計
画
に
お
け
る

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル

 

○
 
平
成

2
7
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
４
期
計
画
に
係
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
相
談
支
援

並
び
に
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
整
備
並
び
に
自
立
支

援
給
付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
平
成

1
8
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

3
9

5
号
。
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
で
は
、
計
画
に

P
D

C
A

サ
イ
ク
ル
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
第
二
に
お
け
る
目
標
を
成
果
目
標
と
し
、
第
三
に
お
け
る

計
画
の
作
成
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
等
を
活
動
指
標
と
し
て

い
ま
す
。（

成
果
目
標
と
活
動
指
標
の
関
係
に
つ
い
て
は
、（

成
果
目
標
と
活
動
指
標
の
関
係
）

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
）

 

○
 
そ
の
上
で
、
基
本
指
針
に
お
け
る

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
次
の
と
お
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

・
 
成
果
目
標
及
び
活
動
指
標
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
１
年
に
１
回
そ
の
実
績
を
把
握
し
、

障
害
者
施
策
や
関
連
施
策
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
計
画
の
中
間
評
価
と
し
て
、
分
析
・

評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
計
画
の
変
更
や
事
業
の
見
直
し
等
の
措
置

D
o
 

A
ct

 

P
la

n 

C
he

c
k 
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を
講
じ
る
こ
と

 

・
 
ま
た
、
中
間
評
価
の
際
に
は
、
協
議
会
や
合
議
制
の
機
関
等
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

 

・
 
活
動
指
標
に
つ
い
て
は
、
よ
り
高
い
頻
度
で
実
績
を
把
握
し
、
設
定
し
た
見
込
量
の
達
成

状
況
等
の
分
析
・
評
価
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

 

○
 
第
４
期
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の
プ
ロ
セ
ス
を
念
頭
に
、
計
画
の

作
成
の
段
階
に
お
い
て
、
基
本
指
針
に
即
し
つ
つ
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
成
果
目
標
及
び
活
動

指
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
成
果
目
標
の
達
成
に
向
け
て
必
要
と
な
る
活
動
指
標
に
つ
い
て

も
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

 

※
 
「
成
果
目
標
」
と
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制
確
保
の
一
環
と
し
て
、
基
本
指

針
の
中
で
、
基
本
理
念
等
を
踏
ま
え
て
国
全
体
で
達
成
す
べ
き
目
標
と
し
て
設
定
す
る
も
の
。
 

※
 
「
活
動
指
標
」
と
は
、
国
全
体
で
達
成
す
べ
き
数
値
目
標
の
形
で
は
設
定
し
な
い
が
、
都
道

府
県
・
市
町
村
に
お
い
て
、
基
本
指
針
に
定
め
る
基
本
理
念
や
提
供
体
制
確
保
の
基
本
的
考
え

方
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
確
保
に
関
す
る
成
果
目
標
等
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
等
の
見
込
み
と
し
て
設
定
す
る
も
の
。

 

 （
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
プ
ロ
セ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
）

 

    

              

 

■
計
画
の
内
容
を
踏
ま
え
、
事
業

を
実
施
す
る
。

 

■
中
間
評
価
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
障
害
福
祉
計
画
の
見
直
し
等
を
実
施
。

 

■
「
基
本
指
針
」
に
即
し
て
成
果
目
標
及
び
活
動
指
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
の
設
定
や
そ
の
他
確
保
方
策
等
を
定
め
る
。

 

■
成
果
目
標
及
び
活
動
指
標
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
１
年
に
１
回
そ
の
実
績
を
把
握

し
、
障
害
者
施
策
や
関
連
施
策
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
障
害
福
祉
計
画
の
中
間
評
価

と
し
て
分
析
・
評
価
を
行
う
。

 

■
中
間
評
価
の
際
に
は
、
協
議
会
等
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
公

表
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

■
活
動
指
標
に
つ
い
て
は
、
よ
り
頻
回
に
実
績
を
把
握
し
、
達
成
状
況
等
の
分
析
・
評
価

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

・
障
害
福
祉
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方
及
び
達
成
す
べ
き
目
標
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
に
関
す
る
見
込
量
の
見
込
み
方
の
提
示

 

基
本
指
針

 

計
画
（

P
la

n
）

 

改
善
（

A
c
t）

 
実
行
（

D
o
）

 

評
価
（

C
h

e
c
k
）
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（
成
果
目
標
と
活
動
指
標
の
関
係
）

 
 

              

  

   ２
．

 
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル

 

 （
１
）
計
画
（

P
la

n
）

 
○

 
計
画
に
お
い
て

P
D
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
計
画
の
作
成
の
段
階

か
ら
、
①
計
画
の
策
定
と
評
価
を
行
う
体
制
の
整
理
を
行
う
こ
と
、
②
成
果
目
標
の
設
定
と
そ

れ
ら
を
測
る
活
動
指
標
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
、
③
計
画
の
策
定
の
段
階
で
、
ど
の
時
点
で
実

績
を
把
握
し
分
析
・
評
価
を
行
う
か
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

 

 ①
計
画
に
関
わ
る
様
々
な
主
体
の
計
画
策
定
へ
の
参
画
、
評
価
の
体
制
の
整
理

 

○
 
計
画
の
内
容
は
障
害
分
野
だ
け
で
な
く
労
働
分
野
な
ど
様
々
な
分
野
に
関
係
す
る
こ
と
か

ら
、
庁
内
の
関
係
部
局
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
障
害
者
団
体
等
の
関
係
者
と
協
力

し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

○
 
計
画
の
作
成
の
際
に
は
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
協
議
会
や
施
策
推
進
協
議
会
等
を
活
用

（ 基 本 指 針 の 理 念 ） 自 立 と 共 生 の 社 会 を 実 現  

障 害 者 が 地 域 で 暮 ら せ る 社 会 に  

 

施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

 
○

 地
域
生
活
移
行
者
の
増
加

 

○
 施

設
入
所
者
の
削
減

 

入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活

へ
の
移
行

 
○

 入
院
後

3
ヶ
月
時
点
の
退
院
率
の
上
昇

 

○
 入

院
後

 1
年
時
点
の
退
院
率
の
上
昇

 

○
 
在
院
期
間

1
年
以
上
の
長
期
在
院
者
の
退

院
者
数
の
増
加

 

障
害
者
の
地
域
生
活
の
支
援

 
○

 地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備

 

福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行

 
○

 福
祉
施
設
利
用
者
の
一
般
就
労
へ
の
移
行

者
の
増
加

 

○
 就

労
移
行
支
援
事
業
の
利
用
者
の
増
加

 

○
 就

労
移
行
支
援
事
業
所
の
就
労
移
行
率
の

増
加

 

○
 生

活
介
護
の
利
用
者
数
、
利
用
日
数

 

○
 自

立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）
の
利
用
者
数
、
利
用
日
数

 

○
 就

労
移
行
支
援
の
利
用
者
数
、
利
用
日
数

 

○
 就

労
継
続
支
援
（
Ａ
型
・
Ｂ
型
）
の
利
用
者
数
、
利
用
日
数

 

○
 短

期
入
所
（
福
祉
型
、
医
療
型
）
の
利
用
者
数
、
利
用
日
数

 

○
 共

同
生
活
援
助
の
利
用
者
数

 

○
 地

域
相
談
支
援
（
地
域
移
行
支
援
、
地
域
定
着
支
援
）
の
利
用
者
数

 

○
 施

設
入
所
支
援
の
利
用
者
数

 
※
施
設
入
所
者
の
削
減

 

○
 自

立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
利
用
者
数
、
利
用
日
数

 

○
 就

労
移
行
支
援
の
利
用
者
数
、
利
用
日
数

 

○
 就

労
継
続
支
援
（
Ａ
型
・
Ｂ
型
）
の
利
用
者
数
、
利
用
日
数

 

○
 短

期
入
所
（
福
祉
型
、
医
療
型
）
の
利
用
者
数
、
利
用
日
数

 

○
 共

同
生
活
援
助
の
利
用
者
数

 

○
 地

域
相
談
支
援
（
地
域
移
行
支
援
、
地
域
定
着
支
援
）
の
利
用
者
数

 

○
 就

労
移
行
支
援
の
利
用
者
、
利
用
日
数

 

○
 就

労
移
行
支
援
事
業
等
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
者
数
（
就
労
移
行

支
援
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
）

 

（
都
道
府
県
の
み
）

 

○
 公

共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
チ
ー
ム
支
援
に
よ
る
福
祉
施
設
の
利

用
者
の
支
援
件
数

 

○
 委

託
訓
練
事
業
の
受
講
者
数

 

○
 障

害
者
試
行
雇
用
事
業
の
開
始
者
数

 

○
 職

場
適
応
援
助
者
に
よ
る
支
援
の
対
象
者
数

 

○
 障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
支
援
対
象
者
数

 

（
成
果
目
標
）

 

（
活
動
指
標
）

 

 

2
0
 

 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
当
事
者
も
含
め
た
会
議
体
で
意
見
を
聴
く
な
ど
、
計
画
の
作
成
の
段

階
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
参
画
し
、
目
標
の
共
有
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

○
 
こ
れ
に
よ
り
、
計
画
の
実
行
に
向
け
た
関
係
者
の
当
事
者
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
多
く

の
関
係
主
体
が
関
わ
る
こ
と
で
計
画
の
実
行
段
階
で
の
連
携
・
協
力
を
行
い
や
す
く
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
ま
た
、
計
画
の
策
定
に
関
わ
っ
た
関
係
者
は
、
計
画
の
進
行
管
理
の
一
貫
性
の
観
点
か
ら
、

計
画
の
評
価
の
際
に
も
関
わ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
な
お
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
計
画
の

策
定
・
評
価
に
複
数
の
会
議
体
が
関
係
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
会
議
体
ご
と
に
意
見
が
分

か
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
体
の
役
割
は
事
前
に
整
理
し
て
お
く
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

■
P

D
C

A
サ
イ
ク
ル
の
実
施
体
制
（
Ⅲ
．
資
料
編
（
参
考
１

_
問

1
5
（

4
6
頁
）
を
参
照
）

 

 ②
目
標
と
指
標
の
整
理

 

○
 

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
で
成
果
目
標
と
活
動
指
標
を
設
定
し
、
中
間
評
価
等
に
お
い
て
そ
の
進
捗

状
況
の
確
認
を
行
う
に
あ
た
り
、
計
画
の
作
成
の
段
階
で
成
果
目
標
と
関
連
す
る
活
動
指
標
に

つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

○
 
基
本
指
針
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
成
果
目
標
と
活
動
指
標
の
関
係
は
、
前
述
の
「
成
果
目

標
と
活
動
指
標
の
関
係
」
の
と
お
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
独
自
に
目
標
や
指
標
を
設
定
す
る

こ
と
で
、
よ
り
適
切
な
評
価
が
行
わ
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
目
標

等
を
独
自
に
設
定
す
る
場
合
、
明
確
に
数
値
で
図
れ
る
も
の
を
設
定
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
例
え
ば
、
「
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
」
と
い
っ
た
抽
象
的
・

理
念
的
な
も
の
で
は
分
析
・
評
価
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

 

○
 
な
お
、
成
果
目
標
を
設
定
す
る
際
の
考
え
方
や
、
対
応
す
る
活
動
指
標
に
つ
い
て
は
、
管
理

用
の
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
経
年
的
に
状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
当
該
管
理
用
の
シ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
年
度
ご
と
の
活
動
の
評

価
・
改
善
の
状
況
も
含
め
て
管
理
で
き
る
た
め
、
次
期
計
画
の
見
直
し
等
に
お
い
て
も
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
管
理
用
シ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
）

 
 

基
本
指
針
の
目
標

 
目
標
Ａ

 
 

計 画 （ Ｐ ） → 実 施 （ Ｄ ）  

目
標
値

 


 
平
成

2
9
年
度
末
ま
で
の
目
標
Ａ
の
人
数

 ●
人
（
●
％
）

 

（
平
成

2
5
年
度
末
の
●
人
の
●
％
以
上
）

 

【
目
標
設
定
の
考
え
方
等
】

 

 
●
●
を
基
に
設
定
。
現
状
、
●
●
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
●

●
等
を
実
施
。

 

 
H

2
7

 
H

2
8

 
H

2
9

 

目
標
①

 
人

 

（
％
）

 

人
 

（
％
）

 

人
 

（
％
）

 
 


 
【
参
考
】
第
３
期
計
画
で
の
実
績
（
見
込
）

 
累
計
目
標
人
数
●
人

 

 
H

2
4

 
H

2
5

 
H

2
6

 

目
標
②

 
●
人

 

（
●
％
）

 

●
人

 

（
●
％
）

 

●
人

 

（
●
％
）

 
 

主
な
活

動
指
標

（
内

容
）

 

○
活
動
指
標
等
の
一
覧

 

 
H

2
7

 
H

2
8

 
H

2
9

 

活
動
指
標
①

 
見
込

 
●
人

 
●
人

 
●
人

 

実
績

 
人

 
人

 
人

 

活
動
指
標
②

 
見
込

 
●
人

 
●
人

 
●
人

 

実
績

 
人

 
人

 
人

 

活
動
指
標
③

 
見
込

 
●
人

 
●
人

 
●
人

 

実
績

 
●
人

 
●
人

 
●
人

 
 

H
●
年
度

 

評
価
（
Ｃ
）

 
協
議
会
等
意
見

 
改
善
（
Ａ
）

 

【
目
標
等
を
踏
ま
え
た
評
価
、

改
善
方
策
（
案
）
】

 

      

【
評
価
等
に
対
す
る
意
見
】

 
【
次
年
度
に
お
け
る
取
組
等
】

 

 ③
P

D
C

A
サ
イ
ク
ル
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定

 

○
 

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
を
行
い
計
画
の
内
容
の
進
行
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
に
は
、
計
画
の
作

成
時
点
に
お
い
て
、
ど
の
時
点
で
実
績
を
把
握
し
、
評
価
を
行
う
か
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

○
 
成
果
目
標
や
活
動
指
標
の
実
績
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
独
自
に
調
査
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
評
価
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
評
価
の
結
果
、
課
題
等
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る

と
、
次
年
度
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
こ
と
が
考
え
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ら
れ
ま
す
。

 

 

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
の
イ
メ
ー
ジ
）

 
 

月
 

庁
内
で
の
取
組

 
庁
外
（
協
議
会
等
）
で
の
取
組

 

４
月

 
 

 

５
月

 
（
関
係
部
局
）

 

・
目
標
等
の
進
捗
状
況
の
調
査
、
分
析
、

課
題
等
の
整
理

 

 

６
月

 
・
目
標
等
の
進
捗
状
況
の
報
告
、
意

見
集
約

 
７
月

 
 

8
月

 
（
関
係
部
局
）

 

・
協
議
会
等
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
対

応
方
針
を
検
討

 

 

９
月

 
 

１
０
月

 
（
庁
内
推
進
会
議
等
①
）

 

・
検
討
状
況
の
進
捗
の
報
告
等

 

 

１
１
月

 
 

１
２
月

 
（
庁
内
推
進
会
議
等
②
）

 

・
検
討
状
況
の
進
捗
の
報
告
等

 
 

１
月

 
（
庁
内
推
進
会
議
等
③
）

 

・
検
討
状
況
の
進
捗
の
報
告
等

 
 

２
月

 
 

・
次
年
度
の
取
組
等
を
報
告
、
意
見

集
約

 
３
月

 
 

 
※
中
間
評
価
を
行
う
際
を
想
定
。

 

  （
２
）
実
行
（

D
o
）

 
○

 
計
画
の
実
行
の
段
階
で
は
、
作
成
し
た
新
し
い
計
画
を
基
に
目
標
等
の
達
成
に
向
け
て
施
策

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
新
し
い
計
画
の
周
知
を
図
る
こ
と
や
、

評
価
の
た
め
に
実
績
を
把
握
す
る
た
め
の
準
備
等
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

 ①
計
画
の
周
知

 

○
 
作
成
し
た
新
し
い
計
画
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
障
害
者
団
体
等
だ
け
で
は
な
く
、

広
く
管
内
の
住
民
に
対
し
て
も
周
知
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

○
 
そ
の
際
に
は
、
計
画
の
概
要
を
作
成
し
計
画
の
全
体
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す

る
こ
と
や
、
広
報
誌
・
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
障
害
者
団
体
等
が
発
行
す
る
広
報
紙
等
を

通
じ
て
、
計
画
の
周
知
を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
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  ②
評
価
（

C
h

e
c
k
）
の
た
め
の
準
備

 

○
 
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
成
果
目
標
等
の
実
績
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
の
よ
う
に
障
害
者
自
立
支
援
給
付
等
実
績
デ
ー
タ
（
国
保

連
デ
ー
タ
）
で
は
把
握
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
独
自
に
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
 
独
自
に
調
査
を
行
う
場
合
、
調
査
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
。
計
画
の
作

成
の
際
に
作
成
し
た

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
基
に
、
中
間
評
価
に
向
け
て
調

査
票
を
作
成
し
て
お
く
な
ど
、
実
績
を
把
握
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。

 

  （
３
）
評
価
（

C
h

e
c
k
）

 
○

 
計
画
の
評
価
の
段
階
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
１
年
に
１
回
中
間
評
価
を
行
う
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
活
動
指
標
を
用
い
た
中
間
評
価
に
つ
い
て
も
、
よ
り
高
い
頻
度
で
実

績
を
把
握
し
、
分
析
・
評
価
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

 ①
中
間
評
価

 

○
 
計
画
の
中
間
評
価
で
は
、
設
定
し
た
成
果
目
標
と
活
動
指
標
の
実
績
を
基
に
、
直
近
の
伸
び

か
ら
計
画
最
終
年
度
に
お
い
て
設
定
し
た
目
標
が
達
成
で
き
る
か
ど
う
か
等
を
含
め
て
分

析
・
評
価
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
を
見
直
す
こ
と
等
の
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

 

○
 
中
間
評
価
に
お
い
て
は
、
設
定
し
た
目
標
等
に
向
け
て
数
値
の
推
移
に
問
題
が
な
い
場
合
に

は
、
引
き
続
き
、
実
施
し
て
い
る
施
策
等
の
推
進
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
数
値

の
推
移
に
問
題
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
要
因
の
分
析
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
要
因
の
分

析
に
お
い
て
は
、
当
事
者
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
な
る
計
画
策
定
に
関
わ
っ
た
組
織
体
に
意

見
を
聴
く
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
や
事
業
者
の
視
点
か
ら
の
意
見
も
収
集
し
、
課
題
の

抽
出
の
参
考
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
ま
た
、
要
因
分
析
の
結
果
、
成
果
目
標
等
が
達
成
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
等
の
課
題
が
抽
出

さ
れ
た
場
合
、
成
果
目
標
等
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
改
善
方
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
、
活
動
指
標
と
し
て
設
定
し
た
施
策
の
見
直
し
や
新
規
施
策

の
追
加
、
計
画
の
見
直
し
等
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

 

 ②
活
動
指
標
を
用
い
た
よ
り
頻
回
な
分
析
・
評
価

 

○
 
活
動
指
標
を
用
い
た
分
析
・
評
価
に
お
い
て
は
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
実
績
か
ら
、
達
成
見

込
み
等
を
含
め
た
状
況
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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○
 
活
動
指
標
に
お
け
る
分
析
・
評
価
は
、
中
間
評
価
を
行
う
時
期
を
見
据
え
な
が
ら
適
切
な
時

期
に
、
設
定
し
た
活
動
指
標
の
見
込
量
の
と
お
り
順
調
な
伸
び
等
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
確

認
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

 ③
分
析
・
評
価
の
結
果
の
と
り
ま
と
め
と
課
題
抽
出

 

○
 
中
間
評
価
、
活
動
指
標
を
用
い
た
よ
り
頻
回
な
分
析
・
評
価
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
計
画
の

担
当
部
署
が
分
析
・
評
価
の
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
と
り
ま
と
め
に
あ
た
っ

て
は
、
目
標
等
に
関
連
す
る
個
々
の
事
業
等
を
担
当
す
る
部
署
に
現
状
分
析
を
依
頼
す
る
な
ど
、

庁
内
に
お
け
る
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
課
題
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
、
次
の
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
は
困
難
に
な
る
た
め
、
上
記
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
か
ら
の
情
報
な

ど
も
含
め
、
現
状
を
多
面
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
課
題
の
抽
出
ま
で
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

○
 
こ
れ
ら
の
結
果
は
表
な
ど
の
形
に
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
、
最
終
的
な
評
価
主
体
と
な
る
組

織
体
（
前
述
の
協
議
会
な
ど
）
に
提
示
し
、
評
価
の
妥
当
性
の
検
証
と
改
善
方
向
の
検
討
を
行

う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

 

（
分
析
・
評
価
の
視
点
の
例
）

 
 

成
果
目
標

 
・

 
目
標
の
設
定
の
際
の
想
定
を
ふ
り
か
え
り
、
実
績
と
の
差
異
を
分
析
す
る
。

 

・
 
目
標
に
か
か
る
活
動
指
標
の
実
績
を
分
析
し
、
目
標
へ
の
寄
与
の
状
況
を
評

価
す
る
。
ま
た
、
目
標
に
関
わ
る
事
業
者
等
の
動
向
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
把

握
し
、
現
在
の
課
題
等
を
整
理
す
る
。

 

・
 
目
標
と
実
績
で
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
現
状
を
ふ
ま
え
て
目
標
を
見

直
す
の
か
、
目
標
に
向
け
て
新
た
な
活
動
指
標
（
事
業
等
の
充
実
や
新
規
事
業

の
追
加
等
）
の
設
定
を
行
う
の
か
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

 

活
動
指
標

 
・

 
国
保
連
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
実
績
と
見
込
量
と
の
差
異
を

分
析
す
る
。

 

・
 
国
保
連
デ
ー
タ
で
実
績
が
把
握
で
き
な
い
活
動
指
標
を
設
定
し
た
場
合
、
必

要
に
応
じ
て
調
査
等
を
実
施
。

 

・
 
事
業
者
等
の
動
向
に
つ
い
て
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
状
況
や
稼
働
状
況

等
か
ら
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

・
 
サ
ー
ビ
ス
利
用
実
績
と
計
画
の
見
込
量
と
の
乖
離
が
大
き
い
場
合
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
・
供
給
増
に
向
け
た
活
動
内
容
の
充
実
や
新
た
な
活
動
の
検
討
等

を
行
う
。

 

  （
４
）
改
善
（

A
c
t）

 
○

 
計
画
の
改
善
の
段
階
に
お
い
て
は
、
中
間
評
価
の
結
果
等
を
受
け
、
施
策
の
見
直
し
・
新
規
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施
策
の
追
加
や
計
画
の
見
直
し
等
も
含
め
た
対
応
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

○
 
計
画
の
見
直
し
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
協
議
会
等
に
お
け
る
意
見
も
交
え
つ
つ
、
計
画

の
策
定
に
必
要
と
な
る
手
続
を
踏
ま
え
た
上
で
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

○
 
な
お
、
現
在
、
計
画
に
つ
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
取
組
事
例

に
つ
い
て
は
、
参
考
と
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

 

 ①
計
画
そ
の
も
の
の
見
直
し
と
計
画
の
推
進
方
策
の
見
直
し

 

○
 
評
価
の
結
果
、
改
善
項
目
が
き
わ
め
て
多
く
な
り
、
計
画
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
大
き
な
問

題
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
計
画
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
計
画
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
計
画
期
間
中
に
、
計
画
そ
の
も
の
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
る
こ
と
は
、

計
画
策
定
後
に
き
わ
め
て
大
き
な
状
況
変
化
が
生
じ
た
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
一
方
、
評
価
の
結
果
を
受
け
、
施
策
の
見
直
し
・
新
規
施
策
を
追
加
す
る
と
い
っ
た
計
画
の

推
進
方
策
の
改
善
を
行
う
取
組
み
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
で
さ
ま

ざ
ま
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

 

②
改
善
に
向
け
た
取
組
み
の
検
討
と
実
施

 

○
 
評
価
に
よ
り
課
題
を
抽
出
し
、
そ
の
改
善
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
み
を
検
討
し
ま
す
。
取

り
組
み
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
予
算
措
置
が
必
要
と
な
る
場
合
も
多
い
た
め
、
前
述
の
よ
う
に

適
切
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
、
速
や
か
に
実
施
で
き
る
体
制
と
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

 

○
 
改
善
の
取
組
み
の
具
体
化
の
手
順
と
し
て
は
、
協
議
会
等
に
評
価
結
果
、
課
題
、
取
組
み
方

向
の
案
な
ど
を
提
示
し
、
改
善
に
つ
い
て
の
提
言
等
を
整
理
し
ま
す
。
庁
内
の
関
係
部
署
は
そ

れ
を
受
け
て
具
体
的
な
事
業
等
を
計
画
・
立
案
し
、
予
算
措
置
も
含
め
て
実
行
に
向
け
た
取
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は
さ
ら
に
評
価
・
検
証
を
受
け
、
こ
う
し
て

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
循
環
し
ま
す
。

 

 

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
で
の
改
善
例
）

 
 

 
課
題

 
主
な
改
善
の
取
組
み
例

 

成
果
目
標

関
連

 

地
域
生
活
移
行

が
進
ま
な
い

 

・
 
重
度
障
害
者
が
入
居
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
少
な
く
、

移
行
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
重
度
者
対
応
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
整
備
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
る
。

 

・
 
施
設
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
緊
急
時
対
応
な
ど
の
不

安
が
強
い
た
め
、
在
宅
で
の
緊
急
時
支
援
の
体
制
に
つ
い
て

充
実
策
を
検
討
す
る
。

 

・
 
地
域
移
行
に
関
し
て
相
談
先
が
限
ら
れ
て
お
り
、
十
分
な

対
応
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
相
談
支
援
の

充
実
を
進
め
る
。
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・
 
地
域
移
行
に
向
け
、
宿
泊
型
自
立
訓
練
施
設
等
の
効
果
的

な
活
用
方
策
を
検
討
す
る
。

 

福
祉
施
設
か
ら

一
般
就
労
へ
の

移
行
が
進
ま
な

い
 

・
 
一
般
企
業
の
障
害
者
雇
用
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
支
援
制
度
な
ど
の
情
報
提
供
、

就
労
希
望
者
の
紹
介
な
ど
の
体
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

 

・
 
就
労
移
行
支
援
事
業
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
事
業
所

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
事
業
所
参
入
の
条
件
整
備
を
検
討

す
る
。

 

・
 
就
労
を
希
望
す
る
障
害
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
関
係
機
関

が
連
携
し
、
よ
り
効
果
的
な
個
別
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
。

 

活
動
指
標

関
連

 

供
給
が
想
定
よ

り
遅
れ
て
い
る

 

・
 
当
初
の
見
込
み
と
比
べ
て
供
給
体
制
の
整
備
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
と
連
携
し
て
体
制
整
備
を
前
倒
し
で

進
め
る
（
相
談
支
援
等
）
。

 

・
 
地
域
に
事
業
所
が
少
な
く
、
特
に
障
害
児
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
事
業
所
が
な
い
た
め
、
事
業
所
と
連
携
し
て
障
害
児
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
を
図
る
（
短
期
入
所
等
）
。

 

利
用
が
想
定
よ

り
少
な
い

 

・
 
利
用
は
年
々
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
事
業
所
に
お
い
て
、

的
確
な
ニ
ー
ズ
把
握
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ
の
洗
い
出
し
等
、
地
域
支
援
の
枠

組
み
の
中
で
連
携
を
進
め
る
（
居
宅
介
護
等
）
。

 

・
 
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
は
、
事
業
所
だ
け
で
な

く
、
各
種
地
域
資
源
と
の
連
携
や
活
用
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

事
業
の
周
知
を
進
め
、
連
携
先
の
拡
充
を
進
め
る
（
就
労
移

行
支
援
等
）
。

 

・
 
重
度
障
害
者
が
利
用
で
き
る
事
業
所
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

重
度
者
が
利
用
で
き
る
基
盤
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

（
生
活
介
護
等
）
。

 

・
 
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
に
関
し
て
、
余
暇
支
援
な
ど
の
ニ
ー

ズ
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
補
助
内
容
を
見

直
し
て
余
暇
関
連
の
充
実
を
促
進
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
等
）
す
る
。

 

・
 
事
業
所
の
立
地
が
偏
在
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

に
く
い
地
域
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
で
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
対
す
る
補
助
を
行
う
（
生
活
介
護
等
）
。

 

  （
５
）
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
結
果
の
公
表

 
○

 
中
間
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
障
害
当
事
者
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
の
関
係

者
の
ほ
か
、
一
般
住
民
等
も
含
め
て
広
く
公
開
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
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○
 
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、
閲
覧
者
が
理
解
し
易
い
よ
う
に
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
協
議
会
等
で

使
用
し
た
資
料
も
で
き
る
だ
け
公
開
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、
協
議
会
等
の
計
画
の
策
定
や
評
価
に
関
わ
っ
た
組
織
体
に
諮

っ
た
会
議
資
料
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

 

○
 
ま
た
、
資
料
の
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
対
応
と
す
る
等
、
情
報
を
得
や
す

く
す
る
配
慮
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
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（
参
考
）
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
実
施
体
制
等

 
 

 （
市
町
村
の
例
）

 

①
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
体
制

 

○
 
計
画
の
実
施
状
況
の
評
価
等
を
行
う
た
め
の
体
制
と
し
て
、
障
害
者
団
体
等
で
構
成
さ
れ

る
外
部
組
織
と
、
庁
内
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
内
部
組
織
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し

て
評
価
等
を
行
っ
て
い
る
。

 

○
 
外
部
組
織
と
し
て
は
、
自
立
支
援
協
議
会
を
活
用
し
て
お
り
、
協
議
会
の
下
に
テ
ー
マ

ご
と
に
部
会
を
設
置
し
、
毎
年
度
の
計
画
の
実
施
状
況
等
の
評
価
を
行
い
、
提
言
と
し
て

意
見
集
約
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
内
部
組
織
と
し
て
は
、
担
当
者
レ
ベ
ル
で
の
会
議
体

と
担
当
課
長
レ
ベ
ル
で
の
会
議
体
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画
の
進
行
管
理
を
含
め
た
事
業

の
評
価
等
を
行
っ
て
い
る
。

 

（
組
織
体
制
の
概
念
図
）

 

     

   

         

 

 

      

役
割
：
部
会
で
検
討
し
た
内
容
の
承
認
、
障
害
者
福
祉
の
増
進
に
係
る
全
般
的
な
方
向
性
の
検
討
等

 

構
成
員
：
障
害
者
団
体
、
学
識
経
験
者
、
医
療
機
関
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等

 

開
催
回
数
等
：
年
２
回
、
各
部
会
で
検
討
し
た
内
容
に
つ
い
て
協
議
会
と
し
て
検
討

 

総
会

 

役
割
：
個
別
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
仕
組
み
づ
く
り
・
計
画
の
進
行
管
理
・
次
期
計
画
の
準
備
等
を

行
う
等

 

構
成
員
：
協
議
会
の
構
成
団
体
よ
り
推
薦
を
受
け
た
者
（
各

9
～

1
2
名
程
度
で
構
成
）

 

開
催
回
数
等
：
月
１
回
程
度
定
例
会
を
開
催

 

専
門
部
会

 

庁
外
組
織
（
自
立
支
援
協
議
会
）

 

運
営
会
議

 

役
割
：
部
会
意
見
の
集
約
・
調
整

 

構
成
員
：
専
門
部
会
長

 

開
催
回
数
等
：
月
１
回
程
度
定
例
会
を
開
催

 

部
会
の
協
議
内
容
を
伝
達

 

庁
内
組
織

 

連
絡
調
整
会
議
（
担
当
課
長
会
議
）

 

役
割
：
計
画
の
進
行
管
理
、
事
業
の
評
価
を
行
う
こ
と
、
庁
内
検
討
専
門
部
会
で
検
討
さ
れ
た
内
容

を
協
議
し
、
協
議
会
・
部
会
へ
報
告
す
る
こ
と

 

検
討
専
門
部
会
（
担
当
者
会
議
）

 

役
割
：
計
画
進
行
管
理
等
の
検
討
、
各
部
会
で
の
検
討
内
容
を
分
野
ご
と
の
担
当
者
間
で
検
討
す
る

こ
と
等

 

外
部
組
織
と
内
部
組
織
は
連
携
を
と
る
こ
と
で
、

計
画
の
進
行
管
理
、
事
業
の
評
価
を
行
う
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 ②
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

○
 
計
画
の
実
施
状
況
の
評
価
等
を
行
う
流
れ
と
し
て
は
、次

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実

施
し
て
い
る
。

 

 １
月

 
取
組
状
況
の
把
握
（
庁
内
関
係
者
）

 
 

前
年
の
実
績
を
把
握
し
、
取
組
状
況
を
整
理
（
進
行
管
理
票
を
作
成
）

 

 

２
月
～
４
月

 
各
専
門
部
会
、
運
営
会
議
、
総
会

 
 

自
立
支
援
協
議
会
に
お
い
て
、
評
価
・
提
言
の
作
成
（
進
行
管
理
票
を
作
成
）

 

 

５
月

 
庁
内
連
絡
調
整
会
議
（
関
係
課
長
会
議
）

 
 

自
立
支
援
協
議
会
に
お
け
る
評
価
・
提
言
案
を
報
告
、
提
言
を
受
け
た
内
容
の
事
業
化
等
を

関
係
課
に
依
頼

 

６
月

 
行
政
評
価
（
庁
内
関
係
者
）

 
 

提
言
を
ふ
ま
え
、
関
係
課
で
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
行
政
評
価
を
作
成

 

 

７
月
～

9
月

 
検
討
結
果
の
照
会
、
再
提
言

 

関
係
課
の
事
業
化
等
の
方
針
を
照
会
、
自
立
支
援
協
議
会
で
の
確
認
、
再
提
言
等
の
と
り

ま
と
め

 

 

1
0
月
～

 
提
言
内
容
の
事
業
化

 

関
係
課
に
よ
る
提
言
内
容
の
事
業
化
、
行
政
評
価
結
果
の
公
表

 

 

 ③
計
画
実
施
状
況
の
評
価
等
に
基
づ
く
事
業
見
直
し
、
新
規
事
業
化
等

 

○
 
法
定
サ
ー
ビ
ス
で
、
見
込
に
対
し
供
給
が
不
足
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要

因
を
分
析
し
、
事
業
者
参
入
の
条
件
整
備
を
検
討
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
 

○
 
ま
た
、
計
画
の
評
価
に
お
け
る
提
言
等
を
ふ
ま
え
、
日
中
一
時
支
援
事
業
の
箇
所
数
の

増
加
、
社
会
参
加
促
進
事
業
系
の
事
業
内
容
見
直
し
（
訓
練
事
業
か
ら
余
暇
支
援
事
業

へ
の
変
更
）
、
相
談
窓
口
の
一
元
化
な
ど
の
対
応
を
実
施
し
た
。

 

      

 

3
0
 

 

 （
都
道
府
県
の
例
）

 

①
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
体
制

 

○
 
計
画
の
実
施
状
況
の
評
価
等
を
行
う
た
め
の
体
制
と
し
て
、
障
害
者
団
体
等
で
構
成
さ

れ
る
外
部
組
織
と
、
庁
内
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
内
部
組
織
を
置
い
て
い
る
。

 

○
 
外
部
組
織
と
し
て
は
、
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
を
活
用
し
、
毎
年
度
の
計
画
の
実
施

状
況
等
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

 

○
 
ま
た
、
内
部
組
織
と
し
て
は
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
等
に
係
る
主
要
な
施
策
の
進
捗
状

況
な
ど
を
把
握
、
協
議
し
、
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
の
庁
内
推
進
会
議
を
設
置
し
て
お

り
、
計
画
の
進
行
管
理
を
含
め
た
事
業
の
評
価
、
事
業
化
の
検
討
等
を
行
っ
て
い
る
。

 

 

（
組
織
体
制
の
概
念
図
）

 

     

  

 

           

   ②
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

○
 
計
画
の
実
施
状
況
の
評
価
等
を
行
う
流
れ
と
し
て
は
、次

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実

施
し
て
い
る
。

 

 

役
割
：
障
害
者
施
策
に
係
る
全
般
的
な
方
向
性
の
検
討
な
ど

 

構
成
員
：
障
害
当
事
者
、
有
識
者
、
障
害
者
団
体
な
ど

 

開
催
回
数
：
原
則
、
年
２
回

 

庁
外
組
織
（
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
）

 

庁
内
組
織

 

庁
内
推
進
会
議

 

役
割
：
医
療
・
保
健
・
福
祉
等
に
係
る
主
要
な
施
策
の
進
捗
状
況
な
ど
を
把
握
、

協
議
し
、
施
策
の
推
進
を
図
る

 

構
成
員
：
知
事
、
副
知
事
、
教
育
長
、
関
係
部
課
長
、
関
係
出
先
機
関
長
な
ど

 

開
催
回
数
：
年
４
回

 

障
害
福
祉
担
当
課
（
関
係
課
）

 

障
害
福
祉
計
画
の
進
捗
状
況
を
調
査
、
分
析
、
課
題
の
整
理
を
行
い
、
施
策
推
進
協
議
会
の

意
見
等
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
事
業
を
検
討
す
る
。

 

具
体
的
な
事
業
（
施
策
）
の
進
捗
状
況
等
を

報
告
、
事
業
化
の
検
討
な
ど
を
行
う

 

障
害
福
祉
計
画
や
事
業
の
進
捗
状

況
等
を
報
告
、
意
見
集
約
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５
月
～
６
月

 
進
捗
状
況
調
査

 

事
業
所
等
を
対
象
に
地
域
移
行
や
一
般
就
労
へ
の
移
行
等
に
つ
い
て
調
査
、
分
析

 

⇒
 
課
題
の
整
理
、
報
告
資
料
の
作
成

 

６
月

 
庁
内
推
進
会
議

 

具
体
的
な
事
業
（
施
策
）
に
つ
い
て
進
捗
状
況
等
を
報
告

 

 

６
月
～
７
月

 
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

 

進
捗
状
況
調
査
の
結
果
等
を
報
告
、
意
見
集
約

 

 

８
月
～
９
月

 
進
捗
状
況
や
意
見
を
踏
ま
え
、
事
業
化
の
方
針
を
検
討

 

  

９
月

 
庁
内
推
進
会
議

 

具
体
的
な
事
業
（
施
策
）
に
つ
い
て
進
捗
状
況
等
を
報
告

 

事
業
化
の
方
針
案
を
報
告
、
検
討

 

1
0
月
～

1
1
月

 
事
業
化
の
検
討
（
次
年
度
予
算
へ
の
反
映
）

 

  

1
2
月

 
庁
内
推
進
会
議

 

具
体
的
な
事
業
（
施
策
）
に
つ
い
て
進
捗
状
況
等
を
報
告

 

新
規
事
業
案
の
報
告
等

 

２
月

 
庁
内
推
進
会
議

 

具
体
的
な
事
業
（
施
策
）
に
つ
い
て
進
捗
状
況
等
を
報
告

 

新
規
事
業
等
の
確
認

 

２
月
～
３
月

 
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

 

次
年
度
の
取
組
（
新
規
事
業
な
ど
）
を
報
告
、
意
見
集
約

 

 ③
計
画
実
施
状
況
の
評
価
等
に
基
づ
く
事
業
見
直
し
、
新
規
事
業
化
等

 

○
 
計
画
の
評
価
等
に
よ
り
、圏

域
に
よ
っ
て
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
大
き
な
差
が
見
ら

れ
た
た
め
、
中
山
間
地
域
で
の
事
業
所
立
ち
上
げ
に
対
す
る
補
助
事
業
を
創
設
す
る
な

ど
の
取
組
み
を
行
っ
た
。

 

     

 
 

 

3
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 Ⅲ
．
資
料
編
 

（
参
考
１
）

 

 

障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
障
害
者
等
の
実
態
把
握
と

 

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の
実
施
状
況
に
関
す
る
調
査

 
結
果
概
要

 

   Ⅰ
．
調
査
概
要

 

◆
平
成

2
5
年

7
月

2
5
日
～

8
月

1
3
日
を
調
査
期
間
と
し
、
全
国
自
治
体
（
一
部
被
災
自
治
体
を
除
く
）
に

対
し
、
第

3
期
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
に
お
け
る
障
害
者
等
の
実
態
把
握
の
状
況
、
計
画
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
実

施
の
状
況
を
調
査
。

 

◆
対
象

1
,7

8
1
自
治
体
に
照
会
し
、

9
5

7
自
治
体
よ
り
回
答
（
回
収
率

5
3

.7
％
）

 

◆
そ
の
う
ち
、
記
載
漏
れ
な
ど
不
備
事
項
の
あ
る
回
答
を
除
き
、

7
2

8
サ
ン
プ
ル
を
有
効
回
答
と
し
て
集
計

に
利
用
。

 

◆
有
効
回
答

7
2

8
サ
ン
プ
ル
の
内
訳
は
、
都
道
府
県

2
8
、
市
区
町
村

7
0

0
。
ま
た
、
市
区
町
村
の
内
訳
は
、

政
令
市
・
中
核
市
・
特
別
区
が
計

5
0
、
そ
の
他
の
市
が

3
4

1
、
町
村
が

3
0

9
。

 

  Ⅱ
．
調
査
結
果

 

（
１
）
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
形
態

 

◆
第

3
期
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
形
態
は
、
単
独
の
計
画
と
し
て
策
定
し
て
い
る
場
合
と
、
障
害
者
基
本
計

画
等
と
一
体
的
な
計
画
と
し
て
策
定
し
て
い
る
場
合
が
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合
）

  

  
 

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

7
2
8

2
8

7
0
0

5
0

3
4
1

3
0
9

3
8
2

1
8

3
6
4

2
9

1
8
3

1
5
2

5
2
.5

%
6
4
.3

%
5
2
.0

%
5
8
.0

%
5
3
.7

%
4
9
.2

%

3
4
6

1
0

3
3
6

2
1

1
5
8

1
5
7

4
7
.5

%
3
5
.7

%
4
8
.0

%
4
2
.0

%
4
6
.3

%
5
0
.8

%

都
道

府
県

全
体

市
区

町
村

障
害
福
祉
計
画
単
独
で
策
定

障
害
者
基
本
計
画
（
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
計
画
）
と

の
一
体
的
な
計
画
と
し
て
策
定

－90－
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  （
２
）
「
障
害
者
の
実
態
把
握
」
に
関
す
る
事
項

 

 問
１

 
「
実
態
把
握
調
査
」
の
実
施
状
況

 

◆
4
割
以
上
の
自
治
体
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
各
種
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
自
治
体

は
約

3
割
で
あ
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合

 
*
複
数
回
答
）

  

  問
２

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
概
要

 

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
障
害
福
祉
計
画
以
外
も
想
定
し
て
実
施
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合
）

  
      

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

7
2
8

2
8

7
0
0

5
0

3
4
1

3
0
9

3
1
8

3
3
1
5

3
0

1
8
1

1
0
4

4
3
.7

%
1
0
.7

%
4
5
.0

%
6
0
.0

%
5
3
.1

%
3
3
.7

%

9
3

3
9
0

3
6
2

2
5

1
2
.8

%
1
0
.7

%
1
2
.9

%
6
.0

%
1
8
.2

%
8
.1

%

2
4
5

1
4

2
3
1

2
4

1
5
5

5
2

3
3
.7

%
5
0
.0

%
3
3
.0

%
4
8
.0

%
4
5
.5

%
1
6
.8

%

1
7
7

6
1
7
1

1
8

1
1
9

3
4

2
4
.3

%
2
1
.4

%
2
4
.4

%
3
6
.0

%
3
4
.9

%
1
1
.0

%

9
9

7
9
2

1
3

5
1

2
8

1
3
.6

%
2
5
.0

%
1
3
.1

%
2
6
.0

%
1
5
.0

%
9
.1

%

2
1
6

7
2
0
9

7
6
4

1
3
8

2
9
.7

%
2
5
.0

%
2
9
.9

%
1
4
.0

%
1
8
.8

%
4
4
.7

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

障
害
者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

特
に
実
施
し
て
い
な
い

そ
の
他

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
調
査
（
ア
ン
ケ
ー

ト
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
）
を
実
施

障
害
者
団
体
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
説
明
会
、
意
見
交
換

会
な
ど
を
実
施

障
害
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
（
障
害
者
本
人

の
ほ
か
、
家
族
等
へ
の
調
査
も
含
む
）

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

3
1
8

3
3
1
5

3
0

1
8
1

1
0
4

1
2
1

0
1
2
1

1
3

6
8

4
0

3
8
.1

%
0
.0

%
3
8
.4

%
4
3
.3

%
3
7
.6

%
3
8
.5

%

1
7
9

3
1
7
6

1
3

1
0
7

5
6

5
6
.3

%
1
0
0
.0

%
5
5
.9

%
4
3
.3

%
5
9
.1

%
5
3
.8

%

1
8

0
1
8

4
6

8

5
.7

%
0
.0

%
5
.7

%
1
3
.3

%
3
.3

%
7
.7

%

都
道

府
県

市
区

町
村

全
体

障
害
福
祉
計
画
、
障
害
者
基
本
計
画
以
外
の
計
画
策
定

や
事
業
検
討
な
ど
の
資
料
を
得
る
こ
と
も
想
定
し
て
実
施

障
害
福
祉
計
画
の
ほ
か
、
障
害
者
基
本
計
画
策
定
の
た

め
の
資
料
を
得
る
こ
と
も
想
定
し
て
実
施

障
害
福
祉
計
画
の
策
定
の
み
を
目
的
と
し
て
実
施

 

3
4
 

  問
３

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
調
査
対
象

 

◆
3
障
害
の
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
は

9
割
以
上
が
対
象
と
し
て
い
る
。「
上
記
以
外
の
対
象
者
」
と
し
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
対
象
と
し
た
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合

 
*
複
数
回
答
）

  

 ◆
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
対
象
で
、
調
査
を
行
っ
た
サ
ン
プ
ル
数
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

の
場
合
で
は
約

1
/
3
が

1
,0

0
0
サ
ン
プ
ル
以
上
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
対
象
で
は

1
0

0
～

5
0

0
程
度
の

サ
ン
プ
ル
数
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合
）

  

 

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

3
1
8

3
3
1
5

3
0

1
8
1

1
0
4

2
9
9

3
2
9
6

2
5

1
7
0

1
0
1

9
4
.0

%
1
0
0
.0

%
9
4
.0

%
8
3
.3

%
9
3
.9

%
9
7
.1

%

2
9
9

3
2
9
6

2
5

1
7
0

1
0
1

9
4
.0

%
1
0
0
.0

%
9
4
.0

%
8
3
.3

%
9
3
.9

%
9
7
.1

%

2
8
7

3
2
8
4

2
2

1
6
8

9
4

9
0
.3

%
1
0
0
.0

%
9
0
.2

%
7
3
.3

%
9
2
.8

%
9
0
.4

%

5
1

1
5
0

3
2
3

2
4

1
6
.0

%
3
3
.3

%
1
5
.9

%
1
0
.0

%
1
2
.7

%
2
3
.1

%

7
0

7
2

4
1

2
.2

%
0
.0

%
2
.2

%
6
.7

%
2
.2

%
1
.0

%

1
8

1
1
7

3
1
3

1

5
.7

%
3
3
.3

%
5
.4

%
1
0
.0

%
7
.2

%
1
.0

%

1
0
4

1
1
0
3

1
7

6
5

2
1

3
2
.7

%
3
3
.3

%
3
2
.7

%
5
6
.7

%
3
5
.9

%
2
0
.2

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

上
記
以
外
の
対
象
者

障
害
者
団
体
等
を
経
由
し
て
実
施

特
定
疾
患
医
療
受
給
者

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

自
立
支
援
医
療
受
給
者

療
育
手
帳
所
持
者

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

2
9
9

3
2
9
6

2
5

1
7
0

1
0
1

1
3

0
1
3

0
4

9
4
.3

%
0
.0

%
4
.4

%
0
.0

%
2
.4

%
8
.9

%
7
2

0
7
2

4
2
7

4
1

2
4
.1

%
0
.0

%
2
4
.3

%
1
6
.0

%
1
5
.9

%
4
0
.6

%
7
8

1
7
7

3
4
9

2
5

2
6
.1

%
3
3
.3

%
2
6
.0

%
1
2
.0

%
2
8
.8

%
2
4
.8

%
6
4

0
6
4

5
5
0

9
2
1
.4

%
0
.0

%
2
1
.6

%
2
0
.0

%
2
9
.4

%
8
.9

%
3
6

1
3
5

1
3

2
2

0
1
2
.0

%
3
3
.3

%
1
1
.8

%
5
2
.0

%
1
2
.9

%
0
.0

%
3
6

1
3
5

0
1
8

1
7

1
2
.0

%
3
3
.3

%
1
1
.8

%
0
.0

%
1
0
.6

%
1
6
.8

%

1
0
0
サ
ン
プ
ル
未
満

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

1
0
0
～
4
9
9
サ
ン
プ
ル

5
0
0
～
9
9
9
サ
ン
プ
ル

1
,0
0
0
～
1
,9
9
9
サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル
数
不
明

2
,0
0
0
サ
ン
プ
ル
以
上
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政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

2
9
9

3
2
9
6

2
5

1
7
0

1
0
1

6
2

0
6
2

0
2
0

4
2

2
0
.7

%
0
.0

%
2
0
.9

%
0
.0

%
1
1
.8

%
4
1
.6

%
1
3
9

0
1
3
9

7
9
9

3
3

4
6
.5

%
0
.0

%
4
7
.0

%
2
8
.0

%
5
8
.2

%
3
2
.7

%
3
0

1
2
9

1
0

1
9

0
1
0
.0

%
3
3
.3

%
9
.8

%
4
0
.0

%
1
1
.2

%
0
.0

%
7

0
7

5
1

1
2
.3

%
0
.0

%
2
.4

%
2
0
.0

%
0
.6

%
1
.0

%
3

1
2

2
0

0
1
.0

%
3
3
.3

%
0
.7

%
8
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
5
8

1
5
7

1
3
1

2
5

1
9
.4

%
3
3
.3

%
1
9
.3

%
4
.0

%
1
8
.2

%
2
4
.8

%
2
8
7

3
2
8
4

2
2

1
6
8

9
4

9
6

0
9
6

0
4
1

5
5

3
3
.4

%
0
.0

%
3
3
.8

%
0
.0

%
2
4
.4

%
5
8
.5

%
1
1
1

1
1
1
0

1
0

8
6

1
4

3
8
.7

%
3
3
.3

%
3
8
.7

%
4
5
.5

%
5
1
.2

%
1
4
.9

%
2
2

1
2
1

8
1
3

0
7
.7

%
3
3
.3

%
7
.4

%
3
6
.4

%
7
.7

%
0
.0

%
5

0
5

3
1

1
1
.7

%
0
.0

%
1
.8

%
1
3
.6

%
0
.6

%
1
.1

%
1

0
1

1
0

0
0
.3

%
0
.0

%
0
.4

%
4
.5

%
0
.0

%
0
.0

%
5
2

1
5
1

0
2
7

2
4

1
8
.1

%
3
3
.3

%
1
8
.0

%
0
.0

%
1
6
.1

%
2
5
.5

%
5
1

1
5
0

3
2
3

2
4

1
3

0
1
3

0
2

1
1

2
5
.5

%
0
.0

%
2
6
.0

%
0
.0

%
8
.7

%
4
5
.8

%
1
6

0
1
6

0
9

7
3
1
.4

%
0
.0

%
3
2
.0

%
0
.0

%
3
9
.1

%
2
9
.2

%
4

1
3

0
3

0
7
.8

%
1
0
0
.0

%
6
.0

%
0
.0

%
1
3
.0

%
0
.0

%
0

0
0

0
0

0
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0

0
0

0
0

0
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
8

0
1
8

3
9

6
3
5
.3

%
0
.0

%
3
6
.0

%
1
0
0
.0

%
3
9
.1

%
2
5
.0

%
7

0
7

2
4

1
2

0
2

0
1

1
2
8
.6

%
-

2
8
.6

%
0
.0

%
2
5
.0

%
1
0
0
.0

%
4

0
4

1
3

0
5
7
.1

%
-

5
7
.1

%
5
0
.0

%
7
5
.0

%
0
.0

%
1

0
1

1
0

0
1
4
.3

%
-

1
4
.3

%
5
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0

0
0

0
0

0
0
.0

%
-

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0

0
0

0
0

0
0
.0

%
-

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0

0
0

0
0

0
0
.0

%
-

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

5
0
0
～
9
9
9
サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル
数
不
明

サ
ン
プ
ル
数
不
明

1
0
0
サ
ン
プ
ル
未
満

1
0
0
～
4
9
9
サ
ン
プ
ル

1
,0
0
0
～
1
,9
9
9
サ
ン
プ
ル

2
,0
0
0
サ
ン
プ
ル
以
上

5
0
0
～
9
9
9
サ
ン
プ
ル

1
,0
0
0
～
1
,9
9
9
サ
ン
プ
ル

2
,0
0
0
サ
ン
プ
ル
以
上

サ
ン
プ
ル
数
不
明

自
立
支
援
医
療
受
給
者

1
0
0
サ
ン
プ
ル
未
満

1
0
0
～
4
9
9
サ
ン
プ
ル

療
育
手
帳
所
持
者

1
0
0
サ
ン
プ
ル
未
満

1
0
0
～
4
9
9
サ
ン
プ
ル

5
0
0
～
9
9
9
サ
ン
プ
ル

1
,0
0
0
～
1
,9
9
9
サ
ン
プ
ル

2
,0
0
0
サ
ン
プ
ル
以
上

特
定
疾
患
医
療
受
給
者

1
0
0
サ
ン
プ
ル
未
満

1
0
0
～
4
9
9
サ
ン
プ
ル

5
0
0
～
9
9
9
サ
ン
プ
ル

1
,0
0
0
～
1
,9
9
9
サ
ン
プ
ル

2
,0
0
0
サ
ン
プ
ル
以
上

サ
ン
プ
ル
数
不
明

 

3
6
 

 

 

   問
４
－
①

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
構
成

 

◆
調
査
票
の
構
成
は
、
障
害
種
別
に
関
わ
ら
ず
同
一
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
約

6
割
で
あ
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合
）

  

     

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

1
8

1
1
7

3
1
3

1
5

0
5

0
4

1
2
7
.8

%
0
.0

%
2
9
.4

%
0
.0

%
3
0
.8

%
1
0
0
.0

%
5

0
5

3
2

0
2
7
.8

%
0
.0

%
2
9
.4

%
1
0
0
.0

%
1
5
.4

%
0
.0

%
4

1
3

0
3

0
2
2
.2

%
1
0
0
.0

%
1
7
.6

%
0
.0

%
2
3
.1

%
0
.0

%
0

0
0

0
0

0
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0

0
0

0
0

0
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
4

0
4

0
4

0
2
2
.2

%
0
.0

%
2
3
.5

%
0
.0

%
3
0
.8

%
0
.0

%
1
0
4

1
1
0
3

1
7

6
5

2
1

2
8

1
2
7

1
1
8

8
2
6
.9

%
1
0
0
.0

%
2
6
.2

%
5
.9

%
2
7
.7

%
3
8
.1

%
3
6

0
3
6

6
2
2

8
3
4
.6

%
0
.0

%
3
5
.0

%
3
5
.3

%
3
3
.8

%
3
8
.1

%
1
4

0
1
4

6
6

2
1
3
.5

%
0
.0

%
1
3
.6

%
3
5
.3

%
9
.2

%
9
.5

%
1
1

0
1
1

2
8

1
1
0
.6

%
0
.0

%
1
0
.7

%
1
1
.8

%
1
2
.3

%
4
.8

%
5

0
5

1
4

0
4
.8

%
0
.0

%
4
.9

%
5
.9

%
6
.2

%
0
.0

%
1
0

0
1
0

1
7

2
9
.6

%
0
.0

%
9
.7

%
5
.9

%
1
0
.8

%
9
.5

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

サ
ン
プ
ル
数
不
明

1
,0
0
0
～
1
,9
9
9
サ
ン
プ
ル

2
,0
0
0
サ
ン
プ
ル
以
上

1
0
0
サ
ン
プ
ル
未
満

1
0
0
～
4
9
9
サ
ン
プ
ル

5
0
0
～
9
9
9
サ
ン
プ
ル

上
記
以
外

2
,0
0
0
サ
ン
プ
ル
以
上

サ
ン
プ
ル
数
不
明

1
0
0
サ
ン
プ
ル
未
満

1
0
0
～
4
9
9
サ
ン
プ
ル

5
0
0
～
9
9
9
サ
ン
プ
ル

障
害
者
団
体
等
を
経
由
し
て
実
施

1
,0
0
0
～
1
,9
9
9
サ
ン
プ
ル

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

3
1
8

3
3
1
5

3
0

1
8
1

1
0
4

9
4

1
9
3

1
4

5
7

2
2

2
9
.6

%
3
3
.3

%
2
9
.5

%
4
6
.7

%
3
1
.5

%
2
1
.2

%

2
0
4

2
2
0
2

1
0

1
1
4

7
8

6
4
.2

%
6
6
.7

%
6
4
.1

%
3
3
.3

%
6
3
.0

%
7
5
.0

%

2
0

0
2
0

6
1
0

4

6
.3

%
0
.0

%
6
.3

%
2
0
.0

%
5
.5

%
3
.8

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の
他

障
害
種
別
に
関
わ
ら
ず
、
同
一
の
調
査
票
と
し
た

障
害
種
別
で
複
数
の
調
査
票
を
作
成
し
た
（
身
体
障
害
者

用
、
知
的
障
害
者
用
、
障
害
児
用
な
ど
）
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3
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  問
４
－
②

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
の
作
成
方
法

 

◆
調
査
票
は
、
各
自
治
体
で
独
自
に
作
成
し
て
い
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合
）

  

  
 

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

3
1
8

3
3
1
5

3
0

1
8
1

1
0
4

9
1

0
9
1

1
2

5
0

2
9

2
8
.6

%
0
.0

%
2
8
.9

%
4
0
.0

%
2
7
.6

%
2
7
.9

%
2
0
7

3
2
0
4

1
5

1
2
0

6
9

6
5
.1

%
1
0
0
.0

%
6
4
.8

%
5
0
.0

%
6
6
.3

%
6
6
.3

%
1
0

-
1
0

1
6

3
3
.1

%
-

3
.2

%
3
.3

%
3
.3

%
2
.9

%
1
0

0
1
0

2
5

3
3
.1

%
0
.0

%
3
.2

%
6
.7

%
2
.8

%
2
.9

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の
他

都
道
府
県
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
た
調
査
票
の
ひ
な
型
を
利

用独
自
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
調
査
票
を
作
成
（
委
託
等
に
よ
る

作
成
も
含
む
）

過
去
に
実
施
し
た
調
査
の
調
査
票
を
そ
の
ま
ま
（
若
干
の

手
直
し
含
む
）
利
用

 

3
8
 

  問
４
－
③

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
項
目

 

◆
調
査
目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
ほ
か
、
生
活
に
関
す
る

こ
と
や
、
日
中
活
動
、
就
労
状
況
な
ど
を
聞
い
て
い
る
場
合
が
多
い
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合

 
*
複
数
回
答
）

 

 

 

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

3
1
8

3
3
1
5

3
0

1
8
1

1
0
4

3
1
0

3
3
0
7

3
0

1
7
5

1
0
2

9
7
.5

%
1
0
0
.0

%
9
7
.5

%
1
0
0
.0

%
9
6
.7

%
9
8
.1

%
3
0
6

3
3
0
3

3
0

1
7
2

1
0
1

9
6
.2

%
1
0
0
.0

%
9
6
.2

%
1
0
0
.0

%
9
5
.0

%
9
7
.1

%
2
9
7

3
2
9
4

2
9

1
6
7

9
8

9
3
.4

%
1
0
0
.0

%
9
3
.3

%
9
6
.7

%
9
2
.3

%
9
4
.2

%
1
4
5

1
1
4
4

1
3

8
6

4
5

4
5
.6

%
3
3
.3

%
4
5
.7

%
4
3
.3

%
4
7
.5

%
4
3
.3

%
2
2
7

2
2
2
5

2
3

1
2
7

7
5

7
1
.4

%
6
6
.7

%
7
1
.4

%
7
6
.7

%
7
0
.2

%
7
2
.1

%
3
3

2
3
1

2
1
5

1
4

1
0
.4

%
6
6
.7

%
9
.8

%
6
.7

%
8
.3

%
1
3
.5

%
3
0
1

3
2
9
8

3
0

1
7
0

9
8

9
4
.7

%
1
0
0
.0

%
9
4
.6

%
1
0
0
.0

%
9
3
.9

%
9
4
.2

%
3
0
0

3
2
9
7

3
0

1
7
0

9
7

9
4
.3

%
1
0
0
.0

%
9
4
.3

%
1
0
0
.0

%
9
3
.9

%
9
3
.3

%
8
8

1
8
7

8
5
1

2
8

2
7
.7

%
3
3
.3

%
2
7
.6

%
2
6
.7

%
2
8
.2

%
2
6
.9

%
7
7

1
7
6

1
1

4
7

1
8

2
4
.2

%
3
3
.3

%
2
4
.1

%
3
6
.7

%
2
6
.0

%
1
7
.3

%
7
6

1
7
5

1
0

4
0

2
5

2
3
.9

%
3
3
.3

%
2
3
.8

%
3
3
.3

%
2
2
.1

%
2
4
.0

%
2
0
9

3
2
0
6

2
1

1
1
8

6
7

6
5
.7

%
1
0
0
.0

%
6
5
.4

%
7
0
.0

%
6
5
.2

%
6
4
.4

%
1
3
2

1
1
3
1

1
2

6
8

5
1

4
1
.5

%
3
3
.3

%
4
1
.6

%
4
0
.0

%
3
7
.6

%
4
9
.0

%
1
0
1

2
9
9

1
1

5
3

3
5

3
1
.8

%
6
6
.7

%
3
1
.4

%
3
6
.7

%
2
9
.3

%
3
3
.7

%
1
6
8

0
1
6
8

1
8

9
4

5
6

5
2
.8

%
0
.0

%
5
3
.3

%
6
0
.0

%
5
1
.9

%
5
3
.8

%
9
8

0
9
8

1
1

5
7

3
0

3
0
.8

%
0
.0

%
3
1
.1

%
3
6
.7

%
3
1
.5

%
2
8
.8

%
1
4

0
1
4

2
1
0

2
4
.4

%
0
.0

%
4
.4

%
6
.7

%
5
.5

%
1
.9

%
1
7
4

3
1
7
1

1
4

1
0
0

5
7

5
4
.7

%
1
0
0
.0

%
5
4
.3

%
4
6
.7

%
5
5
.2

%
5
4
.8

%
4
9

1
4
8

5
2
2

2
1

1
5
.4

%
3
3
.3

%
1
5
.2

%
1
6
.7

%
1
2
.2

%
2
0
.2

%
1
2
1

2
1
1
9

9
6
6

4
4

3
8
.1

%
6
6
.7

%
3
7
.8

%
3
0
.0

%
3
6
.5

%
4
2
.3

%
2
8

0
2
8

3
1
8

7
8
.8

%
0
.0

%
8
.9

%
1
0
.0

%
9
.9

%
6
.7

%
1
0
9

1
1
0
8

6
7
0

3
2

3
4
.3

%
3
3
.3

%
3
4
.3

%
2
0
.0

%
3
8
.7

%
3
0
.8

%
2
4

1
2
3

4
1
2

7
7
.5

%
3
3
.3

%
7
.3

%
1
3
.3

%
6
.6

%
6
.7

%

性
別

年
齢

そ
の
他

医
療
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

主
治
医
の
状
況

通
院
状
況

必
要
と
す
る
医
療
ケ
ア
の
状
況

そ
の
他

金
銭
管
理
等
の
介
助

生
活
動
作
の
介
助

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状
況

身
体
状
況
･健
康
状
態

障
害
の
診
断

障
害
種
別
･等
級

そ
の
他

世
帯
構
成

居
住
地

回
答
者
の
属
性

回
答
者
の
障
害
の
状
況

回
答
者
の
健
康
状
態
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
、
ＩＡ
Ｄ
Ｌ

医
療
に
関
す
る
こ
と

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の
他

手
帳
外
の
障
害
の
状
況
（
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
等
)
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（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合

 
*
複
数
回
答
）

 

 
 

 

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

3
1
8

3
3
1
5

3
0

1
8
1

1
0
4

2
7
1

3
2
6
8

2
7

1
5
9

8
2

8
5
.2

%
1
0
0
.0

%
8
5
.1

%
9
0
.0

%
8
7
.8

%
7
8
.8

%
2
3
3

2
2
3
1

2
4

1
3
3

7
4

7
3
.3

%
6
6
.7

%
7
3
.3

%
8
0
.0

%
7
3
.5

%
7
1
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%
6
2

2
6
0

6
3
5

1
9

1
9
.5

%
6
6
.7

%
1
9
.0

%
2
0
.0

%
1
9
.3

%
1
8
.3

%
1
1
8

1
1
1
7

5
6
7

4
5

3
7
.1

%
3
3
.3

%
3
7
.1

%
1
6
.7

%
3
7
.0

%
4
3
.3

%
1
3
3

1
1
3
2

8
9
1

3
3

4
1
.8

%
3
3
.3

%
4
1
.9

%
2
6
.7

%
5
0
.3

%
3
1
.7

%
1
7

1
1
6

2
9

5
5
.3

%
3
3
.3

%
5
.1

%
6
.7

%
5
.0

%
4
.8

%
2
8
7

3
2
8
4

2
8

1
6
0

9
6

9
0
.3

%
1
0
0
.0

%
9
0
.2

%
9
3
.3

%
8
8
.4

%
9
2
.3

%
1
0
9

0
1
0
9

1
2

5
7

4
0

3
4
.3

%
0
.0

%
3
4
.6

%
4
0
.0

%
3
1
.5

%
3
8
.5

%
1
7
5

3
1
7
2

1
9

1
0
9

4
4

5
5
.0

%
1
0
0
.0

%
5
4
.6

%
6
3
.3

%
6
0
.2

%
4
2
.3

%
1
9
6

1
1
9
5

2
0

1
0
7

6
8

6
1
.6

%
3
3
.3

%
6
1
.9

%
6
6
.7

%
5
9
.1

%
6
5
.4

%
1
7
2

2
1
7
0

1
5

9
3

6
2

5
4
.1

%
6
6
.7

%
5
4
.0

%
5
0
.0

%
5
1
.4

%
5
9
.6

%
2
9

1
2
8

4
1
3

1
1

9
.1

%
3
3
.3

%
8
.9

%
1
3
.3

%
7
.2

%
1
0
.6

%
2
6
2

3
2
5
9

2
4

1
5
2

8
3

8
2
.4

%
1
0
0
.0

%
8
2
.2

%
8
0
.0

%
8
4
.0

%
7
9
.8

%
2
4
8

3
2
4
5

2
3

1
4
2

8
0

7
8
.0

%
1
0
0
.0

%
7
7
.8

%
7
6
.7

%
7
8
.5

%
7
6
.9

%
9
0

2
8
8

8
5
3

2
7

2
8
.3

%
6
6
.7

%
2
7
.9

%
2
6
.7

%
2
9
.3

%
2
6
.0

%
1
7
5

2
1
7
3

1
6

1
0
1

5
6

5
5
.0

%
6
6
.7

%
5
4
.9

%
5
3
.3

%
5
5
.8

%
5
3
.8

%
8

0
8

0
7

1
2
.5

%
0
.0

%
2
.5

%
0
.0

%
3
.9

%
1
.0

%
2
1
2

2
2
1
0

2
1

1
2
6

6
3

6
6
.7

%
6
6
.7

%
6
6
.7

%
7
0
.0

%
6
9
.6

%
6
0
.6

%
1
8
8

2
1
8
6

1
8

1
1
3

5
5

5
9
.1

%
6
6
.7

%
5
9
.0

%
6
0
.0

%
6
2
.4

%
5
2
.9

%
3
0

1
2
9

1
1
8

1
0

9
.4

%
3
3
.3

%
9
.2

%
3
.3

%
9
.9

%
9
.6

%
1
1
6

0
1
1
6

7
6
7

4
2

3
6
.5

%
0
.0

%
3
6
.8

%
2
3
.3

%
3
7
.0

%
4
0
.4

%
5

1
4

1
3

0
1
.6

%
3
3
.3

%
1
.3

%
3
.3

%
1
.7

%
0
.0

%

都
道

府
県

市
区

町
村

全
体

居
住
地
域
の
外
出
等
の
し
や
す
さ

自
宅
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
状
況

居
住
の
在
宅
･施
設
の
別

日
常
生
活
で
不
安
を
感
じ
る
こ
と

収
入
状
況
や
経
済
状
況

暮
ら
し
向
き
の
意
識

そ
の
他

環
境
整
備
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

相
談
対
応
･相
談
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

相
談
窓
口
等
の
認
知
状
況

相
談
先

そ
の
他

生
活
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

そ
の
他

情
報
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

情
報
バ
リ
ア
を
感
じ
る
こ
と

情
報
入
手
の
方
法

そ
の
他

居
住
環
境
に
関
す
る
こ
と

生
活
に
関
す
る
こ
と

相
談
に
関
す
る
こ
と

情
報
入
手
に
関
す
る
こ
と
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全
体

都
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府
県

市
区

町
村

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況

そ
の
他

療
育
、
特
別
支
援
教
育
等
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

就
学
、
進
学
、
進
路
等
の
希
望

通
園
･通
学
状
況

そ
の
他

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
の
基
盤
整
備
等
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
・
要
望

成
年
後
見
制
度
な
ど
支
援
制
度
の
利
用
意
向

成
年
後
見
制
度
な
ど
支
援
制
度
の
認
知
状
況

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
意
向

そ
の
他

日
中
活
動
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

日
中
の
居
場
所

外
出
の
状
況

そ
の
他

就
労
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

就
労
意
向

就
労
経
験

就
労
に
関
す
る
こ
と

日
中
活
動
に
関
す
る
こ
と

教
育
に
関
す
る
こ
と

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
こ
と
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全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の
他

差
別
解
消
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

差
別
や
嫌
な
思
い
を
し
た
経
験

そ
の
他

介
護
者
支
援
の
ニ
ー
ズ
・
要
望

介
護
の
負
担
感
、
不
安

介
護
者
の
健
康
状
態

介
護
者
の
続
柄
、
年
齢
・
性
別
等

そ
の
他

防
災
･防
犯
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
・
要
望

防
災
・
防
犯
で
不
安
を
感
じ
る
こ
と

要
援
護
者
情
報
共
有
等
の
意
向

防
災
等
の
備
え
の
状
況

防
災
、
防
犯
に
関
す
る
こ
と

差
別
に
関
す
る
こ
と

介
護
者
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

 

4
2
 

  問
５

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
計
画
へ
の
反
映
状
況

 

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
何
ら
か
の
課
題
が
把
握
で
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
施
策
検
討
に
活

用
し
た
自
治
体
が
ほ
ぼ
半
数
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
の
推
計
に
活
用
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
も

半
数
あ
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合

 
*
複
数
回
答
）

  

  問
７

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
実
施
し
た
理
由

 

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把
握
が
難
し
い
生
活
実
態
等
を
聞
き
取
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
補
完

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

（
上
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：
回
答
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、
下
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：
割
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*
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回
答
）
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今
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継
続
し
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続

け
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べ
き
こ
と
が
確
認
で
き
た

施
策
上
の
課
題
が
得
ら
れ
た
が
、
施
策
等
に
十
分
に
反

映
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た

施
策
上
の
課
題
が
得
ら
れ
た
た
め
、
新
規
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検
討

や
既
存
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の
見
直
し
･拡
充
な
ど
を
行
っ
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分
析
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し
く
、
政
策
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の
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
だ
っ
た

そ
の
他
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ー
ビ
ス
見
込
量
の
推
計
に
利
用
し
て
い
な
い

サ
ー
ビ
ス
見
込
量
を
推
計
し
た
が
、
計
画
に
反
映
す
る
こ

と
は
難
し
か
っ
た

サ
ー
ビ
ス
見
込
量
を
推
計
し
、
計
画
に
反
映
し
た
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そ
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し
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と
の
要
望
が
あ
っ
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ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
せ
ず
、
ヒ
ア
リ
ン
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で
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を

行
う
こ
と
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
把
握
が
難
し
い
生
活
実
態
、
ニ
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ズ
な
ど

を
聞
き
取
る
た
め
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８

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
対
象
者
の
選
定
方
法

 

◆
半
数
が
、
障
害
者
団
体
等
に
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
そ
の
他
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
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の
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果
か
ら
何
ら
か
の
課
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が
把
握
で
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た
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
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策
検
討
に
活

用
し
た
自
治
体
が
半
数
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
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0

1
.1

%
3
3
.3

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%

4
8

0
4
8

2
3
7

9

5
1
.6

%
0
.0

%
5
3
.3

%
6
6
.7

%
5
9
.7

%
3
6
.0

%

3
9

2
3
7

1
2
3

1
3

4
1
.9

%
6
6
.7

%
4
1
.1

%
3
3
.3

%
3
7
.1

%
5
2
.0

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

障
害
者
手
帳
所
持
者
等
か
ら
無
作
為
抽
出
し
、
個
別
に

依
頼

そ
の
他

障
害
者
団
体
等
に
対
象
者
選
定
を
依
頼

公
募
を
行
い
、
応
募
者
か
ら
選
定

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

9
3

3
9
0

3
6
2

2
5

5
2

2
5
0

1
4
0

9

5
5
.9

%
6
6
.7

%
5
5
.6

%
3
3
.3

%
6
4
.5

%
3
6
.0

%

3
4

0
3
4

1
2
0

1
3

3
6
.6

%
0
.0

%
3
7
.8

%
3
3
.3

%
3
2
.3

%
5
2
.0

%

2
0

2
0

0
2

2
.2

%
0
.0

%
2
.2

%
0
.0

%
0
.0

%
8
.0

%

5
1

4
0

4
0

5
.4

%
3
3
.3

%
4
.4

%
0
.0

%
6
.5

%
0
.0

%

3
0

3
0

2
1

3
.2

%
0
.0

%
3
.3

%
0
.0

%
3
.2

%
4
.0

%

都
道

府
県

市
区

町
村

全
体

分
析
が
難
し
く
、
政
策
上
の
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
だ
っ
た

そ
の
他

現
在
の
施
策
等
に
課
題
は
み
ら
れ
ず
、
今
後
も
継
続
し
て

続
け
て
い
く
べ
き
こ
と
が
確
認
で
き
た

施
策
上
の
課
題
が
得
ら
れ
た
が
、
施
策
等
に
十
分
に
反

映
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た

施
策
上
の
課
題
が
得
ら
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
新
規
施
策

の
検
討
や
既
存
施
策
の
見
直
し
･拡
充
な
ど
を
行
っ
た

 

4
4
 

  （
３
）
障
害
福
祉
計
画
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
関
す
る
事
項

 

 問
1

2
 
行
政
計
画
全
般
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
施
状
況

 

◆
行
政
計
画
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
、
自
治
体
全
体
と
し
て
の
方
針
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
体
的
な
方
針
等

が
あ
る
と
こ
ろ
が
約

1
割
、
方
針
等
は
な
い
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行
っ
て
い
る
計
画
が
多
い
と
い
う
と
こ
ろ
が

約
3
割
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行
っ
て
い
る
計
画
は
少
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
ほ
ぼ
半
数
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合
）

  

  問
1

3
 
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
施
状
況

 

◆
障
害
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

4
割
、
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

6
割

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合
）

  
 

 

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

7
2
8

2
8

7
0
0

5
0

3
4
1

3
0
9

1
0
0

4
9
6

7
6
1

2
8

1
3
.7

%
1
4
.3

%
1
3
.7

%
1
4
.0

%
1
7
.9

%
9
.1

%

2
4
4

1
6

2
2
8

2
7

1
4
2

5
9

3
3
.5

%
5
7
.1

%
3
2
.6

%
5
4
.0

%
4
1
.6

%
1
9
.1

%

3
3
7

4
3
3
3

8
1
1
9

2
0
6

4
6
.3

%
1
4
.3

%
4
7
.6

%
1
6
.0

%
3
4
.9

%
6
6
.7

%

4
7

4
4
3

8
1
9

1
6

6
.5

%
1
4
.3

%
6
.1

%
1
6
.0

%
5
.6

%
5
.2

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の
他

自
治
体
と
し
て
行
政
計
画
の
P
D
C
A
を
行
う
た
め
の
方
針
･

指
針
等
は
な
く
、
P
D
C
A
を
行
っ
て
い
る
計
画
は
少
な
い

自
治
体
と
し
て
行
政
計
画
の
P
D
C
A
を
行
う
た
め
の
方
針
･

指
針
等
は
な
い
が
、
P
D
C
A
を
行
っ
て
い
る
計
画
が
多
い

自
治
体
と
し
て
行
政
計
画
の
P
D
C
A
を
行
う
た
め
の
方
針
･

指
針
等
を
定
め
て
お
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
各
計
画
の

P
D
C
A
を
行
っ
て
い
る

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

7
2
8

2
8

7
0
0

5
0

3
4
1

3
0
9

2
9
0

2
2

2
6
8

3
2

1
6
0

7
6

3
9
.8

%
7
8
.6

%
3
8
.3

%
6
4
.0

%
4
6
.9

%
2
4
.6

%

4
3
8

6
4
3
2

1
8

1
8
1

2
3
3

6
0
.2

%
2
1
.4

%
6
1
.7

%
3
6
.0

%
5
3
.1

%
7
5
.4

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

実
施
し
て
い
な
い

実
施
し
て
い
る
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4
5
 

  問
1

4
 
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
記
載

 

◆
計
画
へ
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
半
数
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
記
載
を
し
て
い
る
。
一
方
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
行
っ
て
い
て
も
計
画
に
記
載
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

3
割
あ
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合
）

  

 問
1

5
 障

害
福
祉
計
画
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
体
制

 

◆
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
か
か
る
体
制
と
し
て
は
、
会
議
体
な
ど
を
組
織
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
約

8
割
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
関
係
部
署
に
照
会
す
る
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

3
割
弱
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
結
果

を
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

1
割
未
満
と
わ
ず
か
で
あ
る
。

 （
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合

 
*
複
数
回
答
）

 

 

  

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

2
9
0

2
2

2
6
8

3
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1
6
0

7
6
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4
0

2
2
8

1
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1
5
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%
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1
.7

%
4
.5

%
1
.5

%
0
.0

%
1
.9

%
1
.3

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の
他

特
に
何
も
記
載
し
て
い
な
い

P
D
C
A
を
行
う
こ
と
を
記
載
し
て
い
る

P
D
C
A
の
体
制
や
具
体
的
な
方
法
を
記
載
し
て
い
る

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

2
9
0

2
2

2
6
8
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0
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%
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8
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%
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%
7
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%
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8
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6
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%
5
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.0

%
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%
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%
2
7
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%
1
1
.8

%
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6
2
9

5
1
6

8

1
2
.1

%
2
7
.3

%
1
0
.8

%
1
5
.6

%
1
0
.0

%
1
0
.5

%

7
0

7
0

6
1

2
.4

%
0
.0

%
2
.6

%
0
.0

%
3
.8

%
1
.3

%

2
0

5
1
5

3
1
1

1

6
.9

%
2
2
.7

%
5
.6

%
9
.4

%
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.9

%
1
.3

%

1
9

0
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9
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8

6
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%
0
.0

%
7
.1

%
9
.4

%
5
.0

%
1
0
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%

都
道

府
県

市
区

町
村

全
体

そ
の
他

P
D
C
A
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
る

障
害
者
等
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
、
ニ
ー
ズ
等
を

聞
く
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
定
期
的
に
照
会
し
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
数
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
の
動
向
な
ど
の
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
る

関
係
部
署
に
定
期
的
に
照
会
し
、
計
画
の
P
D
C
A
の
た
め

の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る

障
害
当
事
者
や
支
援
者
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
含
む

会
議
体
で
、
計
画
の
P
D
C
A
を
行
っ
て
い
る

庁
内
に
、
計
画
の
P
D
C
A
を
行
う
た
め
の
会
議
体
を
設
置
し

て
い
る

 

4
6
 

  問
1

6
 Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
障
害
福
祉
計
画
の
見
直
し
等
の
状
況

 

◆
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
り
、
計
画
の
見
直
し
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
り
改
善
点

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
見
直
し
ま
で
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
約

3
割
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
り

改
善
事
項
等
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
約

6
割
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
上
段
：
回
答
数
、
下
段
：
割
合
）

  

    
 

政
令
市
・

中
核
市
・

特
別
区

そ
の
他

市
町
村

N
=

2
9
0

2
2
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6
8

3
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1
6
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0
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0

1
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0
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.6

%
1
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%
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0
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%
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.0

%
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%
6
.6

%

8
3

7
7
6

6
5
1

1
9

2
8
.6

%
3
1
.8

%
2
8
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%
1
8
.8

%
3
1
.9

%
2
5
.0

%

1
6
8

8
1
6
0

2
3

8
7

5
0

5
7
.9

%
3
6
.4

%
5
9
.7

%
7
1
.9

%
5
4
.4

%
6
5
.8

%

1
9

4
1
5

3
1
1

1

6
.6

%
1
8
.2

%
5
.6

%
9
.4

%
6
.9

%
1
.3

%

全
体

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の
他

P
D
C
A
の
結
果
か
ら
計
画
の
進
捗
に
大
き
な
問
題
は
な

く
、
見
直
し
の
必
要
は
生
じ
て
い
な
い

P
D
C
A
の
結
果
に
よ
り
改
善
等
を
す
べ
き
事
項
が
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
見
直
し
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い

計
画
の
見
直
し
は
し
て
い
な
い
が
、
P
D
C
A
の
結
果
に
よ
り

個
別
事
業
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

P
D
C
A
の
結
果
に
基
づ
き
、
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
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4
7
 

 （
参
考
２
）

 

 

 

 

4
8
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4
9
 

  

 

 

 

5
0
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5
1
 

 （
参
考
３
）

 

 

福
祉

ふ
く

し

に
関か
ん

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

あ
ん

け
ー

と

調
査

ち
ょ
う
さ

へ
の
ご
協
力

ご
き
ょ
う
り
ょ
く

の
お
願ね
が

い
 

  
 
日
頃

ひ
ご

ろ

よ
り
●
●
市し

の
福
祉

ふ
く

し

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

に
ご
理り

解か
い

・
ご
協き
ょ
う

力り
ょ
く

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

 

 
 
●
●
市し

で
は
現
在

げ
ん
ざ
い

、
平
成

へ
い
せ
い

●
年
度

ね
ん

ど

を
初
年
度

し
ょ

ね
ん

ど

と
す
る
第だ
い

●
期き

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い
か
く

の
策
定

さ
く
て
い

に
向む

け
た

取と

り
組く

み
を
進す
す

め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
民

し
み

ん

の
皆み
な

さ
ま
の
福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス

さ
ー

び
す

の
利
用

り
よ

う

実
態

じ
っ
た
い

や

福
祉

ふ
く

し

に
関か
ん

す
る
意
識

い
し

き

、
意
向

い
こ

う

な
ど
を
把
握

は
あ

く

し
、
計
画

け
い
か
く

策
定

さ
く
て
い

や
施
策

し
さ

く

推
進

す
い
し
ん

に
役
立

や
く

だ

て
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト

あ
ん

け
ー

と

調
査

ち
ょ
う
さ

を
実
施

じ
っ

し

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

 
 
調
査

ち
ょ
う
さ

の
対
象
者

た
い
し
ょ
う
し
ゃ

は
、
●
●
か
ら
選え
ら

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

 
 
こ
の
調
査

ち
ょ
う
さ

は
、
無
記
名

む
き

め
い

で
ご
回か
い

答と
う

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

が
特
定

と
く
て
い

さ
れ
た
り
、

個
人

こ
じ

ん

の
回
答

か
い
と
う

内
容

な
い
よ
う

が
明あ
き

ら
か
に
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

は
●
●
市し

個
人

こ
じ

ん

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

保
護

ほ
ご

条
例

じ
ょ
う
れ
い

に
し
た
が
い
、
適
切

て
き
せ
つ

な
管
理

か
ん

り

を
い
た
し
ま
す
。

 

 
 
ま
た
、
ご
回か
い

答と
う

い
た
だ
い
た
内
容

な
い
よ
う

は
、
統
計
的

と
う
け
い
て
き

な
処
理

し
ょ

り

を
行お
こ
な

い
、
計
画

け
い
か
く

策
定

さ
く
て
い

お
よ
び
施
策

し
さ

く

推
進

す
い
し
ん

の
た
め
の
基
礎

き
そ

資
料

し
り
ょ
う

と
し
て
の
み
使
用

し
よ

う

し
、
そ
の
他た

の
目
的

も
く
て
き

で
使つ
か

わ
れ
る
こ
と
は
一
切

い
っ
さ
い

あ
り
ま
せ

ん
。
調
査

ち
ょ
う
さ

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
ご
理り

解か
い

い
た
だ
き
、
ご
協き
ょ
う

力り
ょ
く

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

 

 

平
成

へ
い
せ
い

●
年ね
ん

●
月が
つ

 
●
●
市し

 

 

＜
記
入

き
に
ゅ
う

要
領

よ
う
り
ょ
う

＞
 

・
宛
名

あ
て

な

の
ご
本ほ
ん

人に
ん

が
直
接

ち
ょ
く
せ
つ

回
答

か
い
と
う

い
た
だ
く
こ
と
が
難む
ず
か

し
い
場
合

ば
あ

い

に
は
、
家
族

か
ぞ

く

や
介
護
者

か
い

ご
し

ゃ

の
方か
た

な
ど

が
、
ご
本ほ
ん

人に
ん

の
意
向

い
こ

う

を
尊
重

そ
ん
ち
ょ
う

し
て
記
入

き
に
ゅ
う

し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
質
問

し
つ
も
ん

へ
の
回
答

か
い
と
う

方
法

ほ
う
ほ
う

は
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問

し
つ
も
ん

文ぶ
ん

に
記
載

き
さ

い

し
て
い
ま
す
の
で
、
質
問

し
つ
も
ん

文ぶ
ん

を
よ
く
読よ

ん
で

お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。

 

・
記
入

き
に
ゅ
う

が
終お

わ
り
ま
し
た
ら
、
●
月が
つ

●
日に
ち

ま
で
に
同
封

ど
う
ふ
う

の
返
信
用

へ
ん
し
ん
よ
う

封
筒

ふ
う
と
う

を
使つ
か

っ
て
ご
返
送

ご
へ

ん
そ

う

く
だ
さ
い
。 

・
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

あ
ん

け
ー

と

調
査

ち
ょ
う
さ

へ
の
ご
質し
つ

問も
ん

な
ど
は
、
下
記

か
き

ま
で
お
問と

い
合あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

 【
問と

い
合あ

わ
せ
先さ
き

】
 

    
 

 

 

5
2
 

 

福
祉

ふ
く

し

に
関か
ん

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

あ
ん

け
ー

と

調
査

ち
ょ
う
さ

 

調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

 
  問と
い

１
 
お
答こ
た

え
い
た
だ
く
の
は
、
ど
な
た
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
本
人

ほ
ん
に
ん

（
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

が
郵
送

ゆ
う
そ
う

さ
れ
た
宛
名

あ
て

な

の
方か
た

）
 

２
．
本
人

ほ
ん
に
ん

の
家
族

か
ぞ

く

 

３
．
家
族

か
ぞ

く

以
外

い
が

い

の
介
助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

 

※
こ
れ
以
降

い
こ

う

、
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

が
郵
送

ゆ
う
そ
う

さ
れ
た
宛
名

あ
て

な

の
方か
た

を
「
あ
な
た
」
と
お
呼よ

び
し
ま
す
の
で
、
ご
本
人

ほ
ん
に
ん （

こ

の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
対
象
者

た
い
し
ょ
う
し
ゃ

：
障
し
ょ
う

が
い
の
あ
る
方か
た

）
の

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

な
ど
に
つ
い
て
、
お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。

 

  あ
な
た
（
宛
名

あ
て

な

の
方か
た

）
の
性
別

せ
い
べ
つ

・
年
齢

ね
ん
れ
い

・
ご
家
族

か
ぞ

く

な
ど
に
つ
い
て

 

問と
い

２
 
あ
な
た
の
年
齢

ね
ん
れ
い

を
お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。
（
平
成

へ
い
せ
い

○
年ね
ん

○
月が
つ

○
日に
ち

現
在

げ
ん
ざ
い

）
 

 

満ま
ん

 
 

歳さ
い

 

 問と
い

３
 
あ
な
た
の
性
別

せ
い
べ
つ

を
お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
男
性

だ
ん
せ
い

 
２
．
女
性

じ
ょ
せ
い

 

 問と
い

４
 
あ
な
た
が
お
住す

ま
い
の
地
域

ち
い

き

は
ど
こ
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．

 

２
．

 

３
．

 

４
．

 

５
．

 

※
各
自
治
体
で
設
定

 

 問と
い

５
 
現
在

げ
ん
ざ
い

、
あ
な
た
が
一
緒

い
っ
し
ょ

に
暮く

ら
し
て
い
る
人
は
、
ど
な
た
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す

べ
て
に
○
）

 

１
．
父
母

ふ
ぼ

・
祖
父
母

そ
ふ

ぼ

・
兄

弟
き
ょ
う
だ
い

 

２
．
配
偶
者

は
い
ぐ
う
し
ゃ

（
夫
お
っ
と

ま
た
は
妻つ
ま

）
 

３
．
子こ

ど
も

 
 

４
．
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

５
．
い
な
い
（
一
人

ひ
と

り

で
暮く

ら
し
て
い
る
）

 

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
福
祉

ふ
く

し

施
設

し
せ

つ

等と
う

を
利
用

り
よ

う

さ
れ
て
い
る
方か
た

は
「
５
．
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。
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5
3
 

 問と
い

６
 
日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

で
、
次
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。
①
か
ら
⑩
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
答こ
た

く
だ
さ
い
。
（
①
か
ら
⑩
そ
れ
ぞ
れ
に
○
を
１
つ
）

 

項こ
う

 
 

 
目も
く

 
ひ
と
り
で

 

で
き
る

 

一
部

い
ち

ぶ

介
助

か
い
じ
ょ

が
 

必
要

ひ
つ
よ
う

 

全
部

ぜ
ん

ぶ

介
助

か
い
じ
ょ

が
 

必
要

ひ
つ
よ
う

 

①
 

食
事

し
ょ
く
じ

 
１

 
２

 
３

 

②
 

ト
イ
レ

 
１

 
２

 
３

 

③
 

入
浴

に
ゅ
う
よ
く

 
１

 
２

 
３

 

④
 

衣
服

い
ふ

く

の
着

脱
ち
ゃ
く
だ
つ

 
１

 
２

 
３

 

⑤
 

身み

だ
し
な
み

 
１

 
２

 
３

 

⑥
 

家い
え

の
中な
か

の
移
動

い
ど

う

 
１

 
２

 
３

 

⑦
 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

 
１

 
２

 
３

 

⑧
 

家
族

か
ぞ

く

以
外

い
が

い

の
人ひ
と

と
の
意
思

い
し

疎
通

そ
つ

う

 
１

 
２

 
３

 

⑨
 

お
金か
ね

の
管
理

か
ん

り

 
１

 
２

 
３

 

⑩
 

薬く
す
り

の
管
理

か
ん

り

 
１

 
２

 
３

 

 （
問と
い

６
で
「
一
部

い
ち

ぶ

介
助

か
い
じ
ょ

が
必
要

ひ
つ
よ
う

」
又ま
た

は
「
全
部

ぜ
ん

ぶ

介
助

か
い
じ
ょ

が
必
要

ひ
つ
よ
う

」
と
答こ
た

え
た
方か
た

）
 

問と
い

７
 
あ
な
た
を
介
助

か
い
じ
ょ

し
て
く
れ
る
方か
た

は
主お
も

に
誰だ
れ

で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
父
母

ふ
ぼ

・
祖
父
母

そ
ふ

ぼ

・
兄

弟
き
ょ
う
だ
い

 

２
．
配
偶
者

は
い
ぐ
う
し
ゃ

（
夫お
っ
と

ま
た
は
妻つ
ま

）
 

３
．
子こ

ど
も

  

５
．
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
施
設

し
せ

つ

の
職

員
し
ょ
く
い
ん

 

６
．
そ
の
他た

の
人ひ
と

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等と
う

）
 

 （
問と
い

７
で
１
．
～
３
．
を
答こ
た

え
た
方か
た

）
 

問と
い

８
 
あ
な
た
を
介
助

か
い
じ
ょ

し
て
く
れ
る
家
族

か
ぞ

く

で
、
特と
く

に
中

心
ち
ゅ
う
し
ん

と
な
っ
て
い
る
方か
た

の
年
齢

ね
ん
れ
い

、
性
別

せ
い
べ
つ

、
健
康

け
ん
こ
う

状
態

じ
ょ
う
た
い

を
お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。

 
 ①
年
齢

ね
ん
れ
い

（
平
成

へ
い
せ
い

○
年ね
ん

○
月が
つ

○
日に
ち

現
在

げ
ん
ざ
い

）
 

満ま
ん

 
 

歳さ
い

 

 ②
性
別

せ
い
べ
つ

（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
男
性

だ
ん
せ
い

 
２
．
女
性

じ
ょ
せ
い

 

 ③
健
康

け
ん
こ
う

状
態

じ
ょ
う
た
い

（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
よ
い

 
２
．
ふ
つ
う

 
３
．
よ
く
な
い

 

 

5
4
 

  あ
な
た
の

障
し
ょ
う

が
い
の

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

に
つ
い
て

 

問と
い

９
 
あ
な
た
は
身
体

し
ん
た
い

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．

1
級き
ゅ
う

 

２
．

2
級き
ゅ
う

 

３
．

3
級き
ゅ
う

 

４
．

4
級き
ゅ
う

 

５
．

5
級き
ゅ
う

 

６
．

6
級き
ゅ
う

 

７
．
持も

っ
て
い
な
い

 

 

 問と
い

1
0

 
身
体

し
ん
た
い

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持

お
も

ち
の
場
合

ば
あ

い

、
主し
ゅ

た
る
障
害

し
ょ
う
が
い

を
お
答こ
た

く
だ
さ
い
。

 

（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
視
覚

し
か

く

障
害

し
ょ
う
が
い

 

２
．
聴

覚
ち
ょ
う
か
く

障
害

し
ょ
う
が
い

 

３
．
音
声

お
ん
せ
い

・
言
語

げ
ん

ご

・
そ
し
ゃ
く
機
能

き
の

う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

４
．
肢
体

し
た

い

不
自
由

ふ
じ

ゆ
う

（
上
肢

じ
ょ
う
し

）
 

５
．
肢
体

し
た

い

不
自
由

ふ
じ

ゆ
う

（
下
肢

か
し

）
 

６
．
肢
体

し
た

い

不
自
由

ふ
じ

ゆ
う

（
体た
い

幹か
ん

）
 

７
．
内
部

な
い

ぶ

障
害

し
ょ
う
が
い

（
１
～
６
以
外

い
が

い

）
 

 問と
い

1
1

 
あ
な
た
は
療
育

り
ょ
う
い
く

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持
ち
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
Ａ
判
定

は
ん
て
い

 
２
．
Ｂ
判
定

は
ん
て
い

 
３
．
Ｃ
判
定

は
ん
て
い

 
４
．
持も

っ
て
い
な
い

 

 問と
い

1
2

 
あ
な
た
は
精
神

せ
い
し
ん

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

保
健

ほ
け

ん

福
祉

ふ
く

し

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持
ち
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．

1
級き
ゅ
う

 
２
．

2
級き
ゅ
う

 
３
．

3
級き
ゅ
う

 
４
．
持も

っ
て
い
な
い

 

 問と
い

1
3

 
あ
な
た
は
難

病
な
ん
び
ょ
う

（
特
定

と
く
て
い

疾
患

し
っ
か
ん

）
の
認
定

に
ん
て
い

を
受う

け
て
い
ま
す
か
。
（
○
は
一
つ
だ
け
）

 

※
難

病
な
ん
び
ょ
う

（
特
定

と
く
て
い

疾
患

し
っ
か
ん

）
と
は
、
関
節

か
ん
せ
つ

リ
ウ
マ
チ
や
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
症
候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

な
ど
の
治
療
法

ち
り
ょ
う
ほ
う

が

確
立

か
く
り
つ

し
て
い
な
い
疾
病

し
っ
ぺ
い

そ
の
他た

の
特
殊

と
く
し
ゅ

の
疾し
っ

病ぺ
い

を
い
い
ま
す
。

 

１
．
受う

け
て
い
る

 
２
．
受う

け
て
い
な
い

 

 

問と
い

1
4

 
あ
な
た
は
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

と
し
て
診
断

し
ん
だ
ん

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
（
○
は
一
つ
だ
け
）

 

※
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

と
は
、
自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

そ
の
他た

の
広
汎
性

こ
う
は
ん
せ
い

発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

、

学
習

が
く
し
ゅ
う

障
害

し
ょ
う
が
い

、
注
意
欠
陥
多
動

ち
ゅ
う
い
け
っ
か
ん
た
ど
う

性せ
い

障
害

し
ょ
う
が
い

な
ど
を
い
い
ま
す
。

 

１
．
受う

け
て
い
る

 
２
．
受う

け
て
い
な
い
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5
5
 

 問と
い

1
5

 
あ
な
た
は
高
次

こ
う

じ

脳の
う

機
能

き
の

う

障
害

し
ょ
う
が
い

と
し
て
診
断

し
ん
だ
ん

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

 

（
○
は
一
つ
だ
け
）

 

※
高
次

こ
う

じ

脳の
う

機
能

き
の

う

障
害

し
ょ
う
が
い

と
は
、
一
般

い
っ
ぱ
ん

に
、
外
傷
性

が
い
し
ょ
う
せ
い

脳の
う

損
傷

そ
ん
し
ょ
う

、
脳の
う

血
管

け
っ
か
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

に
よ
り
脳の
う

に

損
傷

そ
ん
し
ょ
う

を
受う

け
そ
の
後
遺
症

こ
う
い
し
ょ
う

等な
ど

と
し
て

生し
ょ
う

じ
た
記
憶

き
お

く

障
害

し
ょ
う
が
い

、
注
意

ち
ゅ
う
い

障
害

し
ょ
う
が
い

、
社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

行
動

こ
う
ど
う

障
害

し
ょ
う
が
い

な
ど
の
認
知

に
ん

ち

障
害

し
ょ
う
が
い

等な
ど

を
指さ

す
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的

ぐ
た
い
て
き

に
は
「
会
話

か
い

わ

が
う
ま
く

か
み
合あ

わ
な
い
」
等と
う

の
症

状
し
ょ
う
じ
ょ
う

が
あ
り
ま
す
。

 

１
．
受う

け
て
い
る

 
２
．
受う

け
て
い
な
い

 

 問と
い

1
6

 
あ
な
た
が
現
在

げ
ん
ざ
い

受う

け
て
い
る
医
療

い
り
ょ
う

ケ
ア

け
あ

を
ご
回
答

ご
か

い
と

う

く
だ
さ
い
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
気
管

き
か

ん

切
開

せ
っ
か
い

 

２
．
人
工

じ
ん
こ
う

呼
吸
器

こ
き

ゅ
う

き

（
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー

れ
す

ぴ
れ

ー
た

ー

）
 

３
．
吸

入
き
ゅ
う
に
ゅ
う

 

４
．
吸
引

き
ゅ
う
い
ん

 

５
．
胃い

ろ
う
・
腸ち
ょ
う

ろ
う

 

６
．
鼻
腔

び
こ

う

経
管

け
い
か
ん

栄
養

え
い
よ
う

 

７
．
中
心

ち
ゅ
う
し
ん

静
脈

じ
ょ
う
み
ゃ
く

栄
養

え
い
よ
う

（
Ｉ
Ｖ
Ｈ
）

 

８
．
透
析

と
う
せ
き

 

９
．
カ
テ
ー
テ
ル

か
て

ー
て

る

留
置

り
ゅ
う
ち

 

１
０
．
ス
ト
マ

す
と

ま

（
人
工

じ
ん
こ
う

肛
門

こ
う
も
ん

・
人
工

じ
ん
こ
う

膀
胱

ぼ
う
こ
う

）
 

１
１
．
服
薬

ふ
く
や
く

管
理

か
ん

り

 

１
２
．
そ
の
他

そ
の

た

 

  住す

ま
い
や
暮く

ら
し
に
つ
い
て

 

問と
い

1
7

 
あ
な
た
は
現
在

げ
ん
ざ
い

ど
の
よ
う
に
暮く

ら
し
て
い
ま
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
一
人

ひ
と

り

で
暮く

ら
し
て
い
る

 

２
．
家
族

か
ぞ

く

と
暮く

ら
し
て
い
る

 

３
．
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮く

ら
し
て
い
る

 

４
．
福
祉

ふ
く

し

施
設

し
せ

つ

（
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

支
援

し
え

ん

施
設

し
せ

つ

、
高
齢
者

こ
う
れ
い
し
ゃ

支
援

し
え

ん

施
設

し
せ

つ

）
で
暮く

ら
し
て
い
る

 

５
．
病
院

び
ょ
う
い
ん

に
入

院
に
ゅ
う
い
ん

し
て
い
る

 

６
．
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 【
問と
い

1
8
及
び
問と
い

1
9
は
、
問と
い

1
7
で
４
．
又ま
た

は
５
．
を
選
択

せ
ん
た
く

し
た
場
合

ば
あ

い

に
お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。
】

 

問と
い

1
8

 
あ
な
た
は
将
来

し
ょ
う
ら
い

、
地
域

ち
い

き

で
生
活

せ
い
か
つ

し
た
い
と
思お
も

い
ま
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
今い
ま

の
ま
ま
生
活

せ
い
か
つ

し
た
い

 

２
．
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ぐ
る

ー
ぷ

ほ
ー

む

な
ど
を
利
用

り
よ

う

し
た
い

 

 

5
6
 

 ３
．
家
族

か
ぞ

く

と
一
緒

い
っ
し
ょ

に
生
活

せ
い
か
つ

し
た
い

 

４
．
一
般

い
っ
ぱ
ん

の
住
宅

じ
ゅ
う
た
く

で
独ひ
と

り
暮ぐ

ら
し
を
し
た
い

 

５
．
そ
の
他

そ
の

た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 問と
い

1
9

 
地
域

ち
い

き

で
生
活

せ
い
か
つ

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援

し
え

ん

が
あ
れ
ば
よ
い
と
思お
も

い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
在
宅

ざ
い
た
く

で
医
療

い
り
ょ
う

ケ
ア

け
あ

な
ど
が
適
切

て
き
せ
つ

に
得え

ら
れ
る
こ
と

 

２
．
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

に
適て
き

し
た
住
居

じ
ゅ
う
き
ょ

の
確
保

か
く

ほ

 

３
．
必
要

ひ
つ
よ
う

な
在
宅

ざ
い
た
く

サ
ー
ビ
ス

さ
ー

び
す

が
適
切

て
き
せ
つ

に
利
用

り
よ

う

で
き
る
こ
と

 

４
．
生
活

せ
い
か
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

等と
う

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

５
．
経
済
的

け
い
ざ
い
て
き

な
負
担

ふ
た

ん

の
軽
減

け
い
げ
ん

 

６
．
相
談

そ
う
だ
ん

対
応

た
い
お
う

等と
う

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

７
．
地
域

ち
い

き

住
民

じ
ゅ
う
み
ん

等と
う

の
理
解

り
か

い

 

８
．
そ
の
他

そ
の

た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

  日
中

に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ

ど
う

や
就
労

し
ゅ
う
ろ
う

に
つ
い
て
お
聞

お
き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

2
0

 
あ
な
た
は
、
１
週

間
し
ゅ
う
か
ん

に
ど
の
程
度

て
い

ど

外
出

が
い
し
ゅ
つ

し
ま
す
か
。
（
○
は
一
つ
だ
け
）

 

１
．
毎
日

ま
い
に
ち

外
出

が
い
し
ゅ
つ

す
る

 

２
．
１
週

間
し
ゅ
う
か
ん

に
数
回

す
う
か
い

外
出

が
い
し
ゅ
つ

す
る

 

３
．
め
っ
た
に
外

出
が
い
し
ゅ
つ

し
な
い

 

４
．
ま
っ
た
く
外

出
が
い
し
ゅ
つ

し
な
い

 

 【
問と
い

2
1
か
ら
問と
い

2
3
は
、
問と
い

2
0
で
、
４
．
以
外

い
が

い

を
選
択

せ
ん
た
く

し
た
場
合

ば
あ

い

に
お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。
】

 

問と
い

2
1

 
あ
な
た
が
外

出
が
い
し
ゅ
つ

す
る
際さ
い

の
主お
も

な
同
伴
者

ど
う
は
ん
し
ゃ

は
誰だ
れ

で
す
か
。
（
○
は
一
つ
だ
け
）

 

１
．
父
母

ふ
ぼ

・
祖
父
母

そ
ふ

ぼ

・
兄

弟
き
ょ
う
だ
い

 

２
．
配
偶
者

は
い
ぐ
う
し
ゃ

（
夫
お
っ
と

ま
た
は
妻つ
ま

）
 

３
．
子こ

ど
も
（
単
身

た
ん
し
ん

で
家
族

か
ぞ

く

は
持も

っ
て
い
な
い
） 

４
．
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
施
設

し
せ

つ

の
職

員
し
ょ
く
い
ん

 

５
．
そ
の
他た

の
人ひ
と

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等と
う

）
 

６
．
一
人
で
外
出
す
る
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5
7
 

 問と
い

2
2

 
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
外
出
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
通
勤

つ
う
き
ん

・
通
学

つ
う
が
く

・
通
所

つ
う
し
ょ

 

２
．
訓
練

く
ん
れ
ん

や
リ
ハ
ビ
リ
に
行い

く
 

３
．
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か

ん

へ
の
受
診

じ
ゅ
し
ん

 

４
．
買か

い
物も
の

に
行い

く
 

５
．
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ

ん

に
会
う

 

６
．
趣
味

し
ゅ

み

や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

 

７
．
グ
ル
ー
プ
活
動

か
つ
ど
う

に
参
加

さ
ん

か

す
る

 

８
．
散
歩

さ
ん

ぽ

に
行い

く
 

９
．
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

 問と
い

2
3

 
外

出
が
い
し
ゅ
つ

す
る
時と
き

に
困こ
ま

る
こ
と
は
何な
ん

で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
公

共
こ
う
き
ょ
う

交
通

こ
う
つ
う

機
関

き
か

ん

が
少す
く

な
い
（
な
い
）

 

２
．
列
車

れ
っ
し
ゃ

や
バ
ス
の
乗の

り
降お

り
が
困
難

こ
ん
な
ん

 

３
．
道
路

ど
う

ろ

や
駅え
き

に
階
段

か
い
だ
ん

や
段
差

だ
ん

さ

が
多お
お

い
 

４
．
切
符

き
っ

ぷ

の
買か

い
方か
た

や
乗
換

の
り
か
え

え
の
方
法

ほ
う
ほ
う

が
わ
か
り
に
く
い

 

５
．
外
出
先

が
い
し
ゅ
つ
さ
き

の
建
物

た
て
も
の

の
設
備

せ
つ

び

が
不
便

ふ
べ

ん

（
通
路

つ
う

ろ

、
ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
）

 

６
．
介
助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

が
確
保

か
く

ほ

で
き
な
い

 

７
．
外

出
が
い
し
ゅ
つ

に
お
金か
ね

が
か
か
る

 

８
．
周
囲

し
ゅ
う
い

の
目め

が
気き

に
な
る

 

９
．
発
作

ほ
っ

さ

な
ど
突
然

と
つ
ぜ
ん

の
身
体

し
ん
た
い

の
変
化

へ
ん

か

が
心
配

し
ん
ぱ
い

 

１
０
．
困こ
ま

っ
た
時じ

に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
心
配

し
ん
ぱ
い

 

１
１
．
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 問と
い

2
4

 
あ
な
た
は
、
平
日

へ
い
じ
つ

の
日
中

に
っ
ち
ゅ
う

を
主
に
ど
の
よ
う
に
過す

ご
し
て
い
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
会
社

か
い
し
ゃ

勤つ
と

め
や
、
自
営
業

じ
え
い
ぎ
ょ
う

、
家
業

か
ぎ
ょ
う

な
ど
で
収

入
し
ゅ
う
に
ゅ
う

を
得え

て
仕
事

し
ご

と

を
し
て
い
る

 

２
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ぼ
ら

ん
て

ぃ
あ

な
ど
、
収

入
し
ゅ
う
に
ゅ
う

を
得え

な
い
仕
事

し
ご

と

を
し
て
い
る

 

３
．
専
業

せ
ん
ぎ
ょ
う

主
婦

し
ゅ

ふ

（
主
夫

し
ゅ

ふ

）
を
し
て
い
る

 

４
．
福
祉

ふ
く

し

施
設

し
せ

つ

、
作
業
所

さ
ぎ
ょ
う
し
ょ

等と
う

に
通か
よ

っ
て
い
る
（
就
労

し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え

ん

Ａ
型

Ａ
が

た

も
含ふ
く

む
）

 

５
．
病
院

び
ょ
う
い
ん

な
ど
の
デ
イ
ケ
ア

で
い

け
あ

に
通か
よ

っ
て
い
る

 

６
．
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

り
は

び
り

て
ー

し
ょ

ん

を
受う

け
て
い
る

 

７
．
自
宅

じ
た

く

で
過す

ご
し
て
い
る

 

８
．
入
所

に
ゅ
う
し
ょ

し
て
い
る
施
設

し
せ

つ

や
病
院

び
ょ
う
い
ん

等と
う

で
過す

ご
し
て
い
る

 

 

5
8
 

 ９
．
大
学

だ
い
が
く

、
専
門

せ
ん
も
ん

学
校

が
っ
こ
う

、
職

業
し
ょ
く
ぎ
ょ
う

訓
練
校

く
ん
れ
ん
こ
う

な
ど
に
通か
よ

っ
て
い
る

 

１
０
．
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ
こ
う

（
小
中
高

し
ょ
う
ち
ゅ
う
こ
う

等
部

と
う

ぶ

）
に
通か
よ

っ
て
い
る

 

１
１
．
一
般

い
っ
ぱ
ん

の
高
校

こ
う
こ
う

、
小
中
学
校

し
ょ
う
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

に
通か
よ

っ
て
い
る

 

１
２
．
幼
稚
園

よ
う

ち
え

ん

、
保
育
所

ほ
い

く
じ

ょ

、
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

通
園

つ
う
え
ん

施
設

し
せ

つ

な
ど
に
通か
よ

っ
て
い
る

 

１
３
．
そ
の
他

そ
の

た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 【
問と
い

2
4
で
、
１
．
を
選
択

せ
ん
た
く

し
た
場
合

ば
あ

い

に
お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。
】

 

問と
い

2
5

 
ど
の
よ
う
な
勤
務

き
ん

む

形
態

け
い
た
い

で
働
は
た
ら

い
て
い
ま
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
正
職
員

せ
い
し
ょ
く
い
ん

で
他た

の
職
員

し
ょ
く
い
ん

と
勤
務

き
ん

む

条
件

じ
ょ
う
け
ん

等と
う

に
違ち
が

い
は
な
い

 

２
．
正
職
員

せ
い
し
ょ
く
い
ん

で
短
時
間

た
ん

じ
か

ん

勤
務

き
ん

む

な
ど
の
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

配
慮

は
い
り
ょ

が
あ
る

 

３
．
パ
ー
ト

ぱ
ー

と

・
ア
ル
バ
イ
ト

あ
る

ば
い

と

等と
う

の
非
常
勤

ひ
じ
ょ
う
き
ん

職
員

し
ょ
く
い
ん

、
派
遣

は
け

ん

職
員

し
ょ
く
い
ん

 

４
．
自
営
業

じ
え
い
ぎ
ょ
う

、
農
林

の
う
り
ん

水
産
業

す
い
さ
ん
ぎ
ょ
う

な
ど

 

５
．
そ
の
他

そ
の

た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 【
問と
い

2
4
で
、
１
．
以
外
を
選
択

せ
ん
た
く

し
た

1
8
～

6
4
歳さ
い

の
方か
た

に
お
聞

お
き

き
し
ま
す
。
】

 

問と
い

2
6

 
あ
な
た
は
今
後

こ
ん

ご

、
収

入
し
ゅ
う
に
ゅ
う

を
得え

る
仕
事

し
ご

と

を
し
た
い
と
思お
も

い
ま
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
仕
事

し
ご

と

を
し
た
い

 

２
．
仕
事

し
ご

と

は
し
た
く
な
い
、
で
き
な
い

 

 問と
い

2
7

 
収

入
し
ゅ
う
に
ゅ
う

を
得え

る
仕
事

し
ご

と

を
得え

る
た
め
に
、

職
業

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

訓
練

く
ん
れ
ん

な
ど
を
受う

け
た
い
と
思お
も

い
ま
す
か
。

（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
す
で
に

職
業

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

訓
練

く
ん
れ
ん

を
受う

け
て
い
る

 

２
．

職
業

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

訓
練

く
ん
れ
ん

を
受う

け
た
い

 

２
．

職
業

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

訓
練

く
ん
れ
ん

を
受う

け
た
く
な
い
、
受う

け
る
必ひ
つ

要よ
う

は
な
い

 

 問と
い

2
8

 
あ
な
た
は
、
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
就
労

し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え

ん

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

ひ
つ
よ
う

だ
と
思お
も

い
ま
す
か
。
 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
通
勤

つ
う
き
ん

手
段

し
ゅ
だ
ん

の
確
保

か
く

ほ

 

２
．
勤
務

き
ん

む

場
所

ば
し

ょ

に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ば
り

あ
ふ

り
ー

等と
う

の
配
慮

は
い
り
ょ

 

３
．
短
時
間

た
ん

じ
か

ん

勤
務

き
ん

む

や
勤
務

き
ん

む

日
数

に
っ
す
う

等と
う

の
配
慮

は
い
り
ょ
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5
9
 

 ４
．
在
宅

ざ
い
た
く

勤
務

き
ん

む

の
拡
充

か
く
じ
ゅ
う

 

５
．
職
場

し
ょ
く
ば

の
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

理
解

り
か

い

 

６
．
職
場

し
ょ
く
ば

の
上
司

じ
ょ
う
し

や
同
僚

ど
う
り
ょ
う

に
障
害

し
ょ
う
が
い

の
理
解

り
か

い

が
あ
る
こ
と

 

７
．
職
場

し
ょ
く
ば

で
介
助

か
い
じ
ょ

や
援
助

え
ん
じ
ょ

等と
う

が
受う

け
ら
れ
る
こ
と

 

８
．
就
労
後

し
ゅ
う
ろ
う
ご

の
フ
ォ
ロ
ー

ふ
ぉ

ろ
ー

な
ど
職
場

し
ょ
く
ば

と
支
援

し
え

ん

機
関

き
か

ん

の
連
携

れ
ん
け
い

 

９
．
企
業

き
ぎ
ょ
う

ニ
ー
ズ

に
ー

ず

に
合あ

っ
た
就
労

し
ゅ
う
ろ
う

訓
練

く
ん
れ
ん

 

１
０
．
仕
事

し
ご

と

に
つ
い
て
の
職
場
外

し
ょ
く
ば
が
い

で
の
相
談

そ
う
だ
ん

対
応

た
い
お
う

、
支
援

し
え

ん

 

１
１
．
そ
の
他

そ
の

た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス

さ
ー

び
す

等と
う

の
利
用

り
よ

う

に
つ
い
て
お
聞

お
き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

2
9

 
あ
な
た
は
障

害
し
ょ
う
が
い

程
度

て
い

ど

区
分

く
ぶ

ん

の
認
定

に
ん
て
い

を
受う

け
て
い
ま
す
か
。
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 

１
．
区
分

く
ぶ

ん

１
 

２
．
区
分

く
ぶ

ん

２
 

３
．
区
分

く
ぶ

ん

3
 

４
．
区
分

く
ぶ

ん

4
 

５
．
区
分

く
ぶ

ん

5
 

６
．
区
分

く
ぶ

ん

6
 

７
．
受
け
て
い
な
い

 

 

 問と
い

3
0

 
あ
な
た
は
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
今
後
利
用
し
た
い
と
考
え
ま

す
か
。
（
①
か
ら
⑳
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
現
在
利
用
し
て
い
る
か
」
と
「
今
後
利
用
し
た

い
か
」
の
両
方
を
回
答
（
番
号
に
○
）
し
て
く
だ
さ
い
）

 

 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

 

し て い る

か  

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

 

し た い か  

利 用

り よ う

し て い る  

利 用

り よ う

し て い な

い  

利 用

り よ う

し た い  

利 用

り よ う

し な い  

①
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い

ご

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

 

自
宅

じ
た

く

で
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

や
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

な
ど
の
介
助

か
い
じ
ょ

を

行お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

②
重
度

じ
ゅ
う
ど

訪
問

ほ
う
も
ん

介
護

か
い

ご

 

重
度

じ
ゅ
う
ど

の
障

害
し
ょ
う
が
い

が
あ
り
常つ
ね

に
介
護

か
い

ご

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
方か
た

に
、
自
宅

じ
た

く

で
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

や
排は
い

せ
つ
食
事

し
ょ
く
じ

な
ど
の
介
助

か
い
じ
ょ

や
外

出
が
い
し
ゅ
つ

時じ

の
移
動

い
ど

う

の
補
助

ほ
じ

ょ

を
行お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

 

6
0
 

 ③
同
行

ど
う
こ
う

援
護

え
ん

ご

 

視
覚

し
か

く

障
害

し
ょ
う
が
い

に
よ
り
移
動

い
ど

う

が
著

い
ち
じ
る

し
く
困
難

こ
ん
な
ん

な
方か
た

に
、
外

出
が
い
し
ゅ
つ

に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

の
提

供
て
い
き
ょ
う

や
移
動

い
ど

う

の

援
護

え
ん

ご

な
ど
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

④
行
動

こ
う
ど
う

援
護

え
ん

ご

 

知
的

ち
て

き

障
害

し
ょ
う
が
い

や
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

に
よ
り
行
動

こ
う
ど
う

が
困
難

こ
ん
な
ん

で
常つ
ね

に
介
護

か
い

ご

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
方か
た

に
、
行
動

こ
う
ど
う

す
る
と
き

必
要

ひ
つ
よ
う

な
介
助

か
い
じ
ょ

や
外

出
が
い
し
ゅ
つ

時じ

の
移
動

い
ど

う

の
補
助

ほ
じ

ょ

な
ど
を

行
お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑤
重
度

じ
ゅ
う
ど

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

包
括

ほ
う
か
つ

支
援

し
え

ん

 

常つ
ね

に
介
護

か
い

ご

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
方か
た

で
、
介
護

か
い

ご

の
必
要

ひ
つ
よ
う

の
程
度

て
い

ど

が
著

い
ち
じ
る

し
く
高た
か

い
方か
た

に
、
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い

ご

な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
包
括
的

ほ
う
か
つ
て
き

に
提て
い

供き
ょ
う

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑥
生
活

せ
い
か
つ

介
護

か
い

ご

 

常つ
ね

に
介
護

か
い

ご

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
方か
た

に
、
施
設

し
せ

つ

で
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

や
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

の
介
護

か
い

ご

や
創
作
的

そ
う
さ
く
て
き

活
動

か
つ
ど
う

な
ど
の
機
会

き
か

い

を
提て
い

供き
ょ
う

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑦
自
立

じ
り

つ

訓
練

く
ん
れ
ん

（
機
能

き
の

う

訓
練

く
ん
れ
ん

、
生
活

せ
い
か
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

）
 

自
立

じ
り

つ

し
た
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

や
社
会

し
ゃ
か
い

生
活

せ
い
か
つ

が
で
き
る
よ

う
、
一
定

い
っ
て
い

の
期
間

き
か

ん

に
お
け
る
身
体

し
ん
た
い

機
能

き
の

う

や
生
活

せ
い
か
つ

能
力

の
う
り
ょ
く

向
上

こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
訓
練

く
ん
れ
ん

を
行お
こ

な
う

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑧
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

移
行

い
こ

う

支
援

し
え

ん

 

通
常

つ
う
じ
ょ
う

の
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

で
働
は
た
ら

き
た
い
方か
た

に
、
一
定

い
っ
て
い

の

期
間

き
か

ん

、
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
知
識

ち
し

き

及お
よ

び
能

力
の
う
り
ょ
く

の

向
上

こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
の
訓
練

く
ん
れ
ん

を
行
お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

  

１
 

２
 

１
 

２
 

⑨
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え

ん

（
Ａ
型が
た

、
Ｂ
型が
た

）
 

通
常

つ
う
じ
ょ
う

の
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

で
働
は
た
ら

く
こ
と
が
困
難

こ
ん
な
ん

な
方か
た

に
、

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

の
機
会

き
か

い

の
提

供
て
い
き
ょ
う

や
生
産

せ
い
さ
ん

活
動

か
つ
ど
う

そ
の
他た

の

活
動

か
つ
ど
う

の
機
会

き
か

い

の
提

供
て
い
き
ょ
う

、
知
識

ち
し

き

や
能

力
の
う
り
ょ
く

の
向

上
こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
の
訓
練

く
ん
れ
ん

を
行お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑩
療

養
り
ょ
う
よ
う

介
護

か
い

ご

 

医
療

い
り
ょ
う

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
方か
た

で
、
常つ
ね

に
介
護

か
い

ご

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る

方ほ
う

に
、
主お
も

に
昼
間

ひ
る

ま

に
病

院
び
ょ
う
い
ん

等と
う

に
お
い
て
機
能

き
の

う

１
 

２
 

１
 

２
 

－104－



 

6
1
 

 訓
練

く
ん
れ
ん

、
療

養
上

り
ょ
う
よ
う
じ
ょ
う

の
管
理

か
ん

り

、
看
護

か
ん

ご

な
ど
を
提

供
て
い
き
ょ
う

す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

⑪
短
期

た
ん

き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

 

在
宅

ざ
い
た
く

の
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ （

児じ

）
を
介
護

か
い

ご

す
る
方か
た

が
病
気

び
ょ
う
き

の

場ば

合
な
ど
に
、
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

が
施
設

し
せ

つ

に
短
期
間

た
ん
き
か
ん

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

し
、
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

、
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

の
介
護

か
い

ご

な
ど
を

行お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

  

１
 

２
 

１
 

２
 

⑫
共

同
き
ょ
う
ど
う

生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

 

夜
間

や
か

ん

や
休

日
き
ゅ
う
じ
つ

、
共

同
き
ょ
う
ど
う

生
活

せ
い
か
つ

を
行お
こ
な

う
住

居
じ
ゅ
う
き
ょ

で
、

相
談

そ
う
だ
ん

や
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活
上

せ
い
か
つ
じ
ょ
う

の
援
助

え
ん
じ
ょ

を
行お
こ
な

う
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

  

１
 

２
 

１
 

２
 

⑬
施
設

し
せ

つ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

支
援

し
え

ん

 

主し
ゅ

と
し
て
夜
間

や
か

ん

、
施
設

し
せ

つ

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

す
る
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

（
児じ

）
に
対た
い

し
、
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

、
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

の
介
護

か
い

ご

な
ど
の
支
援

し
え

ん

を
行お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

  

１
 

２
 

１
 

２
 

⑭
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

 

福
祉

ふ
く

し

に
関か
ん

す
る
問
題

も
ん
だ
い

や
介
護
者

か
い
ご
し
ゃ

か
ら
の
相
談

そ
う
だ
ん

に

応お
う

じ
て
、
必
要

ひ
つ
よ
う

な
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

の
提

供
て
い
き
ょ
う

や
助
言

じ
ょ
げ
ん

な
ど
を

行お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑮
児
童

じ
ど

う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え

ん

 

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
お
け
る
基
本
的

き
ほ
ん
て
き

な
動
作

ど
う

さ

の
指
導

し
ど

う

、

知
識

ち
し

き

技
能

ぎ
の

う

の
付
与

ふ
よ

、
集

団
し
ゅ
う
だ
ん

生
活

せ
い
か
つ

へ
の
適
応

て
き
お
う

訓
練

く
ん
れ
ん

な

ど
の
支
援

し
え

ん

を
行お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑯
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

学
校

が
っ
こ
う

の
授

業
じ
ゅ
ぎ
ょ
う

終
了
後

し
ゅ
う
り
ょ
う
ご

や
学
校

が
っ
こ
う

の
休

校
き
ゅ
う
こ
う

日び

に
、

児
童

じ
ど

う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え

ん

セ
ン
タ
ー
等と
う

の
施
設

し
せ

つ

に
通か
よ

い
、
生
活

せ
い
か
つ

能
力

の
う
り
ょ
く

向
上

こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
訓
練

く
ん
れ
ん

や
、
社
会

し
ゃ
か
い

と
の

交
流

こ
う
り
ゅ
う

の
促
進

そ
く
し
ん

な
ど
の
支
援

し
え

ん

を
行お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑰
保
育
所

ほ
い
く
し
ょ

等と
う

訪
問

ほ
う
も
ん

支
援

し
え

ん

 

保
育
所

ほ
い
く
し
ょ

等と
う

を
訪
問

ほ
う
も
ん

し
、
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

に
対た
い

し
て
、
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

以
外

い
が

い

の
児
童

じ
ど

う

と
の
集

団
し
ゅ
う
だ
ん

生
活

せ
い
か
つ

へ
の
適
応

て
き
お
う

の
た
め
の

専
門
的

せ
ん
も
ん
て
き

な
支
援

し
え

ん

な
ど
を

行お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

 

6
2
 

 ⑱
医
療
型

い
り
ょ
う
が
た

児
童

じ
ど

う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え

ん

 

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
お
け
る
基
本
的

き
ほ
ん
て
き

な
動
作

ど
う

さ

の
指
導

し
ど

う

、

知
識

ち
し

き

技
能

ぎ
の

う

の
付
与

ふ
よ

、
集

団
し
ゅ
う
だ
ん

生
活

せ
い
か
つ

へ
の
適
応

て
き
お
う

訓
練

く
ん
れ
ん

な

ど
の
支
援

し
え

ん

と
治
療

ち
り
ょ
う

を
行
お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑲
福
祉
型

ふ
く
し
が
た

児
童

じ
ど

う

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

支
援

し
え

ん

 

障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ

つ

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

す
る
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

に
対た
い

し

て
、
保
護

ほ
ご

・
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
指
導

し
ど

う

や
知
識

ち
し

き

技
能

ぎ
の

う

の
付
与

ふ
よ

を
行
お
こ
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

⑳
医
療
型

い
り
ょ
う
が
た

児
童

じ
ど

う

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

支
援

し
え

ん

 

障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ

つ

や
指
定

し
て

い

医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か

ん

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

等と
う

を
す
る
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

に
対た
い

し
て
、
保
護

ほ
ご

・
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の

指
導

し
ど

う

や
知
識

ち
し

き

技
能

ぎ
の

う

の
付
与

ふ
よ

や
治
療

ち
り
ょ
う

を
行
お
こ
な

う
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

 

１
 

２
 

１
 

２
 

  相
談

そ
う
だ
ん

相
手

あ
い

て

に
つ
い
て
お
聞

お
き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

3
1

 
あ
な
た
は
、
普
段

ふ
だ

ん

、
悩な
や

み
や
困こ
ま

っ
た
こ
と
を
ど
な
た
に
相
談

そ
う
だ
ん

し
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る

も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
家
族

か
ぞ

く

や
親し
ん

せ
き

 

２
．
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ

ん

 

３
．
近
所

き
ん
じ
ょ

の
人ひ
と

 

４
．
職
場

し
ょ
く
ば

の
上
司

じ
ょ
う
し

や
同

僚
ど
う
り
ょ
う

 

５
．
施
設

し
せ

つ

の
指
導
員

し
ど
う
い
ん

な
ど

 

６
．
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
人ひ
と

 

７
．
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

団
体

だ
ん
た
い

や
家
族
会

か
ぞ
く
か
い

 

８
．
か
か
り
つ
け
の
医
師

い
し

や
看
護
師

か
ん

ご
し

 

９
．
病

院
び
ょ
う
い
ん

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
介
護

か
い

ご

保
険

ほ
け

ん

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 

１
０
．
民
生

み
ん
せ
い

委
員

い
い

ん

・
児
童

じ
ど

う

委
員

い
い

ん

 

１
１
．
通
園

つ
う
え
ん

施
設

し
せ

つ

や
保
育
所

ほ
い
く
じ
ょ

、
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

、
学
校

が
っ
こ
う

の
先
生

せ
ん
せ
い

 

１
２
．
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

な
ど
の
民
間

み
ん
か
ん

の
相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 

１
３
．
行

政
ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か

ん

の
相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 

１
４
．
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
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6
3
 

  問と
い

3
2

 
あ
な
た
は
障

害
し
ょ
う
が
い

の
こ
と
や
福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関か
ん

す
る
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

を
、
ど
こ
か
ら
知し

る
こ

と
が
多お
お

い
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
本ほ
ん

や
新
聞

し
ん
ぶ
ん

、
雑
誌

ざ
っ

し

の
記
事

き
じ

、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス

 

２
．
行

政
ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か

ん

の
広
報
誌

こ
う
ほ
う
し

 

３
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

４
．
家
族

か
ぞ

く

や
親し
ん

せ
き
、
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ

ん

 

５
．
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
人
や
施
設

し
せ

つ

職
員

し
ょ
く
い
ん

 

６
．
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

団
体

だ
ん
た
い

や
家
族
会

か
ぞ
く
か
い

（
団
体
の
機
関
誌
な
ど
）

 

７
．
か
か
り
つ
け
の
医
師

い
し

や
看
護
師

か
ん

ご
し

 

８
．
病

院
び
ょ
う
い
ん

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
介
護

か
い

ご

保
険

ほ
け

ん

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 

９
．
民
生

み
ん
せ
い

委
員

い
い

ん

・
児
童

じ
ど

う

委
員

い
い

ん

 

１
０
．
通
園

つ
う
え
ん

施
設

し
せ

つ

や
保
育
所

ほ
い
く
じ
ょ

、
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

、
学
校

が
っ
こ
う

の
先
生

せ
ん
せ
い

 

１
１
．
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

な
ど
の
民
間

み
ん
か
ん

の
相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 

１
２
．
行

政
ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か

ん

の
相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 

１
３
．
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  権
利

け
ん

り

擁
護

よ
う

ご

に
つ
い
て
お
聞

お
き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

3
3

 
あ
な
た
は
、
障

害
し
ょ
う
が
い

が
あ
る
こ
と
で
差
別

さ
べ

つ

や
嫌い
や

な
思お
も

い
を
す
る
（
し
た
）
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
（
○
は
一
つ
だ
け
）

 

１
．
あ
る

 
２
．
少す
こ

し
あ
る

 
３
．
な
い

 

 【
問と
い

3
3
で
、
１
．
又ま
た

は
２
．
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。
】

 

問と
い

3
4

 
ど
の
よ
う
な
場
所

ば
し

ょ

で
差
別

さ
べ

つ

や
嫌い
や

な
思お
も

い
を
し
ま
し
た
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
学
校

が
っ
こ
う

・
仕
事
場

し
ご

と
ば

 

２
．
仕
事

し
ご

と

を
探
す
と
き

 

３
．
外
出
先

が
い
し
ゅ
つ
さ
き

 

４
．
余
暇

よ
か

を
楽た
の

し
む
と
き

 

５
．
病

院
び
ょ
う
い
ん

な
ど
の
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か

ん

 

６
．
住す

ん
で
い
る
地
域

ち
い

き

 

７
．
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

 

 

6
4
 

 問と
い

3
5

 
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い

ど

に
つ
い
て
ご
存ぞ
ん

じ
で
す
か
。
（
○
は
一
つ
だ
け
）

 

１
．
名
前

な
ま

え

も
内
容

な
い
よ
う

も
知し

っ
て
い
る

 

２
．
名
前

な
ま

え

を
聞き

い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
内
容

な
い
よ
う

は
知し

ら
な
い

 

３
．
名
前

な
ま

え

も
内
容

な
い
よ
う

も
知し

ら
な
い

 

  災
害

さ
い
が
い

時じ

の
避
難

ひ
な

ん

等と
う

に
つ
い
て
お
聞

お
き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

3
6

 
あ
な
た
は
、
火
事

か
じ

や
地
震

じ
し

ん

等と
う

の
災
害

さ
い
が
い

時じ

に
一
人

ひ
と

り

で
避
難

ひ
な

ん

で
き
ま
す
か
。（

○
は
一
つ
だ
け
）

 

１
．
で
き
る

 
２
．
で
き
な
い

 
３
．
わ
か
ら
な
い

 

 問と
い

3
7

 
家
族

か
ぞ

く

が
不
在

ふ
ざ

い

の
場
合

ば
あ

い

や
一
人
暮

ひ
と

り
ぐ

ら
し
の
場
合

ば
あ

い

、
近
所

き
ん
じ
ょ

に
あ
な
た
を
助た
す

け
て
く
れ
る
人ひ
と

は
い

ま
す
か
。
（
○
は
一
つ
だ
け
）

 

１
．
い
る

 
２
．
い
な
い

 
３
．
わ
か
ら
な
い

 

 問と
い

3
8

 
火
事

か
じ

や
地
震

じ
し

ん

等と
う

の
災
害

さ
い
が
い

時じ

に
困こ
ま

る
こ
と
は
何な
ん

で
す
か
。（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
投
薬

と
う
や
く

や
治
療

ち
り
ょ
う

が
受う

け
ら
れ
な
い

 

２
．
補ほ

装
具

そ
う

ぐ

の
使
用

し
よ

う

が
困
難

こ
ん
な
ん

に
な
る

 

３
．
補ほ

装
具

そ
う

ぐ

や
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

用
具

よ
う

ぐ

の
入

手
に
ゅ
う
し
ゅ

が
で
き
な
く
な
る

 

４
．
救

助
き
ゅ
う
じ
ょ

を
求も
と

め
る
こ
と
が
で
き
な
い

 

５
．
安
全

あ
ん
ぜ
ん

な
と
こ
ろ
ま
で
、
迅
速

じ
ん
そ
く

に
避
難

ひ
な

ん

す
る
こ
と
が
で
き
な
い

 

６
．
被
害

ひ
が

い

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

、
避
難

ひ
な

ん

場
所

ば
し

ょ

な
ど
の
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

が
入

手
に
ゅ
う
し
ゅ

で
き
な
い

 

７
．
周
囲

し
ゅ
う
い

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い

 

８
．
避
難

ひ
な

ん

場
所

ば
し

ょ

の
設
備

せ
つ

び

（
ト
イ
レ
等な
ど

）
や
生
活

せ
い
か
つ

環
境

か
ん
き
ょ
う

が
不
安

ふ
あ

ん

 

９
．
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

１
０
．
特と
く

に
な
い
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6
5
 

  

あ
な
た
ご
本
人

ほ
ん
に
ん

へ
の
質
問

し
つ
も
ん

は
以
上

い
じ
ょ
う

で
す
。
最
後

さ
い

ご

に
、
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
や
行

政
ぎ
ょ
う
せ
い

の
取
組

と
り
く
み

に

つ
い
て
、
何な
に

か
ご
意
見

い
け

ん

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
由

じ
ゆ

う

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

   

ご
協

力
き
ょ
う
り
ょ
く

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 

 

6
6
 

 （
参
考
４
）

 
 

福
祉

ふ
く

し

に
関か
ん

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

ち
ょ
う
さ

へ
の
ご
協
力

ご
き
ょ
う
り
ょ
く

の
お
願ね
が

い
 

  
 
日
頃

ひ
ご

ろ

よ
り
●
●
市し

の
福
祉

ふ
く

し

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

に
ご
理り

解か
い

・
ご
協き
ょ
う

力り
ょ
く

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

 

 
 
●
●
市し

で
は
現
在

げ
ん
ざ
い

、
平
成

へ
い
せ
い

●
年
度

ね
ん

ど

を
初
年
度

し
ょ

ね
ん

ど

と
す
る
第だ
い

●
期き

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い
か
く

の
策
定

さ
く
て
い

に
向む

け
た

取と

り
組く

み
を
進す
す

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

い
っ
か
ん

と
し
て
、
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

の
ご
意
見

い
け

ん

を
お
聞き

き
す
る

た
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

ち
ょ
う
さ

を
実
施

じ
っ

し

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

（
【
団
体
に
お
願
い
す
る
場
合
】
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査

ち
ょ
う
さ

の
実
施

じ
っ

し

に
あ
た
り
、
貴き

団
体

だ
ん
た
い

に
お
い

て
、
ご

協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

い
た
だ
け
る
方か
た

の
ご
紹

介
し
ょ
う
か
い

に
つ
き
ま
し
て
、
ご

協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

を
お
願ね
が

い
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と

考か
ん
が

え
て
お
り
ま
す
。

/【
個
人
に
お
願
い
す
る
場
合
】
ぜ
ひ
と
も
、
忌
憚

き
た

ん

の
な
い
ご

意
見

い
け

ん

な
ど
を
お
聞き

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思お
も

い
ま
す
の
で
、
ご

協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

の
ほ
ど
、
お
願ね
が

い
い
た
し

ま
す
。
）

 

な
お
、
調
査

ち
ょ
う
さ

で
お
聞
き
し
た
個
人

こ
じ

ん

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

に
関か
ん

す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公

表
こ
う
ひ
ょ
う

等な
ど

は
一
切

い
っ
さ
い

い
た
し
ま
せ
ん
。

 
 

平
成

へ
い
せ
い

●
年ね
ん

●
月が
つ

 
●
●
市し

 
 

＜
調
査

ち
ょ
う
さ

方
法

ほ
う
ほ
う

や
調
査

ち
ょ
う
さ

の
内
容

な
い
よ
う

な
ど
＞

 

・
調
査

ち
ょ
う
さ

は
、
（
個
別

こ
べ

つ

ヒ
ア
リ
ン
グ

/
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
と
い
う
方
法

ほ
う
ほ
う

に
よ
り

行
お
こ
な

い
ま
す
。

（
個
別

こ
べ

つ

ヒ
ア
リ
ン
グ

/
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
で
は
、
（
個
別

こ
べ

つ

に
/数

名
す
う
め
い

の
方
に
同
時
に
）
ご

意
見

い
け

ん

を
お

伺
う
か
が

い
い
た
し
ま
す
。

 

・
調
査

ち
ょ
う
さ

の
時
間

じ
か

ん

と
し
ま
し
て
は
、
お
よ
そ
●
時
間

じ
か

ん

を
考
か
ん
が

え
て
い
ま
す
。

 

・
調
査

ち
ょ
う
さ

の
場
所

ば
し

ょ

は
、
●
●
で
す
。

 

・
調
査

ち
ょ
う
さ

で
お

伺
う
か
が

い
し
た
い
項
目

こ
う
も
く

は
、
次つ
ぎ

の
①
か
ら
⑤
を

考
か
ん
が

え
て
い
ま
す
。

 

 
①
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

や
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

な
ど
の

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

、
生
活

せ
い
か
つ

で
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
困こ
ま

っ
た
と
き
の
相
談
先

そ
う
だ
ん
さ
き

 

 
②
福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ

う

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

と
改
善

か
い
ぜ
ん

し
て
欲ほ

し
い
内
容

な
い
よ
う

 

 
③
医
療

い
り
ょ
う

ケ
ア
の

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

 

 
④
地
域

ち
い

き

で
の
暮く

ら
し
の

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

 

 
⑤
行

政
ぎ
ょ
う
せ
い

へ
の
意
見

い
け

ん

 
 【
問と

い
合あ

わ
せ
先さ
き

】
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